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序論

1.タイのパーリ語蔵外仏典研究

タイで信奉されている仏教は、上座部仏教（Therav!da, เถรวาท）である。この上座部仏教の文
献学的研究は、西洋諸国がアジア諸国に進出し、植民地支配した時代に、西洋人が多くの仏教

写本を収集し、19世紀前半から西洋諸国で研究が進められた。1882年以降はロンドンの The Pali 

Text Society（以下 PTSと略す）から組織的にパーリ三蔵やその注釈文献などの重要なパーリ語

文献（ローマ字校訂テキスト）や英訳が出版されている。西洋での研究に影響を受け、日本で

の南方上座部仏教研究が開始され、漢訳仏典とパーリ三蔵との対応が精査され、大乗仏教へと

展開する源流、釈尊の言葉を残す原始仏教として研究された。1935年から 1941年には三蔵など

の重要なパーリ語仏典の和訳が『南伝大蔵経』として出版され、その後、パーリ三蔵やその注

釈文献を中心とする文献学的研究が進められてきた。 

スリランカや東南アジアに残る仏教写本は、スリランカではシンハラ文字、ミャンマーでは

ビルマ文字というようにそれぞれの地域で異なる文字を用いてパーリ語を記してきたため、そ

れらの文献を統一的に研究するため、欧米人や日本人研究者の多くは PTS から出版されたロー

マ字校訂テキストを用いている。一方、スリランカや東南アジアの上座部仏教国では、それぞ

れの地域の文字で書かれた三蔵やその注釈文献などの重要なパーリ語文献やその翻訳が出版さ

れ、僧侶らにより学習され伝持されている。

上座部仏教国ではパーリ三蔵やその注釈文献を重んじる一方、パーリ語や現地語の蔵外仏典

を新たに創造し、伝承してきている。本論文において、「蔵外」と言及する場合には、パーリ三

蔵だけではなく、パーリ三蔵の注釈文献や Milindapañh! などの古典的なパーリ語仏典を除く非

古典的な仏典という意味で用いることとする。

タイにおいて、出家者は今もなお僧院や僧院大学においてパーリ語を学習し、パーリ三蔵に

親しんでいるが、在家信者である一般民衆はいくつかのパーリ語の経文を諳んじることはでき

ても、パーリ語文法や単語の意味の一々を理解しているのではない。一般民衆は、難解なパー

リ三蔵よりも仏教の教えをわかりやすく説く仏教説話に親しんでいる。タイの一般民衆は、我々

研究者がパーリ三蔵とそれ以外の仏典とを区別するように、蔵外仏典を「三蔵以外」の仏典と

認識して受容しているのではなく、仏典はすべて ไตรปิฎก（trai pidok、三蔵）であり、彼らはそ

の仏典が三蔵であるか否かに関わらず、等しい価値のあるものと捉えている。 

タイに伝わる蔵外仏典を紹介したものとして、Saddh!tissa［1974: 211-225］があるが、ここに

挙げられる文献は、年代記や著者が明確な文献を中心としたものにすぎず、十分なリストでは

ない。Saddh!tissa［1974: 212］が、15世紀・16世紀北タイの都チェンマイで幾人かのパーリ語

の学識者がいたのに対し、南の都アユタヤでは、ビルマに襲撃された際に写本が散逸した可能
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性もあるが、パーリ語をタイ語に翻訳することのできる学識者がいただけで、この地域からの

独自のパーリ語文献は我々には知られていない、と述べているように、タイ撰述の蔵外仏典の

多くは、北タイの年代記の記述や伝承によりチェンマイを都としたラーンナー王国において製

作されたと考えられている。しかし、現在のタイ領土内に現存する写本は、北タイの文字によ

るものだけではなく、コム文字、タイ文字などでも書写され伝承されている。確かに蔵外仏典

のいくつかはチェンマイで創作されたものもあるであろうが、チェンマイにおいてすべてのパ

ーリ語蔵外仏典が成立したとは考えられない。蔵外仏典チェンマイ起源説は、決して明確なも

のとは言えない。 

東南アジアに伝わる蔵外仏典研究は、この地域を植民地支配したフランス人研究者が中心と

なり、「インドシナパーリ語」文献の研究を進めていたが、カンボジアの内戦などの影響により

研究は以後縮小された。一方、日本では、蔵外仏典は釈尊の言葉を伝える原始仏教ではない、

という考えから文献学の研究対象とされることは非常に少なく、長らく等閑視されてきた。

東南アジア撰述とされる蔵外仏典の中で唯一継続的に研究されてきたのは、「パンニャーサ・

ジャータカ」集という釈尊の前世物語の集成である。Feer［1875］が、この「パンニャーサ・ジ

ャータカ」集は、東南アジア独自のジャータカの集成があることを指摘したことに始まり、Finot

［1917］においてその集成の内容が紹介され、そして、Jaini［1981, 1983, 1986］によってビルマ

に伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の校訂テキストと英訳が PTSから刊行された。

日本における東南アジア蔵外仏典の文献学的研究の先駆けも「パンニャーサ・ジャータカ」

集中の『スダナ・ジャータカ』に関する研究（田辺［1980: 930-925］）である。また、タイ王室

寄贈のパーリ語貝葉写本を所蔵している大谷大学図書館は、1995 年に貝葉写本目録を出版し、

大谷大学図書館所蔵写本のうち「パンニャーサ・ジャータカ」集について、東方研究会田辺和

子博士と吉元信行教授を中心とする大谷大学とによって共同研究が進められた。その研究成果

として、2004年には、大谷大学図書館写本に基づく「パンニャーサ・ジャータカ」集の第 12話

から第 18話、第 22話から第 39話の 25話の物語のローマ字転写テキスト（Otani University［2004］）

が出版された。その後も「パンニャーサ・ジャータカ」集研究は断続的に進められ、近年では、

Otani University［2004］に収められていない「パンニャーサ・ジャータカ」集の第 19~21話、

第 7・46・47話のローマ字校訂テキストと和訳が畝部［2008a, 2012］に報告されている。

「パンニャーサ・ジャータカ」集を除くと、PTSから出版されたタイに伝わる蔵外の仏教説話

の校訂テキストは、Pa"hamasambodhiという蔵外の仏伝（Cœdès［2003］）や PTSの雑誌に掲載

された Bra# M!leyyadevattheravatthu（Collins［1993: 1-96］）など極僅かである。

また、蔵外パーリ語仏典の一部は、現地文字の校訂テキストとして出版されていることもあ

る。しかし、これらは希少文献であり、入手困難なものが多い。また、これら現地で出版され

たテキストは、いかなる写本に基づく校訂テキストであるのか、どのような校訂方針のもとで
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校訂を加えたのかが、明記されていないこともしばしばあり、一次文献として使用するのが困

難な場合が多いのが実情である。 

近年に至って、パーリ語蔵外仏典の有用なカタログとしてタイ国立図書館所蔵写本カタログ

をベースに、欧米の図書館のカタログや近年の研究書などの情報を付加し、タイに伝わるの三

蔵とパーリ語蔵外仏典のほぼすべての情報を網羅している Skilling＆Santi Pakdeekham［2002, 

2004］が出版された。これらのカタログにより、中部タイにどのような仏典の写本が伝承され

ていたのか、また、それらの仏典の研究の進捗状況が明らかとなった。さらに、上述のカタロ

グ出版以後、The Fragile Palm Leaves Foundationからいくつかのタイのパーリ語蔵外仏典のロー

マ字校訂テキストが出版され1、タイのパーリ語蔵外仏典の重要性、研究価値が一部の研究者に

よって指摘され始めている。 

また、校訂テキストによる資料の共有化ではなく、写本資料そのものを共有できる環境を整

えようという試みがラオスでなされている。ラオス国立図書館が所蔵する写本は、web 上

（http://www.laomanuscripts.net/en/index）に公開され、我々はそれらを共有できるようになって

いる。一方、タイ国立図書館は何万もの写本を所蔵しているが、ラオスのようにそれらを web

公開するという動きは皆無であり、むしろ、2007年に制定された The National Research Council of 

Thailand (以下 NRCT とする)の規約により、タイ国内において外国人が研究調査を行うには、

NRCTから研究許可を取得しなければならないのが現状であり、タイ国立図書館は、外国人によ

る研究調査には閉鎖的である。また、タイ国立図書館の写本情報はコンピュータデータ化すら

されておらず、未だ目録カードを用いた運営であり、写本の写真撮影なども禁じられている。 

タイのパーリ語蔵外仏典研究は、近年に至り数人の研究者によって積極的に研究され始めて

いるが、既刊のローマ字校訂テキストは極僅かであり、さらに、タイ国内での写本調査も困難

が多く、研究を遂行するのに十分な環境ではない。 

2.研究対象

本論文で研究対象とする蔵外仏典は、タイに伝わるものの中でもコム文字（古代カンボジア

文字）と呼ばれる文字で書写された中部タイに伝わるパーリ語蔵外仏典である。コム文字で書

写されているからといって、その仏典が中部タイで成立したと考えることはできないが、少な

くともコム文字を用いて書写していた地域に伝承されていたことは明らかである。従来の研究、

特に日本におけるタイの蔵外仏典研究は、田辺博士将来写本と大谷大学図書館所蔵写本に基づ

き進められた研究であるため「パンニャーサ・ジャータカ」集の研究に留まっていた。本研究

                                            
1 Santi Pakdeekham［2009］・Cicuzza［2011］・Kieffer-Pülz［2011］. 
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では、タイ国立図書館での写本調査を実施し、新たなパーリ語蔵外仏典も研究対象とした2。タ

イ国立図書館では、仏像と地獄救済に言及する 5話の蔵外仏典の写本を調査した。それらは、『コ

ーサラ国仏像縁起譚』(Kosalabimbava$$an!)、『目連尊者の問い』（Moggall!nabimbapañh!sutta）、

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』（M!leyyadevattheravatthud%pan%"%k!）、『目連尊者の物語』

（Mah!moggall!nattheravatthu）、『スピナクマーラ前世物語』（Supinakum!raj!taka）である。本論

文ではこれらに田辺博士の将来写本による「パンニャーサ・ジャータカ」集所収『ヴァッタン

グリ王物語』(Va""a&gulir!jasuttava$$an!) を加えた 6話のローマ字校訂テキストと和訳を提示す

る。『マーレッヤデーヴァ長老物語註』と『ヴァッタングリ王物語』の 2話は、タイ文字校訂テ

キストが修士論文としてタイの僧院大学であるマハーチュラロンコン大学に提出されているが3、

これら 6話のローマ字校訂テキストはいずれも出版されていない。また、『マーレッヤデーヴァ

長老物語註』と『ヴァッタングリ王物語』の 2 話はタイ語訳が出版されているが4、英訳および

和訳は出版されていない。 

本論文で研究対象とする上に挙げた諸文献は、仏像と地獄救済に言及するものである。これ

らの題材は、仏教文化上、上座部仏教圏はもちろん、汎仏教的に見ても非常に重要な位置を占

めるものであるにも関わらず、パーリ三蔵では説かれることがない。したがって、上座部仏教

圏において文献上どのように扱われたのかを確かめるためには、蔵外仏典の研究が不可欠なの

である。 

現在、上座部仏教国でも大乗仏教国でも、仏像を造ることや仏像を供養することは積徳業と

されている。仏像のなかった時代の初期仏教では、造像を奨励も否定もせず、全く仏像に言及

していないが、タイにおいて上座部仏教が受容されたのは、既に仏像が造られ信仰されていた

時代である。仏教の教えとともに仏像ももたらされていたのであるから、造像や像供養が釈尊

によって認められた善業であると記された仏典が伝承されていても不思議なことではない。し

かし、パーリ三蔵に言及されないことから、上座部仏教では仏像起源伝説は説かれないという

結論がなされてきた5。 

また、輪廻転生という仏教の教えを機能させるために、地獄は重要な役割を担っている。地

獄での責苦が激しく厳しいものであればあるほど、地獄へ堕ちることの恐怖をうながし、悪業

をなさないように、善業を積むよう促す。タイの寺院では地獄の様子が描かれており、地獄が

                                            
2 平成 22年 3月から 1年間、優秀若手研究者海外派遣事業（日本学術振興会）によりチュラロ
ンコン大学（バンコク）において客員研究員として研究に従事した。その折、NRCTより研究許
可を得て、タイ国立図書館の写本調査を実施した（Project ID: 2010/027）。快く研究協力を引き受
けてくださいました Dr. Suchitra Chongstitvatana (Chulalongkorn University)、写本調査にご協力頂
いたタイ国立図書館の司書の方々に深謝申し上げます。 
3 Phannava［2006: 93-150］、Khamkamon［2003: 201-217］。 
4 Phannava［2006: 151-205］・Mi Chuthong［1973］、Sinlapabannakhan［2006: 287-304］。 
5 高田［1983(1967): 9］ 
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いかに苦しく辛い境涯なのかを、生々しく描写し、見る者に地獄がどんなに恐ろしいところな

のかを如実に知らせている。律蔵などにおいて、どのような悪業によって、どのような地獄へ

堕ちるのかが言及されるが、地獄に堕ちてしまった者を他者が救済する方法はパーリ三蔵では

説かれない。一方大乗仏教では、地獄救済の役割を担う地蔵菩薩の存在が想起されるであろう。

タイの蔵外仏典では、地蔵菩薩とは異なる、独自の救済方法を説いているのである。 

3.研究目的

Skilling＆Santi Pakdeekham［2002, 2004］に提示されているように、タイには膨大な量の蔵外

仏典写本が伝承されている。これらの蔵外仏典がいつどこで成立したのかはわからないが、写本

が残されていることから、実際にタイに伝承されていたのは事実である。しかし、これらの蔵外

仏典のほとんどは、ただ写本として伝えられているにすぎず、いかなる教えを伝えるものである

のか現在では知られていない。頼ることのできる既刊テキストがない限り、ここに説かれる教え

を知るには、写本を読み解く以外に術はないのである。これらの蔵外仏典には、一体どのような

教えが記されているのだろうか。膨大な量の蔵外仏典の一端にすぎないが、本論文において、タ

イ国立図書館所蔵写本による統一された方針のもとで作成された校訂テキストと全訳を提示し、

全容を解明する。 

パーリ三蔵が、結集により微動だにしない揺るぎない存在であるのに対し、蔵外仏典は、仏

教が受容されていく中で、創造され、変化を受け入れてきたものである。蔵外仏典は何を源泉

に、どのように展開してきたのだろうか。パーリ三蔵から源泉資料を切り出し、加筆増広した

のだろうか。あるいは、正典であるパーリ三蔵には手を加えず、タイの土着の説話を源泉資料

とし、パーリ三蔵の知識に基づき加筆増広したことによって、蔵外「仏」典としたのだろうか。

中国から到来した華僑の信仰する大乗仏教の影響を受けた蔵外仏典なのだろうか。本論文では、

仏像と地獄救済に関する 2つの蔵外仏典の源泉資料と展開を明らかにする。 

4.本研究の意義

本論文で取りあげる蔵外仏典は、タイ人研究者によって研究がなされている一部のテキスト

を除くと、これまで全く文献学研究の対象とされていないテキストである。これらのテキスト

の研究を通して、蔵外仏典だからこそ説かれる仏像と地獄救済についてタイ仏教の理解を明ら

かにする。また、綿密な文献学的研究により、これらのパーリ語蔵外仏典が「タイで創造され

た偽経」ではなく、スリランカに伝わる現地語の説話から発展した物語であったり、非常に重

要で希少な伝承を残す仏典であることを示す。パーリ三蔵、サンスクリット文献、漢訳文献な

ど諸言語で伝承された説話の比較研究において、パーリ三蔵に言及されていないために上座部

仏教には伝承されていないと結論付けられていた説話が、タイの蔵外仏典の説話として伝承さ
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れていることが明らかとなり、仏教説話のさらなる広がりを明示することができると考える。

タイの蔵外仏典の説話は、難解な教義を説く三蔵とは異なり、タイの上座部仏教徒、特に一般

民衆の信仰を促す役割を果たしてきたものである。これらの蔵外仏典は、儀礼で読誦されたり、

寺院壁画などに描かれたり、タイの一般民衆にも身近な仏典である。文献学的研究がなされて

こなかった蔵外仏典の説話が明らかになれば、民衆がどのように仏教を理解しているのか、僧

伽が民衆にどのように仏教を理解させようとしたのか、民衆にとっての上座部仏教を明らかに

する手がかりとなると考える。また、蔵外仏典が既刊テキストの知識では網羅しきれないほど

に他の蔵外仏典から影響を受けて成立しており、蔵外仏典の成立を明らかにするにはその他の

蔵外仏典の研究の進展も不可欠であり、新たなテキストに着手することの必要性が明瞭となる。

本研究により、蔵外仏典にだからこそあらわれ得た非常に興味深い思想を伝える重要な文献が

多く伝えられていることが認知され、これまでの蔵外仏典を等閑視する考えを一掃し、蔵外仏

典研究の重要性を示し得ると考える。

5.本論文の構成

本論文は、第 1部 研究篇、第 2部 テキスト・翻訳篇の 2部構成である。 

第 1部 研究篇 第 1・2章では、仏像に関する仏典について論じる。上座部仏教徒にとって仏

像は欠かせない信仰の対象である。しかしながら、彼らの保持するパーリ三蔵で造像や像供養

が言及されることはない。一方、法顕や玄奘の見聞録や漢訳仏典では、仏の姿を偶像化するこ

とは、釈尊自身によって認められ、釈尊の時代の波斯匿王（コーサラのパセーナディ王）、ある

いは、優填王（コーサンビーのウデーナ王）によって最初の仏像が造られたという仏像起源伝

説を伝え、造像・像供養は功徳ある行いであると説く仏典が伝承されている。これら仏像の起

源や造像・像供養を説く仏典は、上座部仏教には伝えられていない、と考えられてきた。 

第 1章では、タイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集第 20話『ヴァッタングリ王物語』

の源泉資料とその展開を明らかにするため、スリランカ・ビルマに伝わる仏像起源伝説に言及

するパーリ語蔵外仏典の先行研究 Gombrich［1978］・Jaini［1983, 2001］に『コーサラ国仏像縁

起譚』を新たに加え再考する。 

第 2 章において、仏像起源伝説を説くパーリ語蔵外仏典に目連尊者と釈尊による造像と像供

養の功徳に関する問答『目連尊者の問い』を加え、パーリ語蔵外仏典に説かれる造像と像供養

について比較検討する。 

第 1 部 研究篇 第 3・4・5 章では、地獄救済に言及する仏典について論じる。タイにおいて

も「善業善果、悪業悪果（ทำดีได้ดีทำชั่วได้ชั่ว）」という因果応報の教えが説かれ、悪趣へ堕ちない
よう善業をなすよう教えられている。それでも、悪業をなし悪趣へ堕ちてしまう者たちがいる。

悪趣へ堕ちた者たちを他者が救済することはできるのだろうか。パーリ三蔵では、布施の際、
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亡き親族や縁者が享受するよう施したとしても、享受できるのは餓鬼だけであると説いている

が、タイでは、パーリ三蔵に根拠を持たない様々な独自の地獄救済方法を説いている。 

第 3章では、地獄からの救済を助ける役目を担う「プラ・マーライ（マーライ尊者）」と呼ば

れる長老にまつわる説話に言及する。マーライ尊者は、しばしば寺院壁画に地獄を遍歴する姿

で描かれる僧侶である。パーリ語やタイ語などで様々に伝承されるマーライ尊者にまつわる諸

「プラ・マーライ」文献のうちパーリ語の『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料につい

て先行研究 Denis［1965］・Collins［1993］・Brereton［1995］に基づき再考し、諸「プラ・マーラ

イ」文献の地獄救済の場面を取り上げ、目連尊者による地獄救済を説く『目連尊者の物語』を

提示し、諸「プラ・マーライ」文献の展開について論じる。 

第 4 章では、諸「プラ・マーライ」文献のうちパーリ語で書かれた『マーレッヤデーヴァ長

老物語』の注釈文献『マーレッヤデーヴァ長老物語註』が、どのような語句に対して、どのよ

うな文献を典拠にし、注釈しているのかを明らかにする。さらに、その成立年代を再考する。 

第 5 章において、沙弥となったことにより地獄から母を救済し、比丘となったことにより、

餓鬼界から父を救う物語『スピナクマーラ前世物語』の関連文献を探る。 

第 2部 テキスト・翻訳篇では、コム文字などについて解説し、凡例に代えて校訂方針と翻訳

方針を明示し、先述した 6話の蔵外仏典のローマ字校訂テキストと和訳を提示する。 



 8 

第 1 章

パーリ語蔵外仏典の仏像起源伝説

―タイ版『ヴァッタングリ王物語』の源泉資料とその展開―

仏像起源伝説と言えば、コーサンビーのウデーナ王（優填王）が釈尊を思慕して初めて仏像

を製作したという伝説が広く知られている。漢訳仏典には、ウデーナ王だけでなくコーサラ国

のパセーナディ王（波斯匿王）に仏像の起源を帰する伝説も説かれている。これらの仏像起源

伝説について、高田［1983 (1967): 9］は、「北伝、それも大部分は漢訳仏典に見出されるもので、

南伝の全然説かないところであるのに注意したい」と述べている。このように、仏像起源伝説

は南伝上座部仏教には説かれないとされてきた。仏像は大乗仏教国においてのみ崇拝されてい

るのではなく、スリランカやタイなど上座部仏教国でも仏像が造られ、崇拝の対象となってい

る。高田［1983 (1967): 9］が指摘した如く仏像起源伝説は上座部仏教国には伝承されていないの

であろうか。 

本章では、漢訳仏典に説かれる仏像起源伝説を踏まえ、仏像起源伝説に言及するパーリ語蔵

外仏典の先行研究として、継続的に研究がなされてきた唯一のパーリ語蔵外仏典「パンニャー

サ・ジャータカ」集に収められているタイの Va!!a"gulir#jasuttava$$an#（以下、訳号：タイ版『ヴ

ァッタングリ王物語』、略号：T-Vrsvとする）、ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集

所収の物語（Jaini［1983: 414-432］）、スリランカに伝わる仏典（Gombrich［1978］）に言及する。

さらに、Kosalabimbava$$an#（以下、訳号：タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』、略号：T-Kbv）と

いう新たなテキストを提示し、タイ版『ヴァッタングリ王物語』の源泉資料と展開を再考する1。 

1.仏像起源伝説に言及する漢訳仏典

漢訳仏典において仏像起源伝説が言及される場合、コーサンビー国のウデーナ王一人に帰す

る伝説、ウデーナ王が造像し、さらにそれに倣ってコーサラ国パセーナディ王が造像したとい

う伝説、コーサラ国パセーナディ王一人に帰する伝説の 3 つに大別される。以下、高田[1983: 

9-19]・中村[1995: 425-433]・畝部[2008b: 10]に基づき漢訳仏典に言及される仏像起源伝説につ

いて見る。

                                            
1 本論文において類似する偈文を比較する場合、パーリ語テキストは校訂を加えず、それぞれの
底本に従う。また翻訳も載せない。校訂および翻訳については、本論文第 2部テキスト・翻訳
篇を参照されたい。 



 9 

1.1.ウデーナ王に帰する伝説

最も広く知られている仏像起源伝説が、コーサンビー国のウデーナ王に帰するものである。

以下に『大方便佛報恩経』巻第 3の記述を挙げる。 

 

爾時如來爲母摩耶夫人并諸天衆。説法九十日。閻浮提中亦九十日。不知如來所

在。大目揵連神力第一。盡其神力。於十方推求。亦復不知。阿那律陀天眼第一。

遍觀十方三千大千世界。亦復不見。乃至五百大弟子。不見如來。心懷憂惱。優

填大王戀慕如來。心懷愁毒。即以牛頭栴檀。 像如來所有色身。禮事供養。如

佛在時無有異也2 

釈尊が母に説法をするために三十三天へ昇っている間に、釈尊を思慕したウデーナ王（優填

王）が牛頭栴檀で造像したことを簡潔に記している。また、『観佛三昧海経』巻第 6でもウデー

ナ王が造像したことに言及しているが、ここではその仏像は金製であり、金像を象に載せて釈

尊を迎えたことが記されている。仏像の起源を説く独立した仏典として知られる『作仏形像

経』・『造像形像福報経』・『大乗造像功徳経』においても、その起源はウデーナ王に帰せられて

いる。これらのうち『作佛形像経』と『造立形像福報経』は、釈尊が母に説法しに三十三天へ

昇っているという出来事に関連させずに説いている。また、『廣弘明集』巻第 15 では、梁の武

帝が 騫らを派遣して祇桓寺から将来させたのはウデーナ王が最初に造った像の模像であった

と言及されている。 

1.2.ウデーナ王とパセーナディ王に帰する伝説

ウデーナ王が最初に造像し、それに倣ってコーサラ国パセーナディ王が造像するという伝説

を伝えているものもある。以下に『大唐西域記』の記述を挙げる。

『大唐西域記』巻第 5 賞彌國（コーサンビー） 

城内故宮中有大精舎。高六十餘尺。有刻檀佛像。上懸石蓋。 陀衍那王（唐言出

愛。舊云優塡王訛也）之所作也。靈相間起。神光時照。諸國君王恃力欲擧。雖多

人衆莫能轉移。遂圖供養。倶言得眞。語其源迹 此像也。初如來成正覺已。上昇

天宮爲母説法。三月不還。其王思慕願圖形像。乃請尊者没特伽羅子。以神通力接

工人上天宮。親觀妙相雕刻栴檀。如來自天宮還也。刻檀之像起迎世尊。世尊慰曰。 

                                            
2 『大正』No. 156, 136b. 



 10 

教化勞耶。開導末世寔此爲冀。3 

 

『大唐西域記』巻第 6 室羅伐悉底國（サーヴァッティー） 

中有佛像昔者如來昇三十三天爲母説法之後。勝軍王聞出愛王刻檀像佛乃造此像。4 

 

『大唐西域記』巻第 5 では、釈尊が母に説法するために天界へ昇っている間に、釈尊を思慕

したコーサンビー国のウデーナ王（ 賞彌國の 陀衍那王）が栴檀製の仏像を造らせ、釈尊の

帰りを迎えた、と記され、さらに巻第 6 では、サーヴァッティーのパセーナディ王（室羅伐悉

底國の勝軍王）がウデーナ王が造像したことを聞き、仏像を造るに至った、という見聞を記し

ている。同様の記述を見出せるのは、『増一阿含経』巻第 28・『三宝感應要略録』巻之上であり、

この両テキストでは、パセーナディ王が造った像は紫磨金製であると記されている。 

1.3.パセーナディ王に帰する伝説

仏像の起源をコーサラ国のパセーナディ王だけに帰する代表的な漢訳仏典は『高僧法顕伝』

である。以下に『高僧法顕伝』の記述を挙げる。 

 

佛上 利天爲母説法九十日。波斯匿王思見佛 刻牛頭栴檀作佛像置佛坐。處佛

後還入精舎像 避出迎佛。佛言。還坐。吾般泥 後可爲四部衆作法式。像 還

坐。此像最是衆像之始。後人所法者也。佛於是移住南邊小精舎。與像異處。相

去二十歩5 

 

釈尊が母へ説法するために天界へ昇っている間に、パセーナディ王（波斯匿王）が釈尊を思

慕して牛頭栴檀製の仏像を造り、釈尊が天界から帰るのを出迎えた、と記されている。『高僧法

顕伝』以外にもパセーナディ王の造像に言及する漢訳仏典としては、『大寶積經』巻第 89・『出

外國圖記』を出典とした『經律異相巻』第 6 がある。『大寶積經』巻第 89 では、パセーナディ

王の造像の功徳について迦葉と釈尊とが問答しているが、先述した『高僧法顕伝』のように釈

尊が母を説法するために三十三天へ昇っている間に、釈尊を思慕して仏像を造ったということ

には言及していない。 

 

                                            
3 『大正』No. 2087, 898a. 
4 『大正』No. 2087, 899b. 
5 『大正』No. 2085, 860b. 
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1.4.漢訳仏典の仏像起源伝説

漢訳仏典に見られる仏像起源伝説をまとめると以下の表のようになる。 

 

仏像起源伝説に言及する漢訳仏典の中で、ウデーナ王に帰するものが多数派で、パセーナデ

ィ王に帰する伝説が少数派であり、多くの場合昇三十三天為母説法の伝説に関連させて説かれ

ていることがわかる。 

2.仏像起源伝説に言及するパーリ語蔵外仏典

以下、仏像起源伝説を説くパーリ語蔵外仏典として、東南アジアにのみ伝わるジャータカの

集成「パンニャーサ・ジャータカ」集に収められる諸『ヴァッタングリ王物語』、さらに、スリ

ランカに伝わる『コーサラ国仏像縁起譚』について先行研究に基づき言及する。 

 

2.1.「パンニャーサ・ジャータカ」集

「パンニャーサ・ジャータカ」集とは、東南アジアにのみ伝わるジャータカの集成である。

パーリ語、ニッサヤ形式（地方語とパーリ語）、地方語の様々な文字と言語で伝承されている。

「パンニャーサ・ジャータカ」集は、三蔵のジャータカのように偈文のみの集成は存在せず、

偈文と散文からなる集成であり、偈文それ自体が物語を構成していることもある。現存する「パ

造像の王 出典 昇三十三天為

母説法の言及 

 『大方便佛報恩経』巻第 3（No. 156, 136b.） ○ 

 『観佛三昧海経』巻第 6（No. 643, 677a-678b.） ○ 

ウデーナ王 『作佛形像経』（No. 692, 788a-c.） × 

 『造立形像福報経』（No. 693, 788c-790a.） × 

 『大乗造像功徳経』巻上（No. 694, 790a-791b.） ○ 

 『廣弘明集』巻第 15（No. 2103, 202b） × 

 『増一阿含経』巻第 28（No. 125, 705b-706a.） ○ 

ウデーナ王 『三宝感應要略録』巻之上（No. 2084, 827a-c.） ○ 

パセーナディ王 

 

『大唐西域記』巻第 5（No. 2087, 898a.） 

巻第 6（No. 2087, 899b.） 

○ 

○ 

 『大寶積經』巻第 89（No. 310, 512b.） × 

パセーナディ王 『高僧法顕伝』（No. 2085, 860b.） ○ 

 『外国圖記』を出典とした『經律異相』巻第 6（No. 2121, 30a.） ○ 
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ンニャーサ・ジャータカ」集は、一つとして同じ集成がなく、物語の数もその順序も異なって

る。主なパーリ語の「パンニャーサ・ジャータカ」集としては、タイに伝わる集成とビルマに

伝わる集成が知られている。次にタイとビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集につ

いてみる。 

 

2.1.1.タイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集

タイに伝わる集成は、それぞれの集成によって所収の物語やその順序が異なり、スキリング

［2004: 31］が、「完全なセット」とはいかなるものであるかについては、全く不明なのである、

と述べているように、タイに伝わる集成は確定されておらず、いくつかの物語に対する文献学

的研究はなされているが、集成全体を扱うことが困難なテキストである。本論文において、タ

イに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集と言及する場合には、便宜的に以下に記すタイ国

立図書館から出版された 61話からなるタイ語訳の集成を指すこととする。このタイに伝わる「パ

ンニャーサ・ジャータカ」集は、田辺［1981］ら日本人研究者により先駆的に研究され、いく

つかの物語の校訂テキストや翻訳が出版されている。これらの研究は、田辺博士により将来さ

れた国立図書館所蔵写本及び大谷大学所蔵写本に基づく研究である。 

以下にタイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の主なテキストと翻訳を挙げる。 

・Panyasachadok, 2 vols., Bangkok: Sinlapabannakhan, 2006 (1956). 

1923年タイ国立図書館がダムロン王子の指揮の下 28分冊で出版したタイ語訳が 1956年

2冊本で再版された。「前分（pathom phak）」は 50話（第 48話までが第 1巻に収録）、「後

分（pacchima phak）」は 11 話と付加的な短い物語 3 話から成り、章分けされていない。

いくつかの寺院に収められていた写本を合わせて編集したものである。ダムロン王子は

この集成の成立年代を仏暦 2000から 2200年（西暦 1457から 1657年）としている。 

このタイ語訳では、偈文の多くがパーリ語でも表記されているが、非常に乱れた難解な

偈文については削除されていることもある。 

・ Paññ#saj#taka, 5 vols., Gantham!l! 10, Phnom Penh: Éditions de l’Institut Bouddhique, 

1953-1962. 

プノンペンの仏教学研究所により 1953 年から 1962 年にかけて 25 話が 5 分冊で出版さ

れた。カンボジアのチュリエン文字の校訂テキストである。 

・ タイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集 全 61 話のタイ文字校訂テキストが 2003

年から 2005年にかけて 7名の学生によりタイの僧院大学マハーチュラロンコン大学に修

士論文として提出されている。 

“Panyasachadok ruangthi 1-7: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by Klomklang 

(Phramaha Mana Muniwangso), Bangkok: Master’s Thesis, Mahachulalongkorn University, 
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2004.  

前分の第 1話から第 7話までの校訂テキスト。 

“Panyasachadok ruangthi 8-27: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by Khamkamon 

(Phramaha Thanin Aathitwaro), Bangkok: Master’s Thesis, Mahachulalongkorn University, 2003.  

前分の第 8話から第 27話までの校訂テキスト。 

“Panyasachadok pathomphak ruangthi 28-44: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by 

Thongpan (Phramaha Prasit Ahingsako), Bangkok: Master’s Thesis, Mahachulalongkorn 

University, 2004.  

前分の第 28話から第 44話までの校訂テキスト。 

“Panyasachadok pathomphak ruangthi 45-50: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by 

Triphongsin (Phramaha Prasanchai Thewangkaro), Bangkok: Master’s Thesis, 

Mahachulalongkorn University, 2004.  

前分の第 45話から第 50話までの校訂テキスト。 

“Pannyasachadok pacchimaphak ruangthi 1-4: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by 

Keawsai (Phramaha Akhom Samaneeko), Bangkok: Master’s Thesis, Mahachulalongkorn 

University, 2005.  

後分の第 1話から第 4話までの校訂テキスト。 

“Pannyasachadok pacchimaphak ruangthi 5-8: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by 

Chalao Techawanto Tathongduang (Phramethi Sutaphorn), Bangkok: Master’s Thesis, 

Mahachulalongkorn University, 2004.  

後分の第 5話から第 8話までの校訂テキスト。 

“Pannyasachadok pacchimaphak ruangthi 9-11: kantruatchamra laesuksachoengwikhro”, edited by 

Buachukan (Phramaha Caran Uttmathammo), Bangkok: Master’s Thesis, Mahachulalongkorn 

University, 2003.  

後分の第 9話から第 11話までの校訂テキスト。 

・ Paññ#saj#taka: Thai Recension Nos. 12-18, 22-39 kept in the Otani University Library 

Transliteration from Manuscripts in Khumer Script, Kyoto: P!li Manuscripts Research Project, 

Shin Buddhist Comprehensive Research Institute, Otani University, 2004. 

大谷大学図書館に所蔵されている写本（第 12~18話、第 22~39話）に基づくローマ字

転写。 

・ “Three Stories From the Thai Recension of the Paññ!sa-j!taka: Transliteration and Preliminary 

Notes”, by Toshiya Unebe in Collaboration with Yoshitaka Hayakawa, Mikiasa Ishino, Toshiki 

Maruyama, Satoko Yamamoto and Xia Zhou, in Journal of the Scool of Letters, Nagoya 
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University 3 (2007): 1-23. 

上記、大谷大学図書館所蔵写本に基づくローマ字転写で欠けていた第 19話から第 21話

のローマ字転写。 

2.1.2.ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集

ビルマには 10 話ずつ 5 つの章からなる 50 話のパーリ語の「パンニャーサ・ジャータカ」集

が伝わっている。章立てされ 50話からなるのは、ビルマの集成のみである。この集成は、ビル

マでは『チェンマイ・ジャータカ』（Zimmè Pa$$#sa）という名で知られている。しかしながら、

スキリング［2004: 43］が、チェンマイ起源だという伝承には何か真実が含まれているのであろ

うか？その可能性はあるが、証明は不可能である、と述べているように実際にチェンマイ起源

であるか否かは、明らかではない。Jaini［2001: 333］は、この集成の成立年代を 13あるいは 14

世紀としている。 

以下にビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の主なテキストと翻訳を挙げる。 

・ Zimmè Pa$$#sa, Rangoon: the Hanthawaddy Press, 1911. 

ラングーンのハンタワッディー出版社から 1911 年に出版されたビルマ文字による刊本

（以下、ハンタワッディー版とする）6。このハンタワッディー版には編集者や使用した

写本についての情報は記されていない。 

・Paññ#sa-J#taka or Zimme Pa$$#sa, vol. 1, vol. 2, edited by Padmanabh S. Jaini, London: The Pali 

Text Society, 1981/1983. 

上記ハンタワッディー版とモーニュウェー（Monywa）のジェータウン（Zetawun／Jetavana）

のジェータウン僧院で発見された完全な写本とによるローマ字校訂テキスト（以下、PTS

版とする）。 

・ Apocryphal Birth-Stories (Paññ#sa-J#taka), vol. 1, by I. B. Horner and Padmanabh S. Jaini, 

London: The P!li Text Society, 1985. 

Apocryphal Birth-Stories (Paññ#sa-J#taka), vol. 2, by Padmanabh S. Jaini, London: The P!li Text 

Society, 1986. 

上記 PTS版の英訳。 

・Chiang Mai Chadok, 2 vols., Bangkok: Fine Arts Department, 1997. 

上記ハンタワッディー版のタイ語訳。 

                                            
6 筆者未見。 
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2.2.タイ版『ヴァッタングリ王物語』

タイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の第 20 話に Va!!a"gulir#jasuttava$$an# という

物語が収められている。このテキストについては、カンボジアのチュリエン文字の校訂テキス

ト Éditions de l’Institut Bouddhique［1958: 38-50］、タイ文字の校訂テキスト Khamkamon［2003: 

201-217］があり、翻訳としてはダムロン王子監修によるタイ語訳（Sinlapabannakhan［2006: 

287-304］）がある。また、ローマ字転写（Unebe et al.［2007: 16-23］）は出版されているが、ロ

ーマ字校訂テキストは、本論文第 2部で示すテキストの元になった筆者によるものが畝部［2008a: 

52-62］に収められている。本論文でタイ版『ヴァッタングリ王物語』に言及する場合は、本論

文に収録した Va!!a"gulir#jasuttava$$an#を底本とする7。 

 このテキストは、‘eva" me suta"’という経典の冒頭に見られる句で物語が始まり、22偈を含み、

大部分は散文で構成されている。 

2.2.1.タイ版『ヴァッタングリ王物語』の梗概8

【仏像起源伝説】 

① 釈尊の不在時にコーサラ国のパセーナディ王はジェータヴァナを訪れ、釈尊に会えず落胆

して都へ帰り、仏像を造りたいと考えた。 

② 王は翌日ジェータヴァナを訪れ、釈尊に仏像を造りたいと懇願すると、釈尊は承諾した。 

③ 王は都へ帰り、栴檀で仏像を造らせ、祠堂の中の獅子座に座らせた。再びジェータヴァナ

を訪れた王は、釈尊が仏像を見たなら輝くだろう、と告げた。 

④ 釈尊が仏像に近づくと、仏像は釈尊が存命の時に高座に座ることはふさわしくないと考え

獅子座から下りようとした。釈尊はそれを遮り、仏像は獅子座に座り直した。パセーナデ

ィ王が造像の果報を釈尊に尋ねると、釈尊は何製であっても仏像を造れば偉大な果報が得

られる、と答え、過去に仏像の指を修復したボーディサッタが閻浮提唯一の王となり、そ

の後一切知性を得たことについて語り始める。 

 【前世物語 1（仏像の指を修復した商人）】 

⑤ クラバッダクマーラという名の商人は折れた仏像の指を見つけ、修復し、覚者となること

を願い、死後天界に再生した。 

 【前世物語 2（ヴァッタングリ王）】 

                                            
7 『ヴァッタングリ王物語』については Yamamoto［2008］・山本［2008］においてテキスト及
び翻訳を報告している。本論文では、校訂・翻訳方針を改め、本論文第 2部テキスト・翻訳篇
pp. 28-54に収録した。  
8 本論文第 1章で梗概に言及する際、便宜上すべてタイ版『ヴァッタングリ王物語』で付した段
落番号に従う。 
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⑥ その後バーラーナシーの王の息子ヴァッタングリ(Va##a$guli)として生まれ、父の死後、法

に基づき統治していた。 

⑦ ヴァッタングリ王の評判を聞きつけた閻浮提の百人の王が宣戦布告してくると、大臣が王

の代わりに戦うことを進言した。しかし、王は大臣の言葉を退け、一本の指で敵を追払う

と明言した。 

⑧ 敵軍はヴァッタングリ王が応戦しに来たことを知り進み出たが、ヴァッタングリ王の一本

の指で、敵軍はそれぞれの乗り物から落ち、逃げ回り、敵はみな屈服し、ヴァッタングリ

王に仕えた。 

⑨ヴァッタングリ王の行いを知った帝釈天が天界から下り、前世での善業を問うと、ヴァッ

タングリ王が前世で仏像の指を修復したことにより現世の勝利があり、来世では覚者とな

るだろう、とヴァッタングリ王が答えた。すると、帝釈天は、ヴァッタングリ王が来世で

覚者となる、という授記を与え天界に帰還した。 

 【釈尊による説法】 

⑩釈尊が造像の果報を説き、前世物語を現在時に結び付けた。 

 

2.3.ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』 

ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の第 37話に Va!!a"gulir#ja%j#taka（以下、訳

号：ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』、略号：Zp-Vrj とする）という物語が収められている。

このテキストについては、Jaini によるローマ字校訂テキスト（Jaini[1983: 414-432]）及び英訳

（Jaini［1986: 103-121］）があり、タイ語訳（Fine Arts Department［1997: 406-432］）も出版され

ている。 

第 1偈の最初の部分をテキストの冒頭に据えるというジャータカ形式が採られ、203偈を含み、

偈文自体が物語を構成している。 

 

2.3.1.ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』の梗概

【仏像起源伝説（前半）】 

①コーサラ国パセーナディ王は、釈尊の不在時にジェータヴァナを訪れ、釈尊に会えず落胆

して都へ帰った。 

②%1 パセーナディ王は、翌日ジェータヴァナを再訪し、釈尊に仏像を造る許可を請うと、

釈尊はそれを承諾し、昔仏像の指を修復して幸福を得た人について語り始める。 

 【前世物語 1（仏像を修復した商人）】 

⑤アングリという名の都にバンダマーナヴァという名の商人がいた。バンダマーナヴァは商

いのために航海に出て、ある島で壊れた仏像の指を修復し、一切智仏となることを願った。
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その後、バンダマーナヴァは、寿命を全うし、天界に再生した。 

 【前世物語 2（ヴァッタングリ王）】 

⑥その後、バーラーナシーのアンガ王の息子ヴァッタングリクマーラ（Va##a$gulikum!ra）と

して生まれ、アンガ王の死後、法に基づき統治した。 

⑦ヴァッタングリ王は閻浮提の百人の王に使者を送り、贈り物や娘を献上するよう告げた。

百人の王はヴァッタングリ王の言葉に激怒し、軍隊を連れて戦を仕掛けて来た。ヴァッタ

ングリ王が戦を受けて立とうとすると、大臣が、王の代わりに戦うことを進言するが、ヴ

ァッタングリ王は自らが戦うと明言した。 

⑧ヴァッタングリ王が一本の指を挙げると、敵軍は飛散し、逃げ回った。敵軍は屈服し、ヴ

ァッタングリ王に仕えた。 

⑨ヴァッタングリ王の威光によって帝釈天が天界から下り、王が前世でなした善業を尋ねた。

王は、前世で仏像の指を修復したことにより、現世での勝利があり、来世には仏性を得る

だろう、と語った。帝釈天は、ヴァッタングリ王が覚者となるだろう、という授記を与え、

さらにボーディサッタである王が、仏像を造ることによって得られる果報を語り、それを

聞いた帝釈天は天界へ帰還した。 

 【仏像起源伝説（後半）】 

②%2 釈尊が仏像を造ることをパセーナディ王に許可し、仏像を造ることによって得られる偉

大な果報を説いた。 

③釈尊の説法を聞いてパセーナディ王は都へ帰り、栴檀で仏像を造らせ、祠堂を造らせ、そ

の中の高座に座らせた。ジェータヴァナにいる釈尊のもとを訪れ、仏像を見てほしいと、

釈尊に懇願した。 

④釈尊が祠堂に入ると、仏像は釈尊を見て、高座に座ることはふさわしくないと考え、一歩

を踏み出し釈尊を出迎えようとした。すると釈尊は、右手を差し出し、出迎えようとする

仏像を遮った。 

⑩釈尊が造像の果報を説くと、パセーナディ王は誓願をなした。それを聞いた釈尊は、パセ

ーナディ王が覚者となるだろう、という授記を与え、前世物語を現在時に結び付けた。

 

2.3.2.ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』の先行研究

この物語について Jaini［1983: xxxii-xxxiii］は、スリランカの Kosala-Bimba-Va$$an#（Gombrich

［1978: 289-295］）とビルマ版『ヴァッタングリ王物語』が失われた共通する文学的源泉を持つ

のかもしれない、と指摘している。さらに、Jaini［2001: 335］において、ビルマ版『ヴァッタン

グリ王物語』で『高僧法顕伝』に言及されるような昇三十三天為母説法の伝説を欠いているこ

とは注目すべきであり、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』が『高僧法顕伝』など漢訳仏典に
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依存しない源泉を持つという見解を示している。 

2.4.スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』

Jaini［1983: xxxii-xxxiii］によって言及された Kosala-Bimba-Va$$an#は、仏像起源伝説に言及

するパーリ語仏典として最初に発表されたものである。スリランカに伝わる Kosalabimbava$$an#

で、Gombrich［1978］が 10本の写本によるローマ字校訂テキスト及び英訳を出版している（以

下、訳号：スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』、略号：S-Kbvとする）。このスリランカ版『コ

ーサラ国仏像縁起譚』は 26偈を含み、前世物語がないにも関わらず、第 1偈の始まりを物語の

冒頭に据えるというジャータカ形式を採る。 

2.4.1.スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』の梗概

【仏像起源伝説】 

① コーサラ国パセーナディ王は釈尊の不在時にジェータヴァナを訪れ、釈尊に会えず落胆し

て都へ帰った。 

② 翌日再訪し、釈尊に仏像を造りたいと懇願すると、釈尊は承諾し、誰であっても何製であ

っても仏像を造れば、計り知れないほどの果報を得るでしょう、と造像の果報を説いた。 

③ 王は都に帰り、栴檀で仏像を造らせ、祠堂に置き、再びジェータヴァナを訪れ、釈尊が仏

像を見たなら輝くだろう、と告げた。王は王宮に帰り、祠堂を建て、道を飾り、再び仏像

を見てほしいと懇願した。 

④釈尊が仏像に近づくと、その仏像は釈尊を見て座所から立ち上がろうとした。釈尊は、仏

像が座所から立ち上がるのを遮り、仏像は座り直し、釈尊をはじめとする多くの者たちが、

仏像を供養した。 

 【釈尊による説法（造像と写経）】 

⑩ 釈尊がパセーナディ王とアーナンダ長老に懇願され、造像と写経の果報を説いた。 

2.4.2.スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』の先行研究

Gombrich［1978: 281-282］は、『高僧法顕伝』に類似する記述があることを指摘し、『高僧法顕

伝』のようにパセーナディ王に仏像の起源を帰する言及をスリランカ以外で知らないが、もし

全く存在しないのであれば驚くべきことである。さらなる研究が他のヴァージョンを導き、我々

のテキストに光を注ぐであろう、と述べ、さらなるテキストの出現を予測している。 

また、Kosala-Bimba-Va$$an# からの引用が Saddhamma-sa"gaha（以下 Saddhamma-s と略す）

にある、という Malalasekera［1928: 246, 1960: 698］の言及について Gombrich［1978: 283］は、

Malalasekeraが Kosala-Bimba-Va$$an#のテキストを見たという証拠はなく、Saddhamma-sに引用
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されている、という記述は正確ではない、と指摘している。橘堂［1997: 21］によれば、この

Saddhamma-sは、スリランカで受戒したタイ人の長老 Dhammakitti Mah!s!m&による 13世紀から

14 世紀の作品である。この作品には、第一結集からはじまる仏教史、注釈書、スリランカの説

話なども収録されている。この Saddhamma-s の第 10 章の第 10 偈と第 11 偈の間に

「Kosalabimbava$$an# の中で釈尊が詳細に説いた仏像の功徳をここで取り上げて、三蔵を書写

することの功徳が語られるべきである」9と Kosalabimbava$$an# の名に言及している。しかし、

Saddhamma-sでこの後に説かれる偈文では、三蔵を書写すれば、造像の果報と等しい果報が得ら

れると言及し、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』の第⑩節と類似する内容を伝える偈文

はあるが、完全に一致する偈文はない。従って、Gombrich［1978: 283］の指摘通り、

Kosala-Bimba-Va$$an#が Saddhamma-sに引用されている、という Malalasekera［1928: 246, 1960: 

698］の記述は正確ではない。Saddhamma-s では、Kosalabimbava$$an#というタイトル名が引用

され、Saddhamma-s の著者が知る Kosalabimbava$$an# は、造像と三蔵の筆写に言及したテキス

トであったことがわかる。すなわち、後述するタイに伝わる Kosalabimbava$$an#（タイ版『コ

ーサラ国仏像縁起譚』）ではないと考えられる。 

Gombrich［1978: 283-284］は、Kosala-Bimba-Va$$an#のシンハラ語版 Kosala-Bimba-Var$an#va 

について、Coomaraswamy［1956: 71］を引用し、16世紀あるいは 17世紀の散文の作品で、開眼

供養の始まりに読誦されていた、としている。また、シンハラ語版 Kosala-Bimba-Var$an#vaは、

様々な写本が伝えられ、出版もされている10。この出版本は、パーリ語版に見られる出来事に言

及していなかったり、たくさんの話を増広しているが、最もパーリ語版に近い、としている。

多様なシンハラ語版が伝承されていることについて、Gombrich［1978: 284］は、スリランカ版

がパーリ語版からそれぞれ異なる時に書かれたことを示している、としている。 

中村［1995: 427］が、Kern［1974: 94］において言及される Hardy［1860: 199］の記述により、

スリランカの人々は仏像がコーサラ国王によって造らされたと伝えている、と言及している。

この言及は、おそらくスリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』あるいはそのシンハラ語訳

Kosala-Bimba-Var$an#vaに基づく伝承であると考えられる。 

 

2.5. 仏像起源伝説に関する先行研究

漢訳仏典に説かれる仏像起源伝説は、ウデーナ王やパセーナディ王に帰するもので、多くの

仏典で昇三十三天為母説法の伝説と関連させて説いている。このような仏像の起源を説く伝説

は上座部仏教には伝えられていない（高田［1983 (1967): 9］）、と考えられてきたが、その後、

                                            
9 Saddhamma-s, p. 66: Kosala-bimba-va''an!ya" ya" bimb!nisa"sa" bhagavat! vitth!rena desita" 
tam idh!haritv! pi#akattayalekhan!nisa"sa" kathetabba".  
10 Kosalabimbavar$an#va, by M. Sudharma Karu'!tilaka, Kägalla: Vidy!kalpa Press, 1939. 筆者未見。 
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Gombrich［1978］がパセーナディ王に仏像の起源を帰するスリランカのパーリ語蔵外仏典

Kosala-Bimba-Va$$an#（スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』）を発表し、『高僧法顕伝』に類

似する仏像起源伝説がスリランカに伝承されていることを明らかにした。ビルマに伝わる「パ

ンニャーサ・ジャータカ」集所収 Va!!a"guli-r#ja-j#taka（ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』）が

Jaini［1983: 414-432］により明らかにされ、Jaini［1983: xxxii-xxxiii］は、スリランカに伝わる

Kosala-Bimba-Va$$an# と共通する文学的源泉を有すると指摘した。タイに伝わる「パンニャー

サ・ジャータカ」集にもビルマ版『ヴァッタングリ王物語』に相当する物語があることは知ら

れていたが、ローマ字校訂テキストが未出版であるためか、パーリ語蔵外仏典の仏像起源伝説

の考察の対象とならなかった。タイ版『ヴァッタングリ王物語』もビルマ版と同様にパセーナ

ディ王の造像の伝説、仏像の指を修復しヴァッタングリ王という転輪聖王となる釈尊の前世物

語が説かれている。これら 3 話のパーリ語蔵外仏典では、コーサラ国パセーナディ王の造像を

説いており、Jaini［1983: xxxii-xxxiii］の指摘通り、これらは共通する文学的源泉があると考え

られる。しかしながら、これら 3 話に共通して現れる偈文などの明確な証拠はなく、さらに、

これらの物語がどのように関連しあっているのかは明らかではない。以下、Kosalabimbava$$an#

（以下、訳号：タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』、略号：T-Kbv）というスリランカ版『コーサ

ラ国仏像縁起譚』と同様のタイトルの新たなテキストを提示し、タイ版『ヴァッタングリ王物

語』の源泉資料と展開を再考する。 

3.タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』11

タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』についてタイ国立図書館の目録 The National Library of 

Thailand［1921: 33］では、タイトルは โกสลพิมฺพปญฺหา（kosalabimbapañh!）で、その内容は、仏

像を造ることについてコーサラ国王が釈尊に問う物語とされ、1束からなる写本であると記され

ている。また、タイ国立図書館の目録カードにもカタログと同様  โกสลพิมฺพปญฺหา
（kosalabimbapañh!）のタイトルでリストアップされている。 

タイ国立図書館所蔵写本そのものに記されたタイトルはすべて Kosallabimbava$$an#となって

いる。コーサラ国を意味するパーリ語がタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』本文中でも “kosala” と 

“kosalla” が混在しており、表記が一定していない。コーサラ国について、DPPN, vol. 1, p. 695で

は、“Kosala”としているが、タイに伝わるパーリ語としてどちらの表記が一般的であるのかは判

断できない。本論文では DPPNに従い Kosalabimbava$$an#のタイトルを用いる。 

 

                                            
11 テキスト及び翻訳は第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 55-88を参照されたい。 
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3.1.タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』の梗概

【仏像起源伝説】 
① コーサラ国パセーナディ王は釈尊の不在時にジェータヴァナを訪れ、釈尊に会えず落胆し

て都へ帰り、仏像を造りたいと考えた。 

② 王は翌日ジェータヴァナを再訪し、仏像を造りたいと釈尊に懇願すると、釈尊は、誰であ

っても何製であっても仏像を造れば、計り知れないほどの果報を得るだろう、と造像の果

報を説き、仏像を造ることを許可した。 

③ 王は都へ帰り、大工を呼び寄せ、栴檀で仏像を造らせ、祠堂に飾らせた。再び釈尊のもと

を訪れ、釈尊が見たならその仏像は輝くだろうと告げた。 

④ 釈尊が仏像に近づくと、その仏像は釈尊を見て、釈尊が存命の時に高座に座ることはふさ

わしくないと思い、座所から立ち上がろうとした。すると釈尊は、右手を差し出して仏像

が立ち上がろうとするのを遮り、仏像は座り直した。釈尊は、パセーナディ王に問われ、

造像による果報について説き、昔仏像の一本の指を修復したボーディサッタが転輪聖王と

して再生し、その後一切智性を得たことについて説き始める。 

 【前世物語 1（仏像を修復した商人）】 

⑤ クラヴァッダクマーラという名の商人が、折れた仏像の一本の指を修復し供養し、覚者と

なることを願い、その結果、天界に再生した。 

 【前世物語 2（ヴァダングリ王）】 

⑥ その後、バーラーナシーの王の息子ヴァダングリ (Va(ha$guli) として生まれ、父の死後

法に基づき統治した。 

⑦ ヴァダングリ王の評判を聞きつけた閻浮提の百人の王が、ヴァダングリ王の王国を奪おう

と戦を仕掛けてきた。ヴァダングリ王が、その戦を受けて立とうとすると、大臣が王の代

わりに戦うと進言するが、王は一本の指で追払うと明言した。 

⑧ 敵軍の王は、ヴァダングリ王が応戦しに来たことを知り進み出たが、ヴァダングリ王の一

本の指により敵軍は乗り物から落ち、逃げ回った。敵軍は屈服し、ヴァダングリ王に仕え、

ヴァダングリ王は転輪聖王となった。 

⑨ ヴァダングリ王の行いを知った帝釈天が天界から下り、王に前世でなした善業を尋ねた。

ヴァダングリ王が、前世でなした善業を明らかにし、来世で覚者となるだろうと告げると、

それを聞いた帝釈天もヴァダングリ王は来世で覚者となるだろう、という授記を与え天界

に帰還した。 

 【釈尊による説法】 

⑩ 釈尊が造像の果報を説き、前世物語を現在時に結び付けた。 
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4.仏像起源伝説に言及するパーリ語蔵外仏典の比較 

以下、タイ版『ヴァッタングリ王物語』の源泉資料と展開を再考するため、スリランカ版『コ

ーサラ国仏像縁起譚』・タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』・タイ版『ヴァッタングリ王物語』・ビ

ルマ版『ヴァッタングリ王物語』の 4 話を形式・構成、仏像起源伝説、前世物語、造像の果報

について詳細に比較する。 

4.1.形式・構成の比較 

まず、4話のタイトルを見ると、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』とタイ版『コーサラ

国仏像縁起譚』は、同タイトル Kosalabimbava$$an#である12。スリランカ版『コーサラ国仏像縁

起譚』は、そのタイトルは -j#takaではなく、前世物語に言及しないにもかかわらず、第 1偈の

最初の部分をテキストの冒頭に据えるジャータカ形式を採っている。また、タイ版『コーサラ

国仏像縁起譚』では、前世物語を説くにもかかわらずジャータカ形式を採らず、帰依文から始

まる。一方、タイ版『ヴァッタングリ王物語』とビルマ版『ヴァッタングリ王物語』とは、双

方とも「パンニャーサ・ジャータカ」集に収められるが、Va!!a"gulir#jasuttava$$an# と

Va!!a"gulir#jaj#taka という異なるタイトルである13。タイ版『ヴァッタングリ王物語』では、経

典の冒頭の定型句 ‘eva" me suta"’ で始まり、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』は、そのタイ

トル通り J#taka a!!hakath#（以下 Jaと略す）に倣ったジャータカ形式である。 

スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』を除く 3 話では類似する前世物語が語られ、物語の

最後に現在時と前世物語との連結があり、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』が最も詳細に現

在時と前世物語との連結を説き、タイ版『ヴァッタングリ王物語』は非常に簡潔である。 

ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、前世物語の挿入される場面が異なる。タイ版の両

話では、パセーナディ王が仏像を造らせた後、釈尊によって前世物語が説かれるのに対し、ビ

ルマ版では、パセーナディ王が実際に仏像を造る前に釈尊によって前世物語が語られ、それを

聞いた後パセーナディ王が仏像を造る、という順序で語られ、物語の進め方が大きく異なって

いる。また、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、偈文自体が物語を構成していることが

多く、その偈文数も他の 3話と比較すると非常に多い。 

                                            
12 写本上のタイトルではタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』は、Kosallabimbava$$an#である。 
13 Sinlapabannakhan［2006: 287-304］などの出版物では、タイ版『ヴァッタングリ王物語』のタ

イトルは Va!!a"gulir#ja%j#takaとしている。 
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形式・構成比較表14

 S-Kbv T-Kbv T-Vrsv Zp-Vrj 

タイトル -va$$an# -va$$an# -suttava$$an# -j#taka 

冒頭 ジャータカ形式 帰依文 経典形式 ジャータカ形式 

前世物語 × ○ ○ ○ 

現世との連結 × ○ ○ ○ 

偈文数 26偈 80偈 22偈 203偈 

 

前世と現世との連結 

4.2.仏像起源伝説の比較

ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』だけは仏像起源伝説の間に前世物語が挿入されている点

が大きく異なるが、釈尊が仏像を造りたいというコーサラ国王の願いを許し、仏像を造るとい

う仏像起源伝説は似通った内容である。パーリ語仏典で説かれる仏像起源伝説では、漢訳仏典

のような昇三十三天為母説法へ言及していない。以下、仏像起源伝説（第①~④節）に絞って、

比較する。 

                                            
14 以下に示すの諸比較表において、○：言及有り、×：言及なし、*：共通偈あるいは類似偈、
を意味する。 

 T-Kbv T-Vrsv Zp-Vrj 

母 マハーマーヤー × マハーマーヤー 

父 スッドーダナ × スッドーダナ 

帝釈天 アヌルッダ × アヌルッダ 

王妃 ヤソーダラー × ヤソーダラー 

使者 × × アーナンダ 

閻浮提の王 仏の従者 仏の従者 仏の従者 

ヴァッタングリ 釈尊自身 釈尊自身 釈尊自身 
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第①節

4話とも同じ内容を伝えているが、その表現が一致している訳ではない。その例として、

釈尊に会えず落胆したパセーナディ王の言葉を挙げる。 

S-Kbv, p. 289: “aho vih!ra" suññam iva kh!yat&” 

「ああ精舎が空虚のように見えます」 

T-Kbv, p. 58: “sambuddhena vin! eta" suña" jetavana"” 

「正覚者のいないこの空虚なジェータヴァナよ」 

T-Vrsv, p. 29: “aho suñño jetavanan” 

「ああ空虚なジェータヴァナよ」 

Zp-Vrj, vol. 2, p. 414: “ida" hi bhonto Jetavana" Smm!sambuddhena ca vin! suññam eva hot&” 

「ああ尊者たちよ、このジェータヴァナは正等覚者がおらず空虚です」 

第②節

スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』は、造像の

果報に言及しているが、タイ版『ヴァッタングリ王物語』では、造像の果報を全く説かな

い。また、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、第②節が二分されており、前世物語

の後に造像の果報が説かれ、そこで語られる説法は 4 話の中で最も詳しい。また、スリラ

ンカ版の第④節では造像の果報は説かれず、第⑩節では造像と写経の果報が説かれている

ため、造像の果報にのみ言及するのは第②節だけである。 

また、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』第②節に現れる以下の偈文は、タイ版『コ

ーサラ国仏像縁起譚』では、その梗概の第④節、仏像を造り終えたパセーナディ王が仏像

を造ることによって得られる果報を問い、それに釈尊が答えるところに現れる。この偈文

は『ヴァッタングリ王物語』の両話には現れない。 

“karoti k!r!payati jinabimba" naro idha 

sele lepe pa#e ka##he mahanta" khuddakam pi v!” ti. 

「この世において人は、石で漆喰で布で木で15、大きいあるいは小さい勝

者の似姿（仏像）を造り、造らせます」 

第③節

スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』にのみ王宮とジェータヴァナの間の道を飾った

という言及がある。 

                                            
15 “sele lepe pa#e ka##he” で仏像の材料を表していると解釈したが、レリーフや仏画を描くことを
意味している可能性もあるだろう。 
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第④節

スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』以外の 3 話では、造像の果報が説かれる。スリ

ランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』では、造像の果報は説かれず、釈尊だけでなく帝釈天

たちも仏像を供養し、それによって、須弥山がお辞儀をするなど天変地異が起きる、とい

う描写がある。このような描写は他の 3 つのテキストには見られない。タイ版『コーサラ

国仏像縁起譚』とタイ版『ヴァッタングリ王物語』は、ほぼ同じ内容を伝えているが、タ

イ版『コーサラ国仏像縁起譚』は、偈文を多く用い、タイ版『ヴァッタングリ王物語』は

散文で表されている。ビルマ版では第④節で造像の果報が語られ、第⑩節へ続くため、第

④節と第⑩節が連続している。ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、苦みを伴わない

再生についてや天界で得る幸福についてというように、得られる果報が分けて詳細に説か

れている。 

仏像起源伝説比較表（第①~④節）

 

4.3.前世物語の比較

前世物語では、商人として生まれたボーディサッタが仏像の指を修復した前世（第⑤節）と

その後ヴァッタングリ王として生まれた前世（第⑥~⑨節）の 2 回の前世が語られている。こ

こまで見てきたテキストでは二度目の前世物語に重点が置かれているが、ビルマに伝わる「パ

ンニャーサ・ジャータカ」集には一度目の前世物語に重点を置いた物語が収められている。そ

れは、第 44 話 Va&&hana-j#taka（以下、訳号：『ヴァッダナ物語』、略号：Zp-V&j とする。）であ

 S-Kbv T-Kbv T-Vrsv Zp-Vrj 

①王が釈尊に会えず落胆 ○ ○ ○ ○ 
②造像の許可 ○ ○ ○ ○ 
造像の果報 ○* ○ × ○ 

③造像 ○ ○ ○ ○ 
道中を飾る ○ × × × 

④釈尊と仏像の対面 ○ ○ ○ ○ 
造像の果報 × ○* ○ ○ 
供養と天変地異 ○ × × × 
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る16。『ヴァッダナ物語』では、パセーナディ王が登場するものの先述した仏像起源伝説には言

及しない。また、ビルマ以外のタイやラオスなどで今までに調査されたどの「パンニャーサ・

ジャータカ」集にも『ヴァッダナ物語』は収められておらず、Va&&hanaj#takaというタイトルの

写本の報告もない。前世物語を説く 3 つのテキストにこの『ヴァッダナ物語』を加え、一度目

の前世物語（第⑤節）を比較する。まず、『ヴァッダナ物語』の梗概を見る。

 

4.3.1.『ヴァッダナ物語』の梗概

コーサラ国パセーナディ王が、釈尊のもとを訪れ、仏像を造ることの果報を問うと、釈尊

は誰であっても仏像を造る、あるいは、造らせれば、喩えようのない幸福を得るだろうと告

げ、前世物語を語り始める。 

アンガヴァティという名の都にヴァッダナという名の商人がいた。その商人は、大船を造

らせ、その船に商品や財を積ませ、従者と一緒にその船に乗り、商売をしに航海に出た。そ

して、ある島に着き、そこにある仏像堂に入り、仏像を供養すれば幸福を得るだろう、と考

えて、仏像を供養した。そして仏像の折れた指を見て、それを修復すればさらなる幸福を得

るだろう、と考えた。その商人は一人の従者に岸辺にある美しい土を取って来るよう頼み、

その従者は土を取って来て仏像の指を修復した。その仏像を見て、商人は大変喜び、一人の

女に供養のために布施し、仏像を供養するよう依頼した。さらにその商人は、幡を布施し、

これらの善業によって来世に覚者となることを願って帰路についた。そして、竜王と竜王の

従者が種々の宝を持って来て商人の船を満たした。さらに、マニメーカラーという名の天女

が大海原からその船を守り、船を宝で満たし、無事に都へ到着させた。そして、その商人は

船に乗った宝を家に運ばせ、さらに一体の仏像を造り、日々供養した。 

仏像を供養したことを知った帝釈天が天界から下り、商人の前に現れ、商人になぜ富を得

たのかを尋ねた。その商人は、自身のなした善業を答えた。それを聞いた帝釈天は、未来に

おいて覚者となるという授記を与え、天界に帰還した。その後、商人は命を全うし、天界に

再生した。 

釈尊はパセーナディ王に前世物語を語ると、王のために造像の果報と像供養の果報を説き、

前世物語と現在時を結びつけた。 

4.3.2 前世物語 1 の比較

第⑤節

商人として仏像の指を修復した前世物語 1 を比較すると、タイ版『ヴァッタングリ王物

                                            
16 Zp-V&j, pp. 525-534. 
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語』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』では商売に出た道中で雨に濡れて壊れた仏像の指

を見つけたことになっているが、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』と『ヴァッダナ物語』

では、雨に濡れたことによって壊れたという言及はなく、大船を造り、その船で商売に行

き、その道中、島の仏像堂で壊れた仏像を発見したことになっている。

さらに、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では仏像の指を修復する前に、「ボーディサ

ッタは、“今、私の積徳の機会である”と考えました」17という行がある。タイ版の両テキ

ストにはこの行はない。また、『ヴァッダナ物語』では、仏像を修復する前に仏像を供養し、

仏像を供養することに対して、“今、私の積徳の機会である”と考え、従者にも仏像を供養

させている18。そして、仏像を供養した後、さらなる積徳として仏像を修復している。ビル

マ版『ヴァッタングリ王物語』や『ヴァッダナ物語』では、ボーディサッタは仏像を修復

することや供養することは積徳業であることを知っていて善業をなしていることになる。

ビルマ版『ヴァッダナ物語』でのみ仏像の指を修復するための土を取りに行く使者が登

場している。また、『ヴァッダナ物語』では上衣の布などで作った幡で供養し、タイ版『ヴ

ァッタングリ王物語』では一枚の衣を着せて仏像を供養している。

ボーディサッタの誓願では、以下の表に示したようにタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』・

ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』・『ヴァッダナ物語』の 3話に類似する偈文を見出せる。

これらに対して、タイ版『ヴァッタングリ王物語』では散文で表されている。

第⑤節 類似偈

T-Kbv第 42 ~ 44偈 Zp-Vrj 第 3 ~ 5偈 ZP-V&j 第 4 ~ 6偈 
imin! pana me bhante 
puñakammenan!gate 
sabbasattuttamo buddho bhaveyya" 
atulo jino 

imin! me puññakammena bhante 
aha" sabbaññubuddho, 
jino ca atulo loke bhaviss!mi an!gate. 

imin! me puññakammena bhante 
aha" sabbaññu buddho, 
jino ca atulo loke bhaviss!mi 
an!gate. 

sa"saranto va sa"s!re bhaveyya" 
uttame kule 
balar)pagu'upeto puñav! 
pavaruttamo 

sa"s!re sa"saranto ’ha" balav! 
r)pasampanno, 
bhaviss!mi bhante sad! d&gh!yuko ca 
kaly!'o. 

sa"s!re sa"saranto ’ha" balav! 
r)pasampannno,  
dhanav! ñ!'asampanno bhaviss!mi 
bhante sad!. 

pacc!mitt!ri puna n!hosi mama 
samukkho 
sabbaverabhay!bhito labheyya" 
parama"  
sukha" an!gate k!le buddho 
bhaviss!m& ti. 

pacc!mitt! ca cor! ca m! hontu mama 
samukh!, 
sabbe ver! bhay!nak! m! hontu mama 
samukh! ti. 

pacc!mitt! ca cor! ca m! honti 
mama samukh!, 
sabbe(a)verabhay!t&to aha" bhante 
amhi sad! ti. 

誓願を終えた後『ヴァッダナ物語』以外の 3話では、死後天界に再生するが、『ヴァッダ

                                            
17 Zp-Vrj, p. 415, 14: bodhisatto cintesi id!ni me puñña" [k!tum] ok!so hoti. 
18 Zp-V&j, p. 526, 40 - p. 527, 1: cintesi id!ni me puññakamma" k!tum ok!sa##h!na" hoti. imasmi" 
buddhaghare mama parisena saddhi" vasanto aham imass’ eva buddhar)passa 
p)j!sakk!rapuññakamma" mama parise k!r!pess!m& ti. 
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ナ物語』のみ、竜王やマニメーカラーが船を財で満たし19、家に帰って仏像を造り、供養す

るという話になり、帝釈天が登場し授記を与えて物語が終わる。

第⑤節 比較表

T-Kbv T-Vrsv Zp-Vrj ZP-V&j 

商人名 Kulavaddhakum!ra Kulabhaddhakum!ra Bandham!'ava Va((hana 

都名 × Amaravat& A$guli A$gavati 

航海 × × ○ ○

仏像堂 × × ○ ○

壊れた原因 雨 雨 × ×

積徳の機会 × × 修復 供養・修復

使者（土） × × × ○

供養 × 一枚の衣 × 最上の幡

誓願 偈文* 散文 偈文* 偈文*

竜王 × × × ○

マニメーカラ × × × ○

 

4.3.3.前世物語 2 の比較

前世物語 1 で壊れた仏像の指を修復した商人がヴァッタングリ王として再生する前世物語 2

（第⑥~⑨節）を比較する。前世物語 2が説かれるのは、タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』・タ

イ版『ヴァッタングリ王物語』・ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』の 3話である。

第⑥節

この節では、3 話に大差はないが、王の名や王の名の由来となった出来事が異なってい

る。タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』では、象馬を遠くから見て、一本の指で数えただけ

で（mitamatte20）、象馬が倒れ込んだ、タイ版『ヴァッタングリ王物語』では、制し難い象

馬を一本の指で指し示しただけで（uddiccamattena21）、象馬が倒れ込んだ、としている。

また、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、王子が一本の指を挙げると（ukkhipanto）、

威光によって動かされ面前で立てなくなった童子たちをその場に留まらせた、としている。 

                                            
19 マニメーカラー（Ma'imekhal!）は、Jaの第 539話 Mah!janaka J!taka（Ja, vol. 6, p. 35）に登場
する海を守る天女である。 
20 “mita” は、min!ti（量る）の過去受動分詞。指差して数える仕草によって象馬を倒したと考え
られる。 
21 “uddicca” は、uddisati（指示する）の過去受動分詞と捉えたが、過去受動分詞の場合、一般的
には uddi##haと変化する。 



 29 

第⑥節 比較表

T-Kbv T-Vrsv Zp-Vrj 

父王の名 × × A$ga 

王の名 Va(ha$guli Vatta$guli22 Va##a$guli 

王名の由来 一本の指で数えたたけ

で、象馬が倒れた 

一本の指で指し示した

だけで象馬が倒れた 

一本の指を挙げ、童子

たちを制した 

 

第⑦節

タイ版『ヴァッタングリ王物語』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』では、ヴァッタン

グリ王の評判を聞きつけた百人の王がヴァッタングリ王に戦を仕掛けている。一方、ビル

マ版『ヴァッタングリ王』でのみヴァッタングリ王が閻浮提百人の王に娘等を献上するよ

う使者を送り、それに激怒した百人の王が宣戦布告し、両者が相対することとなる。 

第⑧節

タイ版『ヴァッタングリ王物語』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』では、ほぼ同じ内

容を伝えており、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』よりもヴァッタングリ王の出城の様

子や敵軍の王と対峙する場面が細かく描写されている。ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』

では、この節すべてが偈文で表されている。以下に示すようにタイ版『ヴァッタングリ王

物語』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』とに類似する 2偈がある。 

第⑧節 類似偈

                                            
22 T-Vrsvでは「ヴァッタングリ」の綴りが、 “Vata$guli” ・ “Va##a$guli” など一定しない。 

T-Kbv 第 56・57偈 T-Vrsv 第 1・2偈 

hatthi ass! rath! pati sen!ya catura$gi'& 

samant! pariv!renti nagara" honti siriy! jala"  

hatt& ass! rath! pati sen!ya catura$gin& 

samanta" pariv!renti sobhanti suriyo jana" 

kasses! mahatisen! pi##hito anupatiko 

vividh! aparim!'! s!garasseva ummiyo  

kassa ca sen! pahati pi##hito anupi##hiy! 

vividh! aparim!n! s!garasseva ummiyo 
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第⑨節

帝釈天とヴァッタングリ王の対話の場面である第⑨節は、タイ版『コーサラ国仏像縁起

譚』とタイ版『ヴァッタングリ王物語』とが近似している。以下に示すように、類似する

13 偈を見出せる。また、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、内容はタイ版の両話

と変わらないにもかかわらず、帝釈天とヴァッタングリ王との対話が 40 偈も続き冗長で

ある。 

タイ版の両話では、帝釈天が授記を与えると天界へ帰るが、ビルマ版『ヴァッタングリ

王物語』では、帝釈天が授記を与え、ヴァッタングリ王自身が造像の功徳を語る場面があ

る。そしてこの後、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、現在時の物語に戻り、釈尊

が造像の功徳を説き、パセーナディ王が造像する、というように物語が進行する。 
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第⑨節 類似偈

T-Kbv第 59 ~ 71偈 T-Vrsv第 3 ~ 15偈 

pucc!mi ta" mah!r!ja ki" puña" pakata" tay! 

pubbe pi yena puñena laddho te vijjayo aya"  

pucc!mi ta" mah!r!ja ki" puñña" pakata" tay! 

pubbe pi y!tva" puññena laddho te vijayo ayan 

b!'ijoha" pure !si" n!ma kulava(hano  

 

b!'ijoha" pure !si" n!mako kulavaddhano 

gacch!mi tena saddhi" so dhanena d!ya" esati. 

chinna" ek!$guli" disv! buddhar)pa" tad! vane  

 

chinnam ek!guli" disv! buddhar)passa t!vad eva 

tutthacitto !si" na ussah!mi cetas! 

madditv! mattika" suddha" r)pa" pass!$guli" kare 

tena puñ!nubh!vena laddho me vijjayo aya"  

maddhitv! mattik!suddha" guliy! a$gul& kare 

tena puññ!nubh!vena laddho me vijayo aya" 

silo pi samukho gantv! ma" du##h!ya sucito 

may!pek!$guliyeva pattanti puñatejas!  

sihosi samukh! gantv! mama dukkh!ya gh!#aka" 

may! cek!gul& yeva pakas!te puññatejas! 

mah!gajjendasahass!ni sayodh!rohan!ni ca  

rathas!yahi !gantv! suvit!nipattanti te  

mah!gajjendasahass!ni sayodh! v!han!ni ca 

samukh!ni ca me gantv! sucitt!ni pattanti ce 

pacchato pi mah!ku#o mama sattanam!sayo 

t!pena suvito eso tasm! bh)mi tebalo  

pabbato pi mah!kuto sattasabbenam !layy! 

kodena lacitto ve'e bhasmabhuto ci kebalo 

ya" dhana" a$gulisuciparibhoge na khiyate 

mah!teje na nassanti pañcas!dh!ra'! ime  

jayanañ ca gul&m! la##haparibhoge na lakkhaye 

d!nañ ca vin!seti pañcas!dh!ra'! ime 

an!te pi buddhatta" samijjhissa" surapati 

mayha" pi puñatejena bhavissa" lokan!yako  

an!gate ca sambuddha" sambujjhiss!mi kosiya 

mayha" pi puññatejena bhavissa lokan!yako 

bhonto buddhap)j!n!ma 

appak! pi saddh!yakat! 

mahapphal! honti mah!nisa"s!  

bhonto buddhap)j!ya hi n!ma  

appak!pi buddhassa kat! 

mahapphala" honti mah!nisa"san 

sakkoham asmi devindo !gatosmi tava santike 

an!gate pi buddhatta" p!pu'issasi bh)pati  

sakkoham asmi devindo !gatosmi tava santike 

an!gate pi sambuddho p!pu'issasi bh)pati 

nisinno bodhim)lasmi" m!rayodh!vidha"sana" 

 

kilesakhandham!re ca maccum!ra" asesato  

nisinno bodhim)lasmi" m!rañ ceva vidha"sana" 

cakkav!*apariyanta" nikkhila" so par!jayi 

kilesakkhandham!ro maccum!ra" asesato 

・・・dvati"saniriye suñe karonto sagga" purayi 

dhamm!matañ ca p!yetv! arahattamagga" p!pu'&ti  

dvatti"sanarak! suñño karosi sagga" purayi  

dhamm! pacc!ropetv! amattasagge ca p!pu'& 
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4.4.造像の果報の比較

釈尊による造像の果報についての説法は、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』では第②

節で、さらに第⑩節では造像と三蔵筆写の果報が説かれ、タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』で

は第②・④・⑩節で説かれ、タイ版『ヴァッタングリ王物語』では第④節と第⑩節とに造像の

果報が説かれ、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、第②-2・④・⑩節で説かれている。最

も簡潔に説かれているのはタイ版『ヴァッタングリ王物語』である。タイ版『ヴァッタングリ

王物語』の第 21 偈において、造像させれば写経の果報と等しい果報が得られると説いており、

スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』第⑩節の影響の可能性もある。 

また、タイ版の両話にのみ弥勒に見えることや帝釈天となることが果報として挙げられてい

る23。造像の果報が釈尊によって説かれた後、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』とタイ版『コ

ーサラ国仏像縁起譚』では、造像の功徳を語ることができるのは釈尊以外にいない、と釈尊が

語り、さらにビルマ版『ヴァッタングリ王物語』では、造像の果報を聞いたパセーナディ王が、

誓願をなしている。 

仏像起源伝説第②節の比較で見たようにスリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』第②節とタ

イ版『コーサラ国仏像縁起譚』第④節とに共通偈が現れ、第⑩節では以下に示すようにタイ版

両話に類似する 3偈がある。 

第⑩節 類似偈

 

                                            
23 造像の果報については、本論文第 2章において詳説。 

T-Kbv第 72 ~ 75偈 T-Vrsv第 16 ~ 18偈 

sattakkhatuñ ca devindo devarajja" ak!rayi 

as&tiñ ca sattakkhatu" cakkavattisiri" labhe padesarajja" 

vipulla" ga'an!to asa"kheyya"  

bhogena onat!natthi patim!kara'aphala"  

sattakkhattu" ca devindo devarajjam ak!rayi 

as&ti ca sattakkhattu" cakkavatti sirivaro 

padesarajja" vipula" ga'an!to asa"kheyyo 

ya" ya" a$gulivikalla" buddhar)passa sa'(ape 

omatomattik!yeva phalan tissa acintayya" 

p!dahattha" pi ce bha$ga"  

ya" ya" agañ ca vikalla" buddhar)pasa" laddhare  

mattimattik!yeva phalan tassa acinteyye 

p&tiy! yo ca sa'(ape phalan ta" vipulan tassa  

cira" upajji tejas!  

p&tiy! yo pi sandhare phalan ta" vipullan  

tassa ciri uppatimo sad! 
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5.小結 

仏像起源伝説に言及するパーリ語蔵外仏典を比較すると、タイ版『ヴァッタングリ王物語』

とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』の両話に複数の類似偈を見出すことができ、近似している

のは明らかである。この両話を見ると、タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』はタイ版『ヴァッタ

ングリ王物語』よりも詳細に描写され、物語も長いため、タイに伝わる「パンニャーサ・ジャ

ータカ」集から『ヴァッタングリ王物語』を取り出し、加筆増広し、タイ版『コーサラ国仏像

縁起譚』が成立したとも考えられる。しかし、造像の果報の説き方を見ると、タイ版『ヴァッ

タングリ王物語』は、ジャータカ集の一話にするためにタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』から

冗長な偈文などを省き、物語の重要な要素を保持した簡潔な物語に整えたと見ることもできる。

なぜジャータカ形式に整え、Va!!a"gulir#jaj#takaというタイトルで集成に加えなかったのか、と

いう疑問は残るが、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』とタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』

が同タイトルで、共通偈が見出せるため、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』との関連を

考えた場合にもタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』からタイ版『ヴァッタングリ王物語』が成立

したと考える方が蓋然性が高いであろう。さしあたって、ここではコーサラ国パセーナディ王

が釈尊を思慕して仏像を制作したというスリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』を源泉資料と

し、「商人」と「王」を前世とする前世物語が加筆されたタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』が成

立し、さらに集成に収める為に編集されたのがタイ版『ヴァッタングリ王物語』であると結論

づけておくこととする。

ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』と他の文献との関連については、Jaini［1983: xxxii-xxxiii］

が指摘しているように文学的源泉を共有していると考えられるが、スリランカ版『コーサラ国

仏像縁起譚』とは共通偈など直接的な関連を見出すことはできない。ビルマ版『ヴァッタング

リ王物語』のタイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集の対応話がタイ版『ヴァッタング

リ王物語』であるが、タイ版の両話とビルマ版『ヴァッタングリ王物語』とを比較すると、異

なるエピソードを伝えるところも多く、かなりの改変や加筆がなされ、物語の構成も整えられ

ている。「パンニャーサ・ジャータカ」集所収のタイ版『ヴァッタングリ王物語』よりもむしろ

タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』の方にビルマ版『ヴァッタングリ王物語』との類似する 3 偈

を見つけられ、釈尊以外に造像の功徳を語れる者はいない、という類似した言及もある。従っ

て、タイ版『ヴァッタングリ王物語』からビルマ版『ヴァッタングリ王物語』へ展開したので

はなく、タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』、あるいは、そこから展開したあるヴァージョンを源

泉としてタイ版『ヴァッタングリ王物語』とビルマ版『ヴァッタングリ王物語』が別々に成立

したと考えられる。 

タイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集は集成であるにもかかわらず、タイ版『ヴァ

ッタングリ王物語』のようにジャータカ形式を採らない物語が含まれていたり、全体として統
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一性に欠けている。それに対して、ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集はパーリ

三蔵小部経典中のジャータカに倣ったジャータカ形式で、その名の通り 50話の集成である。ビ

ルマ版『ヴァッタングリ王物語』と『ヴァッダナ物語』とに着目すると、釈尊の前世を「王」

にするために『ヴァッダナ物語』にヴァッタングリ王として再生する前世物語が加筆された、

あるいは、ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』から一度目の前世物語を抽出し、物語の後半部

分を加筆したとも考えられる。タイやラオスなどに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集に

『ヴァッダナ物語』に匹敵する物語が収められておらず、『ヴァッダナ物語』のような仏像の指

を修復する物語を説く単独写本の報告もなく、ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」

集が唯一 50話の集成であることから、『ヴァッダナ物語』は 50話の集成にするためにビルマで

作り出された物語である可能性が高い。東南アジアに伝わる諸「パンニャーサ・ジャータカ」

集は、それぞれの集成によって所収の物語や順序が異なり、その成立は未だ明らかにされてい

ない。タイ版『ヴァッタングリ王物語』と近似した単独写本タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』

が伝承されていたことが明らかとなり、タイ版『ヴァッタングリ王物語』は集成を作るために

新たに作られた物語ではなく、単独話として伝承されていた物語が改変されて、集成中の一話

となったと言える。従って、「パンニャーサ・ジャータカ」集研究にも、その他蔵外仏典の研究

の進展が必須であることを意味している。

仏像起源伝説は、漢訳仏典にのみ説かれる物語とされてきたが、Gombrich[1978]の研究以降、

南方上座部仏教の蔵外仏典に仏像起源伝説が伝わっていることが明らかとなった。Jaini［2001: 

335］は、東南アジアでも非常によく知られている昇三十三天為母説法の伝説を欠いていること

から、『ヴァッタングリ王物語』が『高僧法顕伝』に依存しない源泉をもつ可能性があると指摘

している。漢訳仏典の伝承を受けて作られた伝説であれば、漢訳仏典で多数派のウデーナ王に

帰する伝説であったであろう。しかし、パーリ語蔵外仏典では、仏像の起源をパセーナディ王

に帰している。この点からも、漢訳仏典から直接影響を受けて書かれたパーリ語仏典ではない

と考えられる。また、Jaini［1983: xxxii-xxxiii］が、失われた共通する文学的源泉を持つのかも

しれない、と指摘していたが、それを証明する明確な証拠はなかった。本論文で新たにタイ版

『コーサラ国仏像縁起譚』を提示したことにより、スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』を

源泉資料とし、前世物語を加筆したタイ版『コーサラ国仏像縁起譚』があり、それを集成に収

めるために編集され、タイ版・ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』へとそれぞれ展開したとい

う見解が導かれたのである。 
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第 2章 
造像と像供養の功徳 

 
仏像起源伝説に言及するスリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』・タイ版『コーサラ国仏像縁

起譚』・タイ版『ヴァッタングリ王物語』・ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』の 4話に説かれ

る仏像を造ることの功徳を概観し、新たなパーリ語蔵外仏典 Moggall!nabimbapañh!sutta（訳号：

『目連尊者の問い』、略号：Mogg-bps）を加え、パーリ語蔵外仏典に説かれる造像と像供養の功

徳を比較検討する。 

 

1.仏像起源伝説を説くパーリ語仏典の造像の功徳

1.1.スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』

第②節において造像の功徳、第⑩節において造像と三蔵筆写の功徳が説かれる。 

第②節 

木製でも石製でも象牙製でも粘土製でも銀製でも青銅製でも赤銅製でも錫製でも砂製でも

大きくても小さくても仏像を造れば、計り知れないほどの功徳である 

第⑩節 

・地獄・餓鬼・阿修羅・畜生・辺境に再生せず、覚者や転輪聖王らの生まれる閻浮提に再

生する（第 7 ~ 13偈） 

・男に生まれ、五体満足で無病である（第 14 ~ 16偈） 

・身体は黄金の塊の様で太陽のような威光を放つ（第 17偈） 

・高貴な家柄に再生し、財や土地や家族などに恵まれる（第 18 ~ 23偈） 

・天と人の幸福を得る（第 24偈） 

・有慧者となる（第 25偈） 

・3種の悟りを得る（第 26偈） 

 

1.2.タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』

第②・④・⑩節で造像の功徳が説かれる。 

第②節 

・黄金製でも彩色製でも高くても低くても計り知れない偉大な果報を得る 

第④節 

・ 粘土製でも木製でも石製でも赤銅製でも錫製でも銀製でも象牙製でも仏像を造る、ある

いは、仏像を修復すれば、その功徳は無量である（第 7 ~ 19偈） 

・ 五体満足である（第 21偈） 
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・ 偉大な神通力、威力を有し勇猛である（第 22偈） 

・権力のある家柄に再生し、名声のある有慧者である（第 23偈） 

・宿命通を備える善人である（第 24偈） 

・人々に敬われ、天に於いても天女たちに囲まれる（第 25・26偈） 

・容姿端麗である（第 27偈） 

・無病である（第 28 ~ 35偈） 

・人間界の幸福を享受し、天界に再生し、天界の幸福を享受する（第 36 ~ 41偈） 

第⑩節 

・ 天界の王として 7度統治、80回 100回転輪聖王となる（第 72・73偈） 

・ 仏像を修復しても広大な威光が生じる 

・仏像を造らせても太陽のような威光を持つ（第 76偈） 

・涅槃へ至る（第 77偈） 

・弥勒仏に会う（第 78偈） 

 

1.3.タイ版『ヴァッタングリ王物語』

第④・⑩節で造像の功徳が説かれる。 

第④節 

・粘土製でも、石製でも、真鍮製でも、赤銅製でも、木製でも、錫製でも、宝製でも、銀

製でも、金製でも、牙製でも、角製でも、線刻製でも、何製であっても偉大な功徳を得る 

第⑩節 

・天界の王として 7度統治し、80回 100回転輪聖王となる（第 16偈） 

・ 仏像を修復しても思議も及ばないほどの果報である（第 17偈） 

・ 長寿である（第 18偈） 

・太陽のような威光を持つ（第 19偈） 

・地獄や畜生に再生しない（第 20偈） 

・写経と等しい果報を得て、覚者となる（第 21偈） 

・ 弥勒の側に再生する（第 22偈） 

1.4.ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』 

第②-2・④・⑩節で造像の功徳が説かれる。 

第②-2節 

・太陽のような威光を持つ（第 115偈） 

・ 悪趣に再生せず天界や人間界に再生する（第 116偈） 
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・ 幸福に再生し、親族に供養される（第 117偈） 

・ 涅槃の幸福を得る（第 118・119偈） 

・ 土製でも黄金製などでも、大きくても小さくても造像の果報は無量である（第 121 ~ 128

偈） 

第④節 

・最上智を得る（第 138偈） 

・長寿で容姿端麗である（第 139偈） 

・有慧者で、太陽のような威光を持つ（第 140偈） 

・星の間の月のように親族の間で輝く（第 141偈） 

第⑩節 

・地獄・餓鬼・畜生・阿修羅・辺境に再生しない（第 142 ~ 147偈） 

・五体満足で無病である（第 148・149偈） 

・殺害されない（第 150偈） 

・王家かバラモン家に生まれる（第 151偈） 

・土地や財や親族に恵まれ、敬われる（第 156偈） 

・人間界の幸福を享受し、天界へ再生し天界の幸福を得る（第 161 ~ 168偈） 

・ 梵天界に再生する（第 169・170偈） 

・ 梵天界から死んで人間界へ再生し、人間界と天界を輪廻する（第 171・172偈） 

・一切智を得て独覚となり、涅槃に至る（第 173・174偈） 

・天界あるいは人間界に再生する（第 178偈） 

・常に幸福を得る（第 179偈） 

・財や智慧を有し容姿端麗である（第 180 ~ 183偈） 

・奴隷や家族に恵まれ、長寿である（第 184・185偈） 

・恐怖を超越する（第 186偈） 

・ 高貴な家柄に再生する（第 187偈） 

・ 美しく愛される（第 188偈） 

以上、仏像起源伝説に言及する 4話のパーリ語蔵外仏典では、いかなる材料の仏像であって

も、いかなる大きさの仏像であっても、造像すれば、計り知れないほど偉大な功徳を得ると説

く。4話に共通する造像の功徳として、生天、無病、繁栄、涅槃などが説かれる。タイ版の両話

にのみ仏像の修復にも功徳があるということ、造像の功徳として弥勒仏に見えることが説かれ

ている。 
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2.『目連尊者の問い』 

『目連尊者の問い』について、Skilling & Santi Pakadeekam［2002: 146］では、  “2.179. 

Moggall!na-Bimba-Pañh!” の項目に CMPLS Laos 79. ivと記されているが、CMPLS Laos 79. iv

（Cœdès［1966: 94-95］）には、Mah!moggall!naparinibb!navatthuと記され、カタログに記される

冒頭のパーリ文も Moggall!nabimbapañh!sutta（『目連尊者の問い』）の冒頭とは異なり、タイ国

立図書館所蔵 Moggall!nanibb!na 写本と同様であるため、本論文で言及する『目連尊者の問い』

とは異なるテキストと考えられる。以下に『目連尊者の問い』の梗概を記す1。 

 

2.1.『目連尊者の問い』の梗概

釈尊が造像の功徳を示して以下の物語を語る。 

過去仏であるヴィパッシン仏は、誰であっても、黄金製でも、銀製でも、赤銅・青銅製でも、

錫製でも、石製でも、木製でも、法を聴いて造像すれば王の幸福を得る、と造像の功徳を示し

た。ヴィパッシン仏の涅槃の時、ある貧しい夫婦は、「前世での行いにより貧者となり、現世に

おいても善業をなしておらず、来世でさらなる苦しみを受けであろう」と考え、仏像を造り、

誓願をなし、彼らは死後人間界や天界に再生した。 

目連尊者は天界を遊行し、前世で造像したことにより天界に再生した天人の宮殿に至った。

目連尊者はその天人に素晴らしい再生を得た理由を尋ねた。天人は仏像を造り、供養した結果、

この素晴らしい宮殿に再生したと答えた。 

目連尊者は釈尊のもとに戻り、釈尊に造像の功徳を尋ねた。釈尊は、土製の像を造れば長者

となり、錫製の像を造れば婆羅門となり、木製の像を造れば最勝王となり、石製の像を造れば

最上の願望を有する神々となり、青銅製の像を造れば帝釈天となり、銀製の像を造れば夜魔天

の神々となり、摩尼製の像を造れば兜率天の神々となり、線刻の像を造れば梵天となり、黄金

製の仏像を造れば一切智者となる、と造像の功徳を説いた。さらに、自分の為に造像すれば 1

万コーティの果報を得、像を財とすれば 7 千コーティの果報を得、造像させれば 3 千コーティ

の果報を得、像を喜べば 1千コーティの果報を得る、と説いた。 

目連尊者が像供養の功徳を尋ねると、釈尊は、仏像の材料毎に像供養の功徳を以下のように

説いた。 

土製 あらゆる欲を満たし、重閣・象の群れを有し、幸福を享受し、妻子・金銀・財を

得る 

錫製  信仰心ある者となり、7百人の奴隷・奴婢・装飾した女、7百頭の象・馬・車・牛・

水牛・牝牛というたくさんの富を得る 

                                            
1 テキスト及び全訳は、本論文第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 89-117を参照されたい。 
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木製  知恵を有する閻浮提の王となり、9 千頭の象・馬・車・婦人・奴婢・奴僕が王国

を取り囲み、金銀で満ちた摩尼製の蔵・数千の車庫を得る 

石製 あらゆる欲を満たし、天人に供養され、1万年の寿命を得る 

摩尼製 兜率天に再生し、瑠璃製の宮殿で 25ヨージャナを天女で満たし、人間界に弥勒と

ともに再生する 

線刻  幸福を得て、25 ヨージャナの黄金製の宮殿が高貴な女で満たされ、弥勒がおり、

一切智を得る 

黄金製 天の食物・飲物・衣を享受して三十三天で数千年の寿命を全うし、王家か婆羅門

家に五体満足な恵まれた身体に生まれ、布施波羅蜜をなし一切智性を得て、苦を

超越してあらゆる罪が消滅し、来世で弥勒に見え、苦を経験しない 

2.2.『目連尊者の問い』とその他パーリ語蔵外仏典との比較

『目連尊者の問い』では、パセーナディ王の仏像起源伝説には言及せず、過去仏であるヴィ

パッシン仏によって造像が善業であると説かれたというエピソードに言及し、さらに釈尊によ

り造像の功徳だけでなく像供養の功徳も説かれている。仏像起源伝説を説く先述の 4 話では、

いかなる材料で仏像を造っても得られる功徳が異なるとは説かれていないが、『目連尊者の問い』

では、何製の像を造るのかによって異なる功徳を得、何製の仏像を供養するのかによって異な

る功徳を得る、と説かれている。先述した仏像起源伝説に言及する 4 話とは異なり、ここに説

かれる造像の功徳はすべて「○○になる」という功徳が説かれている。仏像起源伝説に言及す

る 4話に説かれるような繁栄や長寿などの功徳は、『目連尊者の問い』では像供養の功徳として

説かれる。錫製と木製の像供養の功徳に着目すると、錫製では 7百人の奴隷などを得るとされ、

木製では 9 千人の奴隷などを得るとされることから、明らかに仏像の材料によって得られる果

報に高低があると考えられる。さらに、『目連尊者の問い』では、自分のために造像することが

最も優れ、像を財とすること、造像させること、像を喜ぶことという順で得られる果報が減少

するとも説かれ、より体系化された造像や像供養の功徳が説かれている。タイ版『ヴァッタン

グリ王物語』・タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』では、造像の功徳として弥勒に見えるなど弥勒

に言及しているが、『目連尊者の問い』においても摩尼製・線刻・黄金製の像供養の功徳として、

弥勒に言及しており、コム文字で伝えられている 3 話のパーリ語蔵外仏典において弥勒が言及

されていることになる。 
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3.小結

タイ国立図書館所蔵『目連尊者の問い』と類似する蔵外仏典と考えられる写本の報告は、現

段階ではない。しかしながら、Moggall!nabimbapañh!sutta に類しないタイトルで伝承されてい

るとも考えられ、スリランカやビルマにも伝承されている可能性も否定できず、どの領域に、

どれほど流布した仏典であるのか明らかではない。さらに、『目連尊者の物語』は、ヴィパッシ

ン仏による造像の許可、目連尊者と天人との造像に関する問答、目連尊者と釈尊との造像の功

徳と像供養に関する問答、仏像の材料によって異なる造像や像供養の功徳、という要素によっ

て物語が構成されているが、これらの物語の構成要素に関連する他の文献にも未だ至ることが

できていない。目連尊者が天界を巡り天人とそこに再生した善業を問答をするということは、

小部経典中『天宮事経』（Vim!navatthu）にも説かれる。しかし、『天宮事経』では当然造像の功

徳は説かれない。造像を主題とする仏典であるためその源泉は三蔵に求めることはできず、関

連文献が伝承されているとすれば、それは蔵外仏典である。南伝上座部仏教国に伝わる蔵外仏

典研究が進展すれば、『目連尊者の問い』の物語の構成要素を共有する他の蔵外仏典も明らかと

なるであろう。『目連尊者の問い』の源泉資料とその展開は今後の研究課題の一つである。 

コム文字で伝わる 3 つの仏典には「弥勒の側に再生する」や「弥勒仏に会う」などの弥勒崇

拝が認められる。弥勒崇拝と仏像崇拝とに特に関連があるのか、弥勒崇拝がタイに伝わる仏典

全般にみられる特徴であるのか、現段階では判断し難い。また、仏像の材料によって造像・像

供養の功徳が異なるという『目連尊者の問い』の教えは、類例のない言及であり、希少な仏典

であることは確かである。造像と像供養を促すために著されたと考えられるが、より望ましい

仏像の材料を明示した意図は何であったのだろうか。『目連尊者の問い』は、開眼供養などの儀

礼において読誦されたのだろうか。『目連尊者の問い』は研究の待たれる興味深い仏典である。 
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第 3章  
地獄からの救済者マーライ尊者と目連尊者  

―『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料とその展開―  

タイには、「プラ・マーライ」（พระมาลัย, phra malai）とよばれる蔵外の仏教説話が様々なヴァ

ージョンで伝承され、親しまれている。「プラ・マーライ」は、地獄や天界を遍歴することので

きるマーライという名の尊者が、天界で弥勒菩薩に会い、弥勒菩薩の伝言を人間界の人々へ語

る、という物語である。Ba Shin［1960］によれば、タイの「プラ・マーライ」は、ミャンマー

では、M!lañという名で知られ、1201年の碑文に「M!lañの物語を聞き、その後ヴェッサンタラ・

ジャータカを聞いた」と記され、20 世紀初頭のミャンマーでは、M!lañ の物語に続いて『ヴェ

ッサンタラ・ジャータカ』を説く儀礼がなされていた。また、Roveda & Yem［2010: 44-47］で

は、三十三天で帝釈天と対話する Preah Malai（マーライ尊者）の姿を描いたカンボジアの絵巻

物が報告されている。このようにタイで「プラ・マーライ」とよばれる物語は、他の東南アジ

アの上座部仏教国にも伝承されている。 

本章では、中部タイに伝わる「プラ・マーライ」文献を考察対象とし、諸「プラ・マーライ」

文献の一つ『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料を再考し、諸「プラ・マーライ」文献

の地獄からの救済の記述により、『マーレッヤデーヴァ長老物語』の展開を明らかにする。 

 

1.「プラ・マーライ」文献群について  

Brereton［1995: 15-23］によれば、「プラ・マーライ」に関するテキストは、主題や儀礼コンテ

キストなどの点で 2つのタイプに大別される。以下、Brereton［1995: 15-23］に従い、諸「プラ・

マーライ」文献について概観する。 

 

1.1.タイプ 1

 布施とその果報に関する記述が中心で、わずかに地獄へ言及し、物語性に欠けたテキストであ

る。後述する④以外のテキストは、第 1 部は天界での天人との遭遇、第 2 部は弥勒の到来とい

う 2部構成をとる。このグループに属するのは以下のテキストである。 

 

   ①ランナータイ語の Malai Ton-Malai Plai  

   ②イサーンあるいはラオ語の Malai Muen-Malai Saen 

   ③パーリ語の M!leyyadevattheravatthu 

   ④タイ語の Phra Malai Kham Luang  
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① Malai Ton-Malai Plai 

タム文字を使用し、偈文形式でパーリ文に続いてランナータイ語の相当文を据えるという二重

の言語で書写されている。北タイの寺院では、このテキストの数百の貝葉写本を所蔵しており、

現存する最古の写本は、1516年に当たる年代の記された貝葉写本である。 

② Malai Muen-Mala Saen 

内容や構成、儀式で使用された点で、北タイの Malai Ton-Malai Plaiの東北版と言える。タム

文字の変形文字を用い、東北タイの方言あるいはラオ語で書かれ、貝葉写本は東北部全域の寺

院に収められている。上述した北部のもの①とこのテキストは、『ヴェッサンタラ・ジャータ

カ』（Vessantara J!taka）を朗詠する祭り「テートマハーチャート（เทศน์มหาชาติ）」の際に読
まれた1。テキストの中で、弥勒が仏としてこの世にいる時代に再生したいと願う人々は、一

晩で一通り『ヴェッサンタラ・ジャータカ』を聴聞すべきであると弥勒がマーライ尊者に訓戒

しているため、北部と東北部では、「プラ・マーライ」物語の朗誦は、『ヴェッサンタラ・ジャ

ータカ』を説く際の序文と考えられていたようである。 

③ M!leyyadevattheravatthu（以下、訳号：『マーレッヤデーヴァ長老物語』、略号：Mth-vとする） 

コム文字で書かれたパーリ語の「プラ・マーライ」文献である。この写本は、バンコクにある

タイ国立図書館に所蔵されているにもかかわらず、目録には載せられておらず、年代の記され

た写本もないとされている2。最古と考えられる写本の能書スタイルから、16 世紀ごろのもの

と推定され、その奥付にはバンコクの南 PhetburiにあるWat Chi-sa-inにおいて書写されたと記

されている。 

④ Phra Malai Kham Luang（以下、訳号『プラ・マーライ・カム・ルアン』、略号：PM-KhL） 

 欽定版「プラ・マーライ」とされ、パーリ語やサンスクリットを原語とするタイ語を多用して

書かれている。1737 年と記された奥付のある写本が知られている3。このテキストは、③『マ

ーレッヤデーヴァ長老物語』を頭韻法などの技法によって装飾し、さらに拡張したものである。

また、このテキストは、アユタヤ時代後期のタイの代表的な詩人の一人である Thammathibet

王子に帰せられる文学作品であるが、これまでにこのテキストが儀礼において朗誦された形跡

はない。 

 

                                            
1 Vessantara J!takaを説く祭りの時期は地方によって異なっている。北タイでは、10月から 11
月の満月に当たる 12番目の太陰月の間に開かれる。東北タイでは、収穫の後や暑い季節（2月
から 4月）の始めに開かれる。この祭りは、中部や南部でも催されるが、Vessantara J!takaの前
に「プラ・マーライ」のテキストが読まれるのは、北部と東北部だけである。 
2 タイ国立図書館の目録（The Vajirañ!"a Library［1921: 30］）では、 “M!leyyas#tra P!li” という
タイトルでリストアップしている。 
3 宮本［2004: 14］は、『プラ・マーライ・カム・ルアン』は 1738年の著作である、としている。 
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1.2.タイプ 2

先述したタイプ 1とは対照的に、マーライ尊者の地獄遍歴や悪業とその結果に関する記述が、

布施とその果報に関する記述と同等の重要な主題となっている。生々しく身の毛のよだつよう

な地獄の描写と善悪に関する記述が、このタイプ 2を特徴づけている。タイプ 2のテキストは、

改心し、過ちを犯させないように、悪業の結果や地獄の有様を強調している。このタイプ 2 の

テキストは、説教や葬儀などの儀礼に使用されている。タイプ 2 に属するのは以下のテキスト

である。 

 

① パーリ語の M!leyyadevattheravatthud"pan"#"k!4 

② タイ語の Dika Malai Thewa Sut 

③ タイ語の Phra Malai Sam Thammat 

④ タイ語の Phra Malai Klon Suat 

⑤ ランナータイ語の Malai Prot Lok（北タイ） 

⑥ 現代小説の Phra Malai Phu Poet Narok-Sawan 

 

① M!leyyadevattheravatthud"pan"#"k!（以下、訳号：『マーレッヤデーヴァ長老物語註』、略号：

Mth-v-#とする） 

タイプ 1の③Mth-vの註釈書である。バンコクのタイ国立図書館は、このテキストの 12本の

貝葉を所蔵しており、そのうちの 1本は Phra Phutthawilatという名の僧によって書かれたこ

とを示す奥付を有している5。 

② Dika Malai Thewa Sut 

Mi Chuthongによるタイプ 2の①『マーレッヤデーヴァ長老物語註』のタイ語訳である。初

版は 1954年で、最近では 1972年に出版された6。 

                                            
4 Brereton［1995: 18-19］では、M!leyyavatthudipani-tikaというタイトルで言及されているが、本
論文では M!leyyadevattheravatthud"pan"#"k!に統一する。 
5『マーレッヤデーヴァ長老物語註』第 2部の終わりに「以上、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』
第 2部は、教えの中に確立するために Buddhavil!s!vhayaによって 3年かけて書き終えられた」
とあり、ここで、Phra Phutthawilat とされるのは、この Buddhavil!s!vhayaと考えられる。また、
Brereton［1995］は、このテキストに関する綿密な研究はなされていない、としているが、その
後バンコクのマハーチュラロンコン大学の修士論文として Phannava［2006］が提出されている。
さらに本論文において筆者による初ローマ字校訂テキストと全訳を提示する。 
6 Mi Chuthong［1973］は、仏暦 2516年の出版であるが、Brereton［1995: 19］は 1972年に再版
されたとしている。Brereton［1995: 18-19］では、このテキストと先述した①『マーレッヤデー
ヴァ長老物語註』をタイプ 2に属するとしているが、『マーレッヤデーヴァ長老物語』でマーレ
ッヤデーヴァ長老（マーライ尊者）が地獄を訪れる場面について、『マーレッヤデーヴァ長老物

語註』はマハーモッガラーナ長老のように地獄を訪れたと註釈しているだけで、地獄に関する
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③ Phra Malai Sam Thammat 

3人の僧が、マーライ尊者と帝釈天と弥勒の三役に分かれて演劇のように誦読するようアレ

ンジされたバージョンである。 

④ Phra Malai Klon Suat（以下、訳号：『プラ・マーライ・クロン・スワット』、略号 PM-KSとする） 

 民衆版「プラ・マーライ」とされ、諸「プラ・マーライ」文献の中で最も流布しているもの

である。過去 2世紀の間、盛んに書写され7、タイ中部と南部の葬儀において朗詠されていた。

このテキストは、基本的にタイプ 1のテキストで見られる出来事の順序に従っているが、主

な違いは、地獄を訪れたマーライ尊者に関する記述の拡張にある。身の毛のよだつような拷

問とグロテスクな地獄の衆生を描写すると共に、これらの状況に再生する要因となる悪業を

記している。このテキストの現存する最古の写本として知られるものは、「1738 年から」と

記されている。『プラ・マーライ・クロン・スワット』は、蛇腹状の厚紙製のサムットコー

イ（สมุดข่อย）と呼ばれる写本に書かれ、「プラ・マーライ」の物語の場面を描いた挿絵が描
かれている。 

⑤ Malai Prot Lok 

ランナータイ語で書かれ、マーライ尊者が天界を訪れる場面がなく、地獄の場面だけからな

る物語である。また、タイプ 2④『プラ・マーライ・クロン・スワット』とは異なり、複数

人よりも一人の僧によって亡くなった親類のために功徳を積むために朗詠された。 

⑦ Phra Malai Phu Poet Pratu Narok-Sawan 

現代の扇情的な小説として出版されたテキストの一つである。Phunsak Sakdanuwatによって

書かれ、簡単な散文で、章立てされ、1977 年に出版された。このテキストは、戒律を説く

仏典というよりも大衆的な小説に近く、芝居がかっており、作品のおよそ 6割は地獄とそこ

に住む衆生の描写に関連している。 

 

以上のように「プラ・マーライ」文献は、伝承されている地域や社会層、さらに誦経される

儀礼コンテキストによって多様化している。 

                                            
描写が重要な主題となっているとは言えず、Brereton［1995: 18-19］によってタイプ 2①②とさ
れたこれら 2つのテキストもタイプ 1に属すると考えられる。 
7 Brereton［1995: 125］は、18世紀後半、19世紀、20世紀初めに非常に人気があり、影響力が
強く、物議をかもした文献である、としている。 
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2.『マーレッヤデーヴァ長老物語』 

ここからは、上述した「プラ・マーライ」文献の中でもパーリ語で記された『マーレッヤデ

ーヴァ長老物語』がどのような源泉資料に基づき成立したのかを考察していく。 

2.1.『マーレッヤデーヴァ長老物語』の先行研究

『マーレッヤデーヴァ長老物語』に関する包括的な先行研究として、Eugène Denis, “Bra$ 

M!leyyadevattheravatthu%: Légende bouddhiste du saint thera M!leyyadeva”, Sorbonne: Doctoral Thesis, 

1963 があるが、未刊であり入手困難である8。この博士論文には、『マーレッヤデーヴァ長老物

語』の校訂テキストとそのフランス語訳、タイ語の『プラ・マーライ・クロン・スワット』の

フランス語訳、さらに、スリランカ所伝の仏教説話集 Rasav!hi$" (以下、Rasと略す)中の一話で

ある「チューラガッラの物語」（ “C#lagalla-vatthu” ）のフランス語訳が収められている。この

博士論文の内容は、Denis［1965］でその概要を知ることができるだけであったが、1990年代に

至って Collins［1993］において、Denisの博士論文に収められていた『マーレッヤデーヴァ長老

物語』のローマ字テキストが Journal of The Pali Text Societyに再録され、Collins［1993］により、

英訳と Denis の論文に対する考察がなされた。その後、『プラ・マーライ・カム・ルアン』を中

心とした「プラ・マーライ」文献の全体像を明らかにした Brereton［1995］の第 4章「パーリ／

ラーンナーテキスト」において、さらなる考察が加えられている。 

また、タイ人研究者による主な先行研究として Supaporn Makchang［1978］があり、タイ文字

表記のテキストとタイ語訳が収められている9。 

 

2.2.『マーレッヤデーヴァ長老物語』の梗概

『マーレッヤデーヴァ長老物語』の梗概を見る。なお、以下諸物語の梗概に付したセクショ

ン番号は本論文のテキスト・翻訳篇『マーレッヤデーヴァ長老物語・マーレッヤデーヴァ長老

物語註』に従い、便宜上付したものである10。 

〈第 1部〉  

①【帰敬文】

②【長老による天界と地獄の遍歴】

ランカー島に住むマーレッヤデーヴァ長老は、神通力によって天界と地獄を廻り人間界に戻る

と、天界あるいは地獄にどのような人が生まれ、どのような体験をするのかを語った。それを

                                            
8 筆者未見。 
9 タイ人研究者による『マーレッヤデーヴァ長老物語』の先行研究については、Brereton［1995: 
37-44］に詳しい。 
10 テキスト及び翻訳は、本論文第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 118-315を参照されたい。 
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聞いた人々は教説を信じ悪事をなさず、布施等の功徳を亡き親族のためになし、天界に再生し

たいと願った。

③【貧者による青蓮華の布施】

ある日長老は、托鉢しに村に赴いた。その時、貧しい人が池で沐浴し 8 輪の青蓮華を取って帰

路につくと、長老に遭った。彼は、その花々を長老に布施し、何度生まれ変わったとしても貧

しくありませんようにと願った。長老は、その花々でチューラーマニ・チェーティヤを供養し

ようと考えた。

④【長老のチューラーマニ・チェーティヤへの到来】

長老は、空に昇り、チューラーマニ・チェーティヤに行き、青蓮華の花々で供養し礼拝した。

⑤【帝釈天と長老の対話】

チューラーマニ・チェーティヤにいる長老のもとに帝釈天がやって来た。長老が帝釈天に、弥

勒菩薩が到来するのか、と問うと、布薩日である今日 8 日に弥勒菩薩がチューラーマニ・チェ

ーティヤに来るであろう、と答えた。

⑥【1人目の天人の到来】

長老と帝釈天が対話していると、百人の従者と共に 1 人の天人がやって来た。長老が、その天

人が弥勒菩薩なのか、と尋ねると、帝釈天は、その天人は弥勒菩薩ではなく、前世で貧しい草

刈り人として生まれ、カラスに布施をした結果、天界に再生したのだ、と功徳ある行いを説き、

その天人は東の方角に座った。

（以下⑦から⑰まで残り 11人の天人が次々に到来し、帝釈天が彼らの功徳ある行いを同様に説

いた。）

⑦【2人目の天人の到来】

従者数：千 座る位置：西 前世：牛飼いに布施したバラモン

⑧【3人目の天人の到来】

従者数：1万 座る位置：南 前世：沙弥に布施

⑨【4人目の天人の到来】

従者数：2万 座る位置：北 前世：常乞食比丘に布施

⑩【5人目の天人の到来】

従者数：3万 座る位置：東11 前世：アヌラーダプラの織師

⑪【6人目の天人の到来】

従者数：4万 座る位置：西 前世：ハリターラという富豪

                                            
11 5人目から 12人目の天人の座る位置について、Mth-vの本文では “tadantare”「そのすぐ後ろ
に」と述べているが、文脈から到来した天人が順に東西南北に座ったと考えられる。 
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⑫【7人目の天人の到来】

従者数：5万 座る位置：南 前世：サッダーティッサ

⑬【8人目の天人の到来】

従者数：6万 座る位置：北 前世：アバヤドゥッタ

⑭【9人目の天人の到来】

従者数：7万 座る位置：東 前世：賢明な沙弥で僧団に仕えた

⑮【10人目の天人の到来】

従者数：8万 座る位置：西 前世：家主に比丘への布施を促した貧者

⑯【11人目の天人の到来】

従者数：9万 座る位置：南 前世：塔をカンニカーラで供養

⑰【12人目の天人の到来】

従者数：10万  座る位置：北   前世：銀砂で塔廟を建立した草刈り人 

〈第 2部〉 

⑱【弥勒菩薩のチューラーマニ・チェーティヤへの到来】

ついに天人や天女に囲まれた弥勒菩薩が、兜率天から下りチューラーマニ・チェーティヤへ到

来し、東方に座った。

⑲【弥勒菩薩の前方の天女について】

長老は、やって来たのが弥勒菩薩であることを確認し、弥勒菩薩の前方にいる白い光線や装身

具などを有した天女が前世でどのような功徳をなしたのか尋ねた。すると、帝釈天は、彼女は

前世で白い衣などを比丘に与え、その功徳ある行いによって弥勒菩薩の前方にいるのだ、と説

いた。

（以下⑳から○22まで帝釈天が弥勒菩薩の右側・左側・後方にいる天女たちの功徳について同様

に説いた。）

⑳【弥勒菩薩の右側の天女について】

荘厳する色：黄色 前世：黄色の物を比丘に布施

○21【弥勒菩薩の左側の天女について】

荘厳する色：赤色 前世：赤色の物を比丘に布施

○22【弥勒菩薩の後方の天女について】

荘厳する色：黒色 前世：黒色の物を比丘に布施

○23【帝釈天と長老の対話】

長老が、弥勒菩薩の波羅蜜について尋ねると、帝釈天は、弥勒菩薩の般若を明らかにし、三十

波羅蜜を満たし、精進において優れた菩薩である、と説いた。
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○24【弥勒菩薩と長老との対話（弥勒の福徳）】

弥勒菩薩は、長老が閻浮提から来たことを知ると、人々の願いについて尋ねた。長老は、人々

は弥勒仏に会うことを願っている、と答え、弥勒菩薩は、弥勒仏に会いたいのならば、『ヴェッ

サンタラ・ジャータカ』を一日で一通り聞くよう説いた。

○25【弥勒菩薩と長老の対話（弥勒の下生）】

長老が、弥勒菩薩はいつ仏になるのか、と尋ねた。弥勒菩薩は、ゴータマ・ブッダの教説が消

滅すると、人々の寿命は減少し、刀杖の時代になると賢者以外は亡び、その後賢者が功徳を積

み始め、次第に寿命が長くなり老死は知られなくなる。しかし、再び放逸に至り次第に寿命が

減少し、寿命が 8万年になると、閻浮提は栄え平和になり、自らが人間界に赴くだろう12、と告

げた。

○26【弥勒の兜率天への帰還】

弥勒菩薩は、長老に自分の話を閻浮提の人々に伝えるよう告げ、兜率天に帰った。

○27【長老の閻浮提への帰還】

長老も閻浮提に帰り、村に托鉢しに赴いた。人々の為に弥勒菩薩の伝言を語り、それを聞いた

人々は、布施などの福徳をなし、命を終えると天界に再生した。

○28【青蓮華を布施した貧者の再生】

青蓮華を長老に布施した貧しい人は、命を終えると、三十三天に生まれた。帝釈天が、人間界

でどんな福徳をなしたのか、と天人に尋ねると、前世で青蓮華を一人の比丘に布施した結果、

天人として生まれた、と答えた。帝釈天は、誰であっても弥勒菩薩の言葉に従って福徳をなせ

ば、弥勒に会うことができ、輪廻したとしても苦界に行かないだろう、と説いた。 

 

2.3.『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料に関する先行研究

先述のように Denisの博士論文は未見であるため、Collins［1993: 6-9］と Brereton［1995: 51-91］

に基づき、『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料に関する Denisの見解を見ていく。 

Denisは、「マーライ尊者とは、実在した人物なのか、あるいは全く神話上の登場人物なのか？」

という問題を提起し、「マーライ尊者」のモチーフの起源を探るため Malaya あるいは M!leyya

のような「マーライ」に類似する名前で呼ばれる長老が登場するパーリ文献を三蔵だけでなく

蔵外仏典についても調べた。その結果、マーライ尊者という人物をスリランカの Du&&hag!ma"i

王と同時代の紀元前 2 世紀にスリランカに住んでいた Maliya という名の実在した長老に帰する

ことができるとした。そして、『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料については、スリラ

                                            
12 弥勒の下生に関するこの記述は、Brereton［1995: 33-34］によってすでに指摘されているよう
に、D"gha Nik!ya（以下 DNと略す）の Cakkavatti-S"han!da-Suttanta（DN, 3, pp. 58-79）や、サー
リプッタがブッダに未来のことについて問う An!gatava%sa (Minayeff［1886］)にも見られる。 
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ンカ所伝の仏教説話集 Sahassavatthuppakara$a（以下 Sahと略す）と Ras所収の「チューラガッ

ラの物語」（ “C#lagallavatthu” ）が、『マーレッヤデーヴァ長老物語』第 1 部の源泉資料である

とし、第 2 部については弥勒菩薩がブッダの教えの衰退などを説く Saddharm!la&k!raya の最終

章13が挿入されたという結論を導いた。 

この Denisの論文に対して Collins［1993: 6-9］と Brereton［1995: 28］は、Denisが網羅しきれ

ていない「マーライ」に類似する名前で呼ばれる長老が登場する物語が S"ha'avatthuppakara$a 

（以下 S"hと略す）に収められていると指摘している。Collins［1993: 6-9］は S"hの第 3話「弥

勒の物語」（ “Metteyya-vatthu” ）が『マーレッヤデーヴァ長老物語』の物語の要素の多くを含

み、類似する偈文が見られると指摘し、また、Brereton［1995: 28］は S"hの第 41話に「マーレ

ッヤデーヴァ長老物語」（ “M!leyyadevatthera-vatthu” ）という物語があると指摘している。 

 

2.4.スリランカ所伝仏教説話集について

Collins［1993: 6-9］と Brereton［1995: 28］の指摘を受け、スリランカ所伝とされる仏教説話

集 Sah・Ras・S"hに収められている「マーライ」に類似する名前で呼ばれる長老が登場する物語

を調べ直したところ、Sah中に 4話・Ras中に 5話・S"h中に 3話あり、これら 12話のうち 6話

は Denisによって言及されていない。 

ここで、スリランカ所伝の仏教説話集について先行研究に基づいて簡単に言及し、「マーライ」

に類似する名前で呼ばれる長老が登場する物語を挙げる。 

(1) Sahassavatthuppakara$a14 

アヌラーダプラの Mah!vih!ra にある Guttava'ka 僧房に住した Ra&&hap!la が、古シンハラ語で

書き留められたものからパーリ語に翻訳したとされ、その成立年代は、5世紀後半から 9世紀以

前と考えられている。 

「マーライ」に類似する名前（M!liyamah!deva）の長老が登場する物語は以下の 4話である。 

 「メーガヴァンナの物語」（Sah, pp. 180-181） 

 「チューラガッラの物語」（Sah, pp. 224-233） 

 「マハッリカーの物語」（Sah, pp. 272-274） 

 「ダンタ地主の物語」）（Sah, pp. 281-283） 

                                            
13 Brereton［1995: 32］では、Saddharm!la&k!raya の最終章のタイトルが記されていないが、
Wickremasinghe［1900: 126-129］によると、そのタイトルは、  “Metteyya-vastuva” であり、 
“Metteyya-vastuva” は  “An!gata-va(sa-desan!va” とも呼ばれる、としている。筆者は
Saddharm!la&k!rayaを未入手のため、 “Metteyya-vastuva” が『マーレッヤデーヴァ長老物語』第
2 部の源泉資料と考えられるのか、また、 “Metteyya-vastuva” と S"h 所収の「弥勒の物語」、 
“Metteyya-vastuva” と An!gatava%sa（Minayeff［1886］）との関連性については未確認である。 
14 Sahに関する以下の記述は、森［1973b］・Rahula［1956］によるものである。 
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これら 4話には「マーライ」に類似する名前の長老が登場するものの、「チューラガッラの物

語」を除くと重要な役の長老ではなく、『マーレッヤデーヴァ長老物語』との関連は見当たらな

い。 

(2) Rasav!hin"15 

13世紀後半の人とされる Vedeha長老による作品である。Rasが依拠した基本資料は Sahと考

えられているが、Sahは簡潔で、散文がほとんどであるのに対し、Rasには多くの偈文が含まれ、

さらに Sah には見られないエピソードが Ras によく見られるため、Ras が依拠した基本資料は

Sahだけではないのではないかと考えられている。 

また、Saddharm!la&k!raya は 14 世紀の終わりあるいは 15 世紀初めに Devarak)ita Jayab!hu 

Dharmak*rtiによって書かれた Rasのシンハラ語版であるが、Rasには収められていないいくつか

の物語があり、Denisが第 2部の源泉資料として提示した最終章も Rasには収められていない。 

「マーライ」に類似する名前（Maliyamah!deva）の長老が登場する物語は以下の 5話である。  

 「サーリ王子物語」（Ras, pp. 336-348） 

 「メーガヴァンナの物語」（Ras, pp. 352-356） 

 「チューラガッラの物語」（Ras, pp. 397-417） 

 「マハッリカーの物語」（Ras, pp. 457-459） 

 「ダンタ地主の物語」（Ras, pp. 462-466） 

これら 5 話の内「サーリ王子物語」以外の 4 話は、偈文が多く、より詳細に描写されている

が、上述した Sah の 4 話と共通する物語である。また「サーリ王子物語」では「マーライ」に

類似する名前の長老は、名前が列挙されている 7 人の長老の内の 1 人に過ぎず、物語に深く関

わる長老ではない。 

(3) S"ha'avatthuppakara$a16 

77 説話が現存しており、そのうち前半の 5 章 45 話は、「正篇」と言える部分であり、後半の

32 話は、後に付加されたいわば「続篇」に相当する部分と考えられている。正篇にある 3 つの

奥付から、正篇の部分はクリシュナ河口の港町と考えられる Ka"&akasola の Pa&&ako&&ivih!ra 出身

の Dhammanandi（あるいは Dhammadinna）という長老によって著わされたとされている。S"hは

スリランカ所伝の仏教説話集とされているが、その校訂テキストは、スリランカの寺院で発見

されたビルマ文字で書写された 2 種類の写本とビルマでコピーしてきた別の写本一種に基づい

たテキストである。S"hがいつ頃ビルマに伝わったのかは明確ではないが、Medha'kara Sa'ghar!ja

                                            
15 Rasに関する以下の記述は、Matsumura［1999］によるものである。 
16 S"hに関する以下の記述は、橘堂［1971］と森［1973a, 1983］、Ver Eecke［1980］によるもの

である。 
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が著わした Lokappad"pakas!raに、S"hが引用されているため 14世紀にビルマで知られていたこ

とがわかっている。 

「マーライ」に類似する名前（M!leyya・M!leyyadeva）の長老が登場する物語は以下の 3話で

ある。  

 「弥勒の物語」（S"h, pp. 8-12） 

 「マーレッヤデーヴァ長老物語」（S"h, pp. 101-102） 

 「ドゥッタガーマニ王物語」（S"h, pp. 103-106） 

『マーレッヤデーヴァ長老物語』と同様のタイトルが付されている S"h所収「マーレッヤデー

ヴァ長老物語」では、同じ名前の長老が登場するものの、その物語は異なっており、貧しい長

老尼がマーレッヤデーヴァ長老にわずかな粥を与え、その善業により得られた果報を説く物語

である17。 

 

2.5.『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「チューラガッラの物語」

Denis が『マーレッヤデーヴァ長老物語』第 1部の源泉資料と考えた「チューラガッラの物語」

と『マーレッヤデーヴァ長老物語』とを比較検討する。「チューラガッラの物語」は、Sahと Ras

とに収められており、Rasの方が Sahより偈文を多く用い、詳細な描写が増えているが、両話の

大筋は一致している。以下に Sah所収「チューラガッラの物語」の梗概を示し、『マーレッヤデ

ーヴァ長老物語』と比較検討した結果を示す。 

 

2.5.1.Sah所収「チューラガッラの物語」の梗概

①【長老の優婆塞の許への訪問】

ある日マリヤマハーデーヴァ長老は腹痛に苦しみ、薬となる粥を得る為に C#lagalla という名の

優婆塞のもとに向かった。

②【長老と優婆塞のチューラーマニ・チェーティヤへの訪問】 

粥が煮えるまで、長老はチューラーマニ・チェーティヤを供養する為に三十三天に優婆塞を連

れて行った。 

③【1人目の天人の到来】

長老と優婆塞はチューラーマニ・チェーティヤを供養しに来た銀色の装身具等で荘厳された 1

人の天人を見た。優婆塞が、その天人が弥勒菩薩なのか、と問うと、長老は、その天人は弥勒

菩薩ではなく、前世で牛飼いだった時、蟻塚を供養した結果、天界に生まれた、と答えた。

                                            
17 S"h所収「マーレッヤデーヴァ長老物語」と類似する物語としては、Sahと Ras所収の「マハ
ッリカーの物語」が挙げられる。 
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（以下④から⑦まで同様に天人たちが到来し、彼らが前世でなした功徳について長老が説い

た。）

④【2人目の天人の到来】

荘厳するもの（色）：珊瑚（色） 前世：牧牛者、砂の塔を建立

⑤【3人目の天人の到来】

荘厳するもの（色）：金（色） 前世：牧牛者の子、砂の塔を建立

⑥【4人目の天人の到来】

荘厳するもの（色）：マニ（色） 前世：牧牛者の子、塔を建立

⑦【5人目の天人の到来】

荘厳するもの：七宝 前世：様々なものを布施した男

⑧【弥勒菩薩の到来】

天人たちに取り囲まれてやって来た弥勒菩薩は、優婆塞と長老に会い、長老が優婆塞の功徳あ

る行いについて語ると、弥勒菩薩は優婆塞に天衣を贈った。

⑨【長老と優婆塞の帰還】

閻浮提に帰ると、長老は粥を食べて腹痛が治ると精舎に戻り、優婆塞は天界で弥勒菩薩に会い

天衣を貰ったことを人々に伝え、その 7日後に命を終え、兜率天に再生した。 

 

2.5.2.『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「チューラガッラの物語」との比較

共通点は、長老がチューラーマニ・チェーティヤを訪れ、そこに次々と到来する天人たちが

弥勒菩薩であるのかどうかという問答があり、その天人たちの前世での善業が語られるという

ことである。 

相違点は、長老は天界にのみ訪れ、地獄を廻ったという描写がないことである。また、『マー

レッヤデーヴァ長老物語』ではチューラーマニ・チェーティヤを訪れた天人たちの前世を問う

のがマーレッヤデーヴァ長老で、それに答えるのが帝釈天であった。一方、「チューラガッラの

物語」では、問うのは優婆塞で、マリヤマハーデヴァ長老が答えている。また、『マーレッヤデ

ーヴァ長老物語』では、従者の人数が増加しながら 12 人の天人が到来しているが、「チューラ

ガッラの物語」では 5 人しか到来しておらず、従者の数よりむしろそれぞれの天人を荘厳する

色によって区別しており、天人の前世での行いも一致しない。 

さらに、「チューラガッラの物語」では、『マーレッヤデーヴァ長老物語』第 2 部にみられる

弥勒菩薩を囲む 4 人の天女の描写や、それに続く帝釈天と長老の対話や弥勒菩薩と長老の対話

の描写もない。『マーレッヤデーヴァ長老物語』では閻浮提に帰ると長老が人々に『ヴェッサン

タラ・ジャータカ』の朗詠を聞きなさいという弥勒の言葉を伝えているが、「チューラガッラの

物語」では、優婆塞が弥勒菩薩から贈られた天衣について人々に語っている。 
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以上のように、『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「チューラガッラの物語」は、類似する名

前の長老が登場し、チューラーマニ・チェーティヤを訪れ、到来する天人たちが弥勒菩薩であ

るのか否か、という問答を含んでいるが、両話はかなり相違していることが判る。 

 

2.6.『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「弥勒の物語」

先述した Sah・Ras・S"h に収められている「マーライ」に類似する名前の長老が登場する 12

話を翻訳したところ、S"hに収められている「弥勒の物語」が『マーレッヤデーヴァ長老物語』

に最も類似していた18。 

以下に S"h 所収「弥勒の物語」の梗概を示し、『マーレッヤデーヴァ長老物語』と比較検討し

た結果を示す。 

2.6.1.S!h所収「弥勒の物語」の梗概

①【青蓮華を長老に布施】（Mth-v③・④）

マーレッヤ長老が托鉢しに村に入ると、ある人が長老を見て 8 輪の青蓮華を長老に布施した。

長老は花々をチューラーマニ・チェーティヤに供えよう、と考えて、空に昇りチューラーマニ・

チェーティヤに向かった。

②【帝釈天と長老の対話】（Mth-v⑤）

帝釈天が従者を伴って長老に近づき、帝釈天は長老に弥勒菩薩が今日 8 日にチューラーマニ・

チェーティヤに来るだろう、と伝えた。

③【1人目の天人の到来】（Mth-v⑩）

そこに、1人目の天人が到来し、長老が帝釈天に、その天人が弥勒菩薩なのか、と問うと、帝釈

天は、その天人は弥勒菩薩ではなく、前世ではアヌラーダプラの織り師でたくさんの功徳を積

んだのだ、と答え、天人は南方に立った。

（以下④から⑥まで帝釈天が天人の前世での行いについて同様に説いた。）

④【2人目の天人の到来】（Mth-v⑪）

前世：ハリターラのティッサという施主 立ち位置：西

⑤【3人目の天人の到来】（Mth-v⑫）

前世：サッダーティッサ 立ち位置：北

                                            
18 Collins［1993: 6-9］では、S"h所収の「弥勒の物語」が『マーレッヤデーヴァ長老物語』の物
語の要素を多く含み、類似する偈文がみられるとしているが、S"h所収「弥勒の物語」が『マー
レッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料と考えられるか否か、ということについて詳細な議論に

は及んでいない。 
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⑥【4人目の天人の到来】（Mth-v⑬）

前世：ドゥッタガーマニアバヤ 立ち位置：東

⑦【弥勒菩薩と 4人の天女の到来】（Mth-v⑱~○22）  

ついに弥勒菩薩が種々の色・赤色・赤黄色・黄色で荘厳された 4 人の天女と共に到来すると、

帝釈天が彼女たちの前世での功徳ある行いについて説いた。 

前世：花で供養            立ち位置：右 

前世：塔を供養            立ち位置：左 

前世：カンニカーラで供養  立ち位置：右 

前世：銅旗を作る           立ち位置：左 

⑧【弥勒菩薩と長老の対話】（Mth-v○25） 

長老が閻浮提から来たことを知ると、弥勒菩薩は人々の資糧について尋ねた。長老は、人々は

善業をなし弥勒に会うことを願っている、と答えると、弥勒菩薩は自身の波羅蜜について長老

に語った。 

⑨【長老の帰還】（Mth-v○26・○27） 

弥勒菩薩は兜率天に帰り、長老も村へ戻り、人々に弥勒菩薩との会話について語り、それを聞

いた人々は天界に再生した。 

 

2.6.2.『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「弥勒の物語」との比較

共通点はその大筋である。両話の対応箇所は、上述した「2.6.1. S"h 所収「弥勒の物語」の梗

概」の右側に、「2.2. 『マーレッヤデーヴァ長老物語』の梗概」で付した番号を記した。「弥勒

の物語」においてチューラーマニ・チェーティヤに到来する 4 人の天人が『マーレッヤデーヴ

ァ長老物語』の 5人目から 8人目に到来する天人の前世とほぼ合致することが判る。 

また、多少異なるが同様の偈文が見られる。以下に挙げる一連の偈文は、『マーレッヤデーヴ

ァ長老物語』の方は第○25節、「弥勒の物語」の方は第⑧節に含まれ、弥勒菩薩が自身について語

っている偈文である。    
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『マーレッヤデーヴァ長老物語』○25  

［Mth-v, pp. 53-54］ 

「弥勒の物語」⑧ 

［S"h, p. 11］ 

ya( kiñci kusala( katv! mama( patthenti m!nus! 

sa(s!rabhayabh*t! te bhavissa( bhavamocako. 

avijj!ghorapabhava( mohaj!lasam!kula( 

vuyhanta( caturoghesu loka( sant!rayiss’ !ha(. 

kilesapa'kamakkhite ta"h!takk!rasevite 

sa(s!radisamu+he mokkhamagga( adesayi(. 

Sañj*ve K!+asutte ca T!pane ca Pat!pane 

Aviciniraye satte saggamagga( adesayi(. 

aññ!"abandhan! bandhe ta"h!j!lavasa(gate 

chetv!na bandhan! satte samp!pess!mi nibbuti(. 

ya( kiñci kusala( katv! mama( patthenti m!nus!/ 

sa(s!rabhayabh*t!na( bhav!mi bhavamocako// 

avijj!bhavana( ghora( ta"h!j!lasam!kula(/ 

vuyhanta( caturoghehi loka( sant!rayiss!ha(/ 

kiles!va&&apakkhante ta"h!takkarasevite/ 

sa(s!ranadisam#+he sumagga( dassayiss!ha(// 

sañj*ve k!lasutte ca t!pane mah!t!pane/ 

av*ciniraye satte sabbe nibb!payiss!ha(// 

aññ!"abandhan! baddhe ta"h!j!lavasa( gate/ 

chetv!na bandhana( sabbe samp!pess!mi nibbuti(// 

 

相違点としては、第一に、「弥勒の物語」では、マーレッヤ長老が地獄へ訪問していないこと

である。 

第二に、到来する天人の人数や彼らの前世での善業などが異なっており、「弥勒の物語」で

は、『マーレッヤデーヴァ長老物語』のように次第に従者の数が増すことに触れていない。 

第三に、弥勒菩薩と一緒に到来した天女たちの描写が異なっている。『マーレッヤデーヴァ長

老物語』では、4人の天女の前世、象徴する色、弥勒菩薩を中心としてどの位置にいるのかが 1

人ずつ詳細に描写されているのに対し、「弥勒の物語」では、4 人の天女についてまとめて描写

されている。また、天女を荘厳している 4 種の色やそれぞれの善業も異なっており、天女たち

の立ち位置も『マーレッヤデーヴァ長老物語』では弥勒菩薩を囲むように配置されているが、「弥

勒の物語」では、左右に 2人ずついることになる。 

第四に、人々が弥勒仏に会いたいならば『ヴェッサンタラ・ジャータカ』を一日で一通り聞

くよう弥勒菩薩が長老に伝言した場面、青蓮華を布施した貧しい人の再生の場面が「弥勒の物

語」にはない。 

以上のように、『マーレッヤデーヴァ長老物語』と「弥勒の物語」を比較した結果、天人や天

女の描写に相違があり、「弥勒の物語」には見られない場面があるものの、物語の粗筋はほぼ一

致していることが判る。 
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2.7.『マーレッヤデーヴァ長老物語』の源泉資料

以上の考察により、Sahと Ras所収の「チューラガッラの物語」よりも S"h所収の「弥勒の物

語」の方が『マーレッヤデーヴァ長老物語』に類似しており、S"h所収の「弥勒の物語」を源泉

資料と考えれば、Denisの見解のように『マーレッヤデーヴァ長老物語』第 1部の源泉資料を Sah

と Ras所収の「チューラガッラの物語」、第 2部の源泉資料を Saddharm!la&k!rayaの最終章とい

うように 2つの源泉資料を提示する必要はない。 

「マーライ」という名の尊者のエピソードは、様々な文献に散見されるが、『マーレッヤデー

ヴァ長老物語』は、弥勒を主人公として説かれている S"h 所収の「弥勒の物語」を核とし、「マ

ーライ尊者」を主人公として編集された可能性がある。また、帰敬偈から始まり、布施をした

貧しい男の再生の場面で物語を終えるという物語の構成面を整え、さらに、天人と共に到来す

る従者数の増加や天女の立ち位置など詳細な描写においても『マーレッヤデーヴァ長老物語』

は S"h所収の「弥勒の物語」よりも体系的にまとめられた物語であると言えよう。S"h所収の「弥

勒の物語」は、既に森［1973a］の翻訳研究があるが、「プラ・マーライ」文献との関連は指摘さ

れていない。スリランカ所伝の仏教説話集の一話として研究されてきた S"h所収の「弥勒の物語」

が、東南アジアで編集され、タイで今もなお親しまれている「プラ・マーライ」文献へ発展を

遂げたのである。 

S"h所収の「弥勒の物語」には見られず『マーレッヤデーヴァ長老物語』にのみ現れる地獄の

描写などの物語の構成要素は、先述したパーリ語文献以外の源泉資料に基づき、加筆されてい

ったと考えられる。これらの物語の構成要素は、S"h所収の「弥勒の物語」から『マーレッヤデ

ーヴァ長老物語』などタイに伝わる「プラ・マーライ」文献群への発展において非常に重要で

ある。なぜなら、「プラ・マーライ」文献群の中でも最も親しまれているタイ語の『プラ・マー

ライ・クロン・スワット』では、地獄の描写が半分を占めるようになるからである。次に、長

老の地獄遍歴の描写に着目し、「プラ・マーライ」文献の展開について考察を進める。 
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3.『マーレッヤデーヴァ長老物語』の展開

『マーレッヤデーヴァ長老物語』・その註釈文献『マーレッヤデーヴァ長老物語註』19・欽定

版『プラ・マーライ・カム・ルアン』・『プラ・マーライ・クロン・スアット』に説かれる長老

の地獄遍歴の記述の原文と和訳を以下に挙げる20。 

3.1.『マーレッヤデーヴァ長老物語』（Mth-v, pp. 19-20） 

so pana thero punappuna( niraye paccam!n!na( n!rak!na% pavuttim !haritv! tesa( ñ!tak!na( 

kathetv! d!n!d*ni puññ!ni k!r!petv! tesa( uddissa puññ!numodanena laddhapuññaphalena 

devalokapar!yane karonto tatth’ eva vih!si. so pi iddhibalena devalokañ ca yamalokañ ca gacchati. 

devaloke ratanattaye pasann!na( upas!sak!na( up!sik!na( mahantam isiriya( disv! !gantv! “asuko ca 

up!sako asuk! ca up!sik! asukasmi( n!ma devaloke nibbattetv! mah!sampattim anubhavant*” ti 

manuss!na( kathesi. yamaloke p!pamanuss!na( mahanta( dukkha( disv! !gantv! “asuko ca asuk! ca 

asukasmi( niraye nibbattetv! mahanta( dukkham anubhavant*” ti manuss!na( kathesi. manuss! s!sane 

pas*danti p!p!ni na karonti d!n!d*ni puññ!ni ñ!tak!na( k!lakat!na( uddissi(su te uddissa 

puññ!numodanena laddhapuññaphalena devalokapar!yan! honti. 

【和訳】 

そしてその長老は、しばしば地獄で煮られている地獄の者たちのために伝言を持っていき、彼

らの親族に語り、布施などの功徳をさせ、彼らのために指定させ、功徳の随喜によって得られ

た功徳の果報によって、天界に［再生することを］目的とする者となり、まさにそこ（天界）

に住していました。また彼は、神通力によって天界と閻魔界へ赴きました。三宝の備わった天

界へ明浄な優婆塞や優婆夷の偉大な自在を見にやって来ると、「そのような優婆塞やそのような

優婆夷は、実にそのような天界に生まれて、大きな幸福を享受します」と人々の為に語りまし

た。閻魔界に悪人たちの大きな苦を見にやって来ると、「そのような男やそのような女はそのよ

うな地獄に生まれて、大きな苦を経験します」と人々の為に語りました。人々は諸々の教説を

信じ、悪事をなさず、布施をはじめとする諸々の功徳を亡き親族たちのために指定しました。

彼らは［功徳を］指定し、功徳の随喜によって得られた功徳の果報によって、天界に［再生す

ることを］目的とする者となりました。 

 

                                            
19 『マーレッヤデーヴァ長老物語註』は、先述したように『マーレッヤデーヴァ長老物語』の
注釈書である。『マーレッヤデーヴァ長老物語註』では、三蔵やその注釈、副註、さらに、蔵外

仏典を引用し注釈している。本論文第 1部研究篇第 4章において詳説。 
20 引用関係を明確にするため、便宜上枠線を引く。 



 58 

3.2.『マーレッヤデーヴァ長老物語註』（Mth-v-#, pp. 132-135）21 

narak!na% pavutti% !haritv! ti ettha so pana kira thero satt!na( upak!rako mah!moggall!nathero viya.  

tena vutta(.  

thero gantv! abhikkha"a( ñ!tu( narake vattam!na(ka(  

yath! pi moggall!no ca desetv! dhammam uttama(  

n!rak!na( pamocetu( devathero tath!  aya(.  

yath! pi moggall!no n!setv! narakaggiyo  

vu&&hidh!ra( pavatteti devatthero tath!  aya(.  

yath! pi moggall!no ca n!setv! lohakumbhiyo  

n!seti uracakk!ni thero so maleyyo tath!.  

yath! pi moggall!no ca p!tetv! simbalivana(  

n!seti pabbata'g!ra( devatthero tath!  aya(.  

yath! pi moggall!no ca katv! kh!ranadi( madhu(  

p!yesi amata( satte devatthero tath!  aya(.  

yath! pi moggall!no ca netv! n!rakapesana(  

kathesi ñ!take nesa( devatthero tath!  aya(.  

tasm! m!layyadevatthero sabbattha p!kato  

iddhinibbatto moggall!no ca devatthero thito pa ti .  

bahugu"o narak!na( dev!na( ca bahugu"o . tesa( hi vattam!n!na( netv! !ha ca ñ!t*na(. n!rak! v! 

pi pet! v! disv! m!layyam !gata( vanditv! s!dareneva evam !ha(su, tassa ca bhante sattupak!r! ca 

gantv!na asuka( n!ma niggama( eva(n!m! ca ñ!tik! kathetha vattam!n!na(, karotha bahuka( 

subha(, s!retha buddh!digu"e, kappetha saphalañ ca no an!did!nam attam pi datv! v! pi 

sahatthen!paresa( v!numodento kappetha saphalañ ca no sutv! tesa( katha( thero gantv! ta( tehi 

y!citu( yan tehi kathita( v!ca( tesa( ñ!tik!nam !ha ca. eva(n!mo ca puriso eva(n!m! ca itthik! 

bahup!pakar! loke thit! ajja aviciye eva(n!mo ca puriso eva(n!m! ca itthik! bahup!pakar! loke pet!ni 

honti id!ni ca disv! ma( evam !ha(su sabbe rodapar!yan! eva(n!m! ca ñ!tik! eva(n!m! m!t!pit! 

eva(n!m! puttad!r! sace amhe sinehak! d!n!di( pi puña( katv! phala( kappetha no ica. sutv! sabbe 

namassitv! devatthera( mahiddhika( pattapuv!dikapuña( katv! kappenti ta( phala(. sabbe te 

anumoditv! ta( puña( ñ!tikappita( muñcitv! te tato dukkh! nibbatti( susur!laye tasm! hi 

m!leyyadevatthero n!ma mahiddhiko attano katakicco ca satt!nam upak!rako ti. 

                                            
21 以下に挙げる Mth-v-#は、底本に従う。校訂については、Mth-v-#, pp. 132-135を参照されたい。 
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【和訳】 

n!rak!na% pavutti% !haritv!（地獄の者たちに伝言を持っていき）とは、ここではその長老が、

衆生の資助者マハーモッガラーナ長老のようである［という意味である］。 

だから言われたのである。 

［マーレッヤデーヴァ］長老は繰り返し、地獄で起こっていることを知るために［地

獄へ］行くのである、モッガラーナが地獄の者たちを解放させるために無上の法を

示すように、デーヴァ長老もそのようである。 

そして、モッガラーナが地獄の火を滅して雨を生じさせるように、デーヴァ長老も

そのようである。 

そして、モッガラーナが銅釜を破壊させ、胸輪を破壊させるように、かのマーレッ

ヤ長老もそのようである。 

そして、モッガラーナがシンバリ樹林を倒し、炭火の山を破壊させるように、かの

デーヴァ長老もそのようである。 

そして、モッガラーナが灰汁河を蜜にし、甘露を衆生に飲ませるように、かのデー

ヴァ長老もそのようである。 

そして、モッガラーナが地獄の使者を連れて行き、彼らの親族に語るように、かの

デーヴァ長老もそのようである。 

それ故に、マーラッヤデーヴァ長老はあらゆる所において有名である、モッガラーナ

長老が神通力を生じた、デーヴァ長老も同様である、と。 

地獄に於けるたくさんの功徳を有し、天界のたくさんの功徳を有する ［マーレッヤデーヴ

ァ長老］は、［彼らの伝言を］持って彼らの生きている親族たちのために語った。地獄の者たち、

あるいは餓鬼たちはマーラッヤがやってくるのを見て、敬意を持って礼拝しこう言った。 

「尊者よ、衆生の資助者であるあなたは、そのような名前の町へ行き、このような名前の生き

ている親族たちに語って下さい『沢山の善業をなして下さい、仏などの徳を記憶させて下さい、

果のあることをなしてください、食物などの布施を自分にも与え、自らの手で他人を喜ばせ、

我々に果のあることをなしてください』」 

長老は彼らの話を聞いて［人間界へ］行き、彼ら（地獄の者たち、あるいは、餓鬼たち）によ

って語られた言葉を、彼らに求められたことを、彼らの親族たちに語った。 

「このような名前の男とこのような名前の女は、たくさんの悪業をなし、今日、阿鼻地獄界に

いる、このような名前の男とこのような名前の女はたくさんの悪業をなし、世において今、餓

鬼となっている、［彼らは］私に会い、こう言いました『泣いて悲しんでいるこのような名前の

親族が、このような名前の父母が、このような名前の息子娘が皆、我々を愛しているのであれ
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ば、布施などの福徳をなしこの世で果報をなして下さい。』」 

［その言葉を］聞いて、皆は偉大な神通力を持つデーヴァ長老を礼拝し、鉢を満たすなどの福

徳業をなし、その果報をなした。彼らは皆、親族によってなされたその福徳を喜び、その苦し

みから解放され、善き神々の家に再生した、それ故にマーレッヤデーヴァ長老は偉大な神通力

を有し、自らのなすべきことをなす衆生の資助者である、と［言われるのである］。 

 

3.3.『プラ・マーライ・カム・ルアン』(PM-KhL, pp. 6-8) 

ยถาป ิ โมคฺคลฺลาโน จ ดุจพระโมคคัลลาน์ล้นเลิศ ประเสริฐเมตตาจิตร 
เสด็จด้วยฤทธิสามรรถ ไปโปรดสัตว์นรกานต์ แล้วเห็จทยานยังสวรรค์ 
โปรดอมรสรรพเทเวศร ์ด้วยธรรเมศประเสริฐ การุญเลิศสบสมัย  

เทวตฺเถโร ฐิโต ตถา  ส่วนพระมาลัยเรืองฤทธิ์ ฤๅผิดเพียงพิมพ์เดียว ธโทนเทียวหรรเห็จ 

ครั้งหนึ่ง เสด็จคลาไคล ยังต่ำใต้นรกานต์ หวังประทานความสวัสดิ์ ให้ฝูงสัตว์รำงับ 
ดับกรรหายทุกข์เทวศ ด้วยพระเดชพระองค์ จงจักให้สุขัง ครั้นสัตว์ สั่งความอนาถ 
มาถึงญาติพงศ์พันธุ์ ให้ธรงธรรม์ธรับรอง ธปองมาแจ้งทุกสิ่ง หฤทัยยิ่งการุญญา 
ธพิจารณาฝูงสัตว์ ทนทุกข์สหัสสาหส กำสรดแสนสุดเทวศ ด้วยอาเภทผลกรรม 
ทำมาเองฤๅหยุด  

พหูคุโณ นรกานํ เทวานญจ พหูคุโณ  ธธรงคุณสุดสรวงสวรรค์ ทั้งนิริยันยมโลก 

หวังดับโศกโศกาครั้งหนึ่งจราหรรเห็จ ลัดมือเด็ดเดียวดล นรกายลบทันนาน 
ด้วยฤทธิญาณจำเรอญ ก็พัญเออญภูลสิงหาศน์ ปทุมมาศเท่ากงจักร 
พระองค์อรรคเสด็จนั่งเป็นบัลลังก์ไพจิตร์ ธก็ทำฤทธิ์มหัศจรรย์ เป็นฝนสวรรค์เซงซู่ 
ดับเพลิงวู่วอดวาย ทำลายโลหกุมภิ เป็นธุลีม้วยหมด แม่นำ้กรดแสบร้อน 
แห้งขอดข้อนเหือดหาย ภูเขาเพลิงทลายดับดาษ ไม้งิ้วขาดหนามขจัด 

สรรพสัตว์นิริยา ดับทุกขาเกษมสานต์ วันทนาการกราบเกล้า พระเจ้ามาแต่ใด 
จึ่งมาให้ศุขแก่ข้า พระเถราพจนาท เรามาแต่ชาติมนุสสาฝูงนรกาพั่งข่าว 
อันธกล่าวเปรมปรีดิ์ จึ่งทูลคดีพระเป็นเจ้า จงโปรดเกล้าสัตตา 
บอกฐานาที่อยู่ขอพระพู้เป็นเจ้า จงบอกเล่าแก่ญาติ แห่งข้าบาทอันมี ในบุรีชื่อนั้น 
ในบ้านอันชื่อนี้ ชนบทมีชื่อไกลบอกนามในบิตุเรศ อยู่ประเทศที่นั้น นามพงศ์พันธุ์นานา 
บุตรธิดาสามี มาตุภคินีพี่ชาย ให้ทั้งหลายเร่งทำ กุศลกรรมส่งมา ให้บูชาพระพุทธ 
ธรรเมศอุดมเลิศ สงฆ์ประเสริฐศีลาจารย์ แล้วให้ทานยาจกทักษิโณทกส่งมา 
แก่ฝูงข้าทุกตน จึ่งจะพ้นจากทุกขา 
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พระเถราฟั่งสาร รับพจมานทุกอัน ธเหาะหรรษ์ด้วยฦทธิรุด 
【和訳】 

yath! pi moggall!no ca…マーライ尊者は、神通力で地獄にいる衆生を救済しに行き、いつの時代

においても最良のダルマと最高の慈悲によって、あらゆる神々を救済しに天界へ飛翔して行っ

た、卓越した慈悲心を備えた偉大なる目連尊者のようである。 

devatthero &hito tath!…一方、輝かしい神通力を持ったマーライ尊者は、［目連と］同じように、

ひとりで飛翔した。ある時、［マーライ尊者は］地獄へ下り、彼の威力によって幸福を与え衆生

の苦しみを消そうとし、幸福をもたらした。［地獄にいる］衆生が親族に哀れな姿を伝えるよう

［マーライ尊者に］頼むと、［マーライ尊者は］すべてを伝えようと考えた。心は慈悲に満ちて

いた。［マーライ尊者は］自らの行いの結果としての、尽きることのない、強烈な苦しみや非常

に多くの悲しみに耐えている［地獄の］衆生のことを考えた。 

bahugu"o n!rak!na( dev!na( ca bahugu"o …［マーライ尊者は］天界と閻魔界の両方における最

高の徳を持ち、苦しみや悲しみを鎮めたいと考えた。ある時、飛翔し、あっという間に地獄に

至った。彼の神通力によって転輪ほどの大きさの金色の蓮の獅子座が現れた。最上なる人（マ

ーライ尊者）は美しい玉座に掛けた。非常に不思議な神通力で、天の雨をザーザー降らせて燃

えている炎を消し尽くし、銅釜を破壊して粉々にし、ヒリヒリと痛む酸の水が流れる河を干上

がらせて消失させ、炎の山を破壊し消滅させ、刺の樹から刺を抜いて取り除いた。 

地獄の衆生は、苦しみがなくなり、喜んだ。額づいて礼拝し、尊敬を持ってお辞儀して尋ね

た、「あなた様はどこからいらっしゃって、そして私たちに幸福をもたらすのですか？」長老（マ

ーライ尊者）は答えた。「私は人間界から来ました」と。地獄にいる者たちはマーライ尊者の言

ったことを聞いて喜び、そして［救済］方法を（マーライ尊者に）告げた。「どうか居場所を伝

えてください。主であるお方にお願いします、遠い名前の田舎のこの名前の村のその名前の町

にいる、私の親族に教えてください。」その場所にいる父の名前を告げ、息子・娘・夫・母・姉

妹・兄弟の様々な親族の名前を告げた。「すべての者たち（親族）に急いで善業させ、指定させ、

ブッダ・高貴なダルマ・戒の教授者である僧団を供養させ、乞求者に布施を与え、滴水を我々

みんなに送らせます。そうすれば、苦しみから解放されるでしょう。」 

長老（マーライ尊者）は彼らの言葉を聞き、それぞれの言葉を受け取り、喜び、神通力によ

って飛翔した。 
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3.4.『プラ・マーライ・クロン・スワット』（PM-KS, p. 16） 

พระมาลัย ไปโปรดสัตว์ดุจองค์พระโมคคัลลาน์ญาณ ให้นรก เย็นสำราญ พ้นจากยาก 
เพียงปางตาย เมื่อพระมาลัย เธอยังอยู่ หม้อเหล็กนั้น แตกย่อยหาย ครั้นเธอ เสด็จผันผาย 
จากนรก ด้วยฤทธี ผลบาปกรรม อำนวยให ้ นรกไซร้ กลับทุกข์มีหม้อเหล็กอัน 
พลัดพรายธุลี ที่แหลกนั้น ประมวลมา คุมเข้าเป็นดวงกลม ต้มสัตว์ไว้ ร้อนนักหนา 
เพราะบาป ใช้ชีบาให้เสียกิจ พระวินัย 
【和訳】 

マーライ尊者は、目連尊者のように、衆生を救済しにいき、地獄を涼しく快適にし、死ぬよ

うな苦しみから解放した。マーライ尊者がまだ［地獄に］いる時、鉄釜は木っ端みじんに壊れ

てなくなった。［マーライ尊者が］神通力によって地獄から帰っていくと、悪業が地獄を苦しみ

あるものに戻し、破壊され木っ端みじんになった鉄釜は（破片が）集まった。（鉄釜は）組み合

わさってまるくなり、衆生を煮ていた。とても熱かった。僧侶を使いヴィナヤ（律）を犯させ

たという悪業のためである。（地獄の描写の一部抜粋） 

 

3.5.諸「プラ・マーライ」文献の引用関係

以上のように 4 話の「プラ・マーライ」文献に説かれるマーライ尊者の地獄遍歴の記述をみ

ると、『マーレッヤデーヴァ長老物語』に見られる n!rak!na( pavuttim !haritv!（地獄の者たちの

ために伝言を持って行き）という句について『マーレッヤデーヴァ長老物語註』では、マーレ

ッヤデーヴァ長老が目連尊者のように地獄の者たちに法を示したなど、目連尊者の比喩（yath! pi 

moggall!no ca）を用いて注釈している。そして、この yath! pi moggall!no ca などのパーリ語句が

タイ語とパーリ語で書かれた欽定版『プラ・マーライ・カム・ルアン』に引用されていること

がわかる。『プラ・マーライ・カム・ルアン』の結びでは、この作品を「プラ・マーライ」文献

のパーリ語に従って叙述した、と記し22、また、Brereton［1995: 173］は『プラ・マーライ・カ

ム・ルアン』は、パーリ語の『マーレッヤデーヴァ長老物語』のいくつかの版の一つからの描

写を増広し精巧にした多くの文章を含んでいる、と指摘している。『プラ・マーライ・カム・ル

アン』の地獄の描写で引用されている yath! pi moggall!no ca・devatthero &hito tath!・ bahugu"o  

n!rak!na( dev!na( ca bahugu"o  という 3種のパーリ語句は、Denisによって校訂された『マー

レッヤデーヴァ長老物語』（Mth-v, pp. 19-20）には異読としても現れず、その注釈書である『マ

ーレッヤデーヴァ長老物語註』において現れている。すなわち、『プラ・マーライ・カム・ルア

                                            
22 PM-KhL, p. 73. 
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ン』の著者とされる Thammathibet王子が基本資料としたのは、『マーレッヤデーヴァ長老物語』

だけでなくその注釈書も含めたパーリ語の「プラ・マーライ」文献と言えるのである。 

マーライ尊者の地獄遍歴の描写に着目すると、『プラ・マーライ・カム・ルアン』において『マ

ーレッヤデーヴァ長老物語』の注釈書『マーレッヤデーヴァ長老物語註』から、パーリ語句を

引用していることから、『プラ・マーライ・カム・ルアン』の成立した 1737 年以前に『マーレ

ッヤデーヴァ長老物語』とその注釈文献『マーレッヤデーヴァ長老物語註』が成立していたこ

とがわかる。すなわち、『マーレッヤデーヴァ長老物語』→『マーレッヤデーヴァ長老物語註』

→『プラ・マーライ・カム・ルアン』の順に成立したことになる。 

タイで最も流布している『プラ・マーライ・クロン・スワット』では、どのような悪業によ

りどのような地獄に再生するのかが説かれ、地獄の描写が増大している。この『プラ・マーラ

イ・クロン・スワット』がいつどのように成立したのかは、明らかではないが、マーライ尊者

が目連尊者のように地獄の衆生を救済しに行った、という言及がみられるため、『マーレッヤデ

ーヴァ長老物語』から直接展開したのではなく、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』や『プラ・

マーライ・カム・ルアン』などの目連尊者に言及したテキストの影響を受けて成立したと考え

られる。 
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4.目連尊者 

ここからは、先述したマーライ尊者の地獄遍歴の記述で、マーライ尊者（マーレッヤデーヴ

ァ長老）が目連尊者のようである、と喩えられている点に着目していく。マーライ尊者は目連

尊者のように衆生の資助者であり、法を示し、地獄の火を破壊させ、雨を降らせ、地獄の釜を

破壊した等と説かれている。地獄に関する言及は、パーリ仏典の中でも初期に成立したとされ

る Dhammapadaや Suttanip!taにおいて既に見られるが23、パーリ三蔵中の地獄の描写で目連尊者

の地獄遍歴は言及されていない24。「プラ・マーライ」文献の多くで、マーライ尊者は目連尊者

のようであると喩えられているが、目連尊者が地獄遍歴をし、地獄の衆生を救済したという物

語はどこにおいて語られているのであろうか。 

4.1.目連尊者の地獄遍歴

目連尊者の地獄遍歴を説く仏教説話として、大衆部に帰属するとされる梵語の仏教説話集

Mah!vastu-avad!na（以下、訳号：『マハーヴァストゥ・アヴァダーナ』、略号：Mvとする）があ

る25。ここでは、目連尊者が地獄を巡り、八大地獄それぞれの地獄で苦しんでいる者たちを見て、

ジェータヴァナに帰り、その様子を四衆に告げ、いかなる悪業もこの世で行ってはならないと

説いている。そして、地獄の有様が詳細に説かれ、いかなる業果により、それぞれの地獄へ生

まれ変わるのか、さらに、地獄名の由来についても説かれている。『マハーヴァストゥ・アヴァ

ダーナ』では、目連尊者の地獄遍歴について説いているが、目連尊者の威力により、地獄が破

壊され、地獄の衆生が救済されたということには言及していない。 

 

4.2.目連尊者と餓鬼

説一切有部の文献に属するとされる梵語の仏教説話集 Avad!na(ataka（以下、訳号：『アヴァダ

ーナ・シャタカ』、略号：Av-( とする）の第 45 話「目連」では、目連尊者が餓鬼の依頼により

餓鬼の親族が布施をなし、餓鬼界から救済することが説かれている26。その梗概は、目連尊者が

王舎城で 500 人の餓鬼を見ると、餓鬼たちは目連尊者に「前世での悪業により餓鬼の境涯に生

まれ変わった。親族が私の名前で布施を指定すれば、餓鬼の生から解放されるだろう」と伝言

を依頼した。目連尊者は、親族にその伝言を語り、布施会のための準備をさせた。布施会の準

備が整った時には、餓鬼の姿が見えなくなってしまった。目連尊者が釈尊に問うと、餓鬼たち

                                            
23 Dhp, pp. 86-89, Sn, pp. 123-131. 中村［1996a: 53-54, 1996b: 142-148］参照。 
24 目連尊者は、釈尊の弟子の中でも神通第一として知られる十大弟子の一人である。目連尊者
については、DPPN, vol. 2, pp. 541-668、山辺［1984: 112-153］に詳しい。 
25 Mv, vol. 1, pp. 5-27. 平岡［2010: 4-17］参照。 
26 Av-(, pp. 256-260. 岩本［1968: 176-178］参照。 
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は目連尊者にも探せない所へ吹き飛ばされた、と語り、釈尊の神通力により餓鬼たちを布施会

の場所に呼び寄せ、餓鬼たちに親族による布施を見せて記憶させた。釈尊は、布施を指示して、

この布施の福徳が届くように、餓鬼界から速やかに上昇するように、と説き、その説法を聞い

た餓鬼たちは三十三天に再生し、天に生まれた餓鬼たちが、前世を思い出し、釈尊のもとを訪

れ、聞法した、というものである。 

以上のような『アヴァダーナ・シャタカ』の記述は、諸「プラ・マーライ」文献の地獄遍歴

の描写の後半に見られる餓鬼（地獄の衆生）の伝言を人間界にいる親族へ伝言し、親族による

布施により悪趣から救済されるという点と共通している。しかしながら、『アヴァダーナ・シャ

タカ』では、餓鬼界からの救済で、諸「プラ・マーライ」文献では地獄からの救済が説かれて

いる点が異なっている。また、諸「プラ・マーライ」文献の地獄遍歴の描写の前半に説かれる

目連尊者の威力による地獄の破壊には言及していない。 

餓鬼の救済を主題とした小部経典中 Petavatthu（以下、訳号：『餓鬼救済物語』、略号：Pvとす

る）において、目連尊者は、餓鬼界を訪れ、餓鬼にどのような悪業をなしたのか、を尋ね、そ

の話を釈尊に伝える者の一人として登場する 27。この『餓鬼救済物語』の注釈書である

Petavatthu-a##hakath!（以下、訳号：『餓鬼救済物語註』、略号：Pv-a とする）では、天・人・畜

生・地獄にはそれぞれの境涯の食があるため、人界から布施を指定しても助けとはならないが、

餓鬼だけはその果を受け取れる、という A&guttara Nik!ya（以下、ANと略す）の文言を引用し、

注釈している28。『マーレッヤデーヴァ長老物語註』は、この『餓鬼救済物語註』の注釈を引用

し、さらに、Milindapañh!（以下、訳号：『ミリンダ王の問い』、略号：Mil）を引用し、餓鬼に

指定したとしても、4種の餓鬼のうち「他人の施しによって生きる餓鬼」しかその果報を得るこ

とができない29、と注釈している。『マーレッヤデーヴァ長老物語』など諸「プラ・マーライ」

文献では、布施の指定による地獄の衆生の救済が説かれているが、古典的なパーリ語仏典に説

かれることとは相反しており、その相違を『マーレッヤデーヴァ長老物語註』では、指摘して

いる。しかしながら、タイでは、たとえ地獄へ堕ちていたとしても、布施の指定により悪趣に

再生した家族らを救済できるという思想が、定着し、マーライ尊者は、地獄の衆生を救済する

資助者として親しまれているのである30。 

 

                                            
27 藤本［2007: 304-306］参照。 
28 Pv-a, p. 28. 藤本［2006: 191-193］参照。AN, vol. 5, pp. 269-270. 
29 Mil. p. 294. 中村・早島［1964: 61-62］参照。 
30 Brereton［1995: 124］は、Mokkala Tham Pet（目連尊者が餓鬼に問う）という目連尊者と餓鬼
との問答を主題とした北タイ語やラオ語で書かれたテキストに言及しているが、タイ語やその

他の外国語に翻訳されたことはなく、その内容はわからないとしている。 
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4.3.目連救母伝説

目連尊者による悪趣からの救済を説く文献として、餓鬼に再生した母を救済する『仏説盂蘭

盆経』をはじめとする「目連救母伝説」がよく知られている。「目連救母伝説」は様々の物語に

展開し、伝承されているが、ここでは、その原型とされる『仏説盂蘭盆経』・敦煌出土『大目乾

連冥間救母変文』・日本に伝わる盆踊唄正本『目連尊者地獄巡り』という 3話について先行研究

に基づき述べておくこととする。

 

4.3.1.『仏説盂蘭盆経』31

岩本［1968: 9-23］によると『仏説盂蘭盆経』は、隋代の『歴代三宝紀』（597）や唐代の『開

元釈教録』（730）などの説では、西晋の武帝の時代（265-290）に竺法護が訳したとされるが、

梁の天監年間（502-519）の後半に先述された『出三蔵記集』では訳者不明とされている。宗密

の『盂蘭盆経疏』によると、前述の竺法護訳とされるもの、法炬が晋の恵帝の時代（290-306）

に訳した『灌臘経』、東晋の時代（317-420）の訳者不明の『報恩奉盆経』32の 3種の漢訳があっ

たとされるが、現存するのは、『仏説盂蘭盆経』と『報恩奉盆経』である。『仏説盂蘭盆経』と

呼ばれる仏典が 5世紀の終わり、乃至、6世紀初めに存在していたと考えられている。この『仏

説盂蘭盆経』は、目連救母伝説の母胎とされ、梵語や他の言語の原典が伝承されておらず、漢

訳のみが伝承されている。

その梗概は、目連尊者が神通力で亡き母が餓鬼道に堕ち苦しんでいることを知り、母に食物

を与えようとしたが、口に入る前に炭と化してしまった。そこで、目連尊者は母の救済方法を

釈尊に問うと、目連尊者一人の力では救済できず、安居の最終日である自恣の日、7月 15日に、

盂蘭盆の中に飲食を供え、衆僧に施せばその功徳によって餓鬼界から逃れることができると、

答え、教えの通りに目連尊者はなし、衆僧が歓喜し、その威神力によって目連尊者の母が救済

された、というものである。

4.3.2.『大目乾連冥間救母変文』33

目連尊者の地獄遍歴に言及するものとして、8世紀頃作成されたとされる敦煌出土『大目乾連

冥間救母変文』がある。

その梗概は、羅卜（出家以前の目連尊者）が僧侶らへ供養するよう母に依頼して商売へ出掛

けた。その間、母は供養をなさなかったにもかかわらず、帰宅した息子に、福徳をなしたと嘘

                                            
31 『大正』No. 685, 779a-c. 
32 『大正』No. 686, 780a. 
33 『大目乾連冥間救母変文』に関する以下の記述は、柿市他［1994, 1996, 1997］、岩本［1968: 36-39］、
筑後［2008］によるものである。 
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をついた。そのため母は死後阿鼻地獄へ堕ちた。出家し阿羅漢果を得た目連尊者は、母を探し

求めたが、見つけられず、釈尊に母の居場所を尋ねた。釈尊は、母は阿鼻地獄にいることを告

げると、目連尊者は母を探して、種々の地獄を巡り、阿鼻地獄にまで至った。阿鼻地獄は目連

尊者にも耐え難い所であり、釈尊のもとに帰り、これまでの経緯を語り、助力を懇願した。目

連尊者は、釈尊に授けられた錫杖によって阿鼻地獄の門を開き、母を探した。遂に母との再会

を得たが、地獄で苦しむ母を嘆き悲しみ、再び釈尊のもとを訪れ懇願した。釈尊は帝釈天らを

引き連れて地獄を破壊し、母を地獄から餓鬼道に救済した。そして、目連尊者が、母のために

施し、7 月 15 日に盂蘭盆をつくったことにより、母は畜生道に生まれ変わり、黒狗となった。

目連尊者は黒狗となった母を伴って 7日間、経典を読誦し、母は女の姿に戻り、遂に罪が滅し、

利天に再生した、というものである。

4.3.3.盆踊唄正本『目連尊者地獄巡り』

『目連尊者地獄巡り』と題する盆踊唄の正本が明治年間に至るまで刊行されていた。京都大学

国文学教室所蔵の頴原文庫に含まれるものが、岩本［1968: 147-169］に言及されている。

その梗概は、釈尊が、亡くなった父母の在処を尋ねた目連尊者に、父は阿弥陀浄土に、母は

八万地獄の釜底にいると、答えた。目連尊者は釈尊に許しを請い、地獄巡りを始めた。母を探

して種々の地獄を巡り、八万地獄へと辿り着いたが、その扉を開けられず、閻魔大王に扉を開

けてほしい、と懇願した。閻魔大王は八万地獄の臣下である八面大王を呼び出し、地獄の扉を

開かせた。八面大王は釜の中から、母を金棒に繋ぎ上げ、目連尊者に見せた。目連尊者は、そ

の姿を見る事もできず、娑婆の姿で見せてほしいと懇願し、陽炎の様な母と対面した。時が迫

り、母は八万地獄の釜底へ投げ込まれ、目連尊者は母を救えないまま、釈尊のもとへ帰った。

釈尊は目連尊者に、千部施餓鬼を行って地獄へ行くよう告げ、御経を認めて目連尊者に与えた。

目連尊者は、千部施餓鬼をなし、御経を手にして八万地獄へ向かった。目連尊者が八万地獄の

釜に御経を投げ込むと、大釜は 8 つに割れ、8 葉の蓮華となり、その蓮華に乗って母は浮かび、

地獄や餓鬼にいる他の衆生も救われた。救済された母は、他者も救われたことを妬ましい、と

言ったことにより、再び地獄へ落とされそうになるが、目連尊者が身代わりになると釈尊に懇

願したため許された、というものである。 

4.3.4.目連尊者による救済

以上、「目連救母伝説」を説く 3話をみると、目連尊者の母が堕ちた悪趣は、『仏説盂蘭盆経』

では、餓鬼道、『大目乾連冥間救母変文』では、阿鼻地獄で、そこから種々の方法によって、餓

鬼道、畜生道、人道、天道という段階を経て救済され、『目連尊者地獄巡り』では、八万地獄の

釜底である。また、その救済方法は、『仏説盂蘭盆経』では、衆僧への布施による衆僧の威神力
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により救済され、『大目乾連冥間救母変文』では、地獄から餓鬼へは釈尊や帝釈天らの威力によ

って、餓鬼から畜生へは盂蘭盆を造った善根によって、畜生から人へは御経の読誦によって、

人から天へは罪の消滅によって救済され、『目連尊者地獄巡り』では、施餓鬼をなし、釈尊から

授けられた御経を釜へ投下することにより地獄の釜が破壊され、その釜が蓮華となり、その蓮

華に乗って母が救済されている。

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』・『プラ・マーライ・カム・ルアン』・『プラ・マーライ・

クロン・スワット』では、マーライ尊者が目連尊者のように地獄の釜などを破壊し、地獄の衆

生を救済したと記しているが、目連尊者の威力によって地獄が破壊され、地獄の衆生が救済さ

れた、という物語は、これら「目連救母伝説」を説く文献にも説かれていないのである。 

4.4.『目連尊者の物語』

ここで、Mah!moggall!nattheravatthu（以下、訳号：『目連尊者の物語』、略号：Mogg-vth とす

る）を提示する34。これは、タイ国立図書館が所蔵するコム文字パーリ語の貝葉写本に基づく初

校訂テキストである。このタイトルの写本は、タイ国立図書館にも 1本しか所蔵されておらず、

タイ国立図書館の所蔵写本目録（The Vajirañ!"a Library［1921］）にもリストアップされていない
35。このテキストは、 “bra moggal! cao supin” とコム文字タイ語でタイトルが書かれた表紙の後

に Supinakum!raj!takaという物語の後に続けて、綴じられていたが、両話の筆跡が異なっている

ため、別人によって書写されたと考えられる。 

その梗概は、目連尊者は、阿鼻地獄へ行きたいと釈尊へ許しを請い、地獄へ向かった。目連

尊者が、地獄へ行くと、彼の威力により、雨が降り、銅釜は壊れ、灰汁河は干上がるなどし、

地獄の衆生は苦しみから解放された。地獄の衆生は、人間界から来た目連尊者に、各々の家族

に布施などの福徳をなし、施水を落とし、布施の果報を我々に指定してほしいという伝言を依

頼する。目連尊者は人間界へ戻り、地獄の衆生の伝言を彼らの家族へ伝えると、その家族たち

は、福徳をなし、地獄の衆生に指定した。それにより、地獄の衆生たちは地獄の苦しみから脱

し、天界に再生し、家族たちもまた、死後天界に再生した。目連尊者が地獄の火を天界に持っ

て行くと、神々は、楽に居座ることができなくなった。それを知った帝釈天が、目連尊者に天

界に長く滞在しないよう告げ、目連尊者は、地獄の火が害をもたらさないところへ置きに行き、

釈尊のもとに帰り、釈尊は、布施について説法した。 

先述した『マーレッヤデーヴァ長老物語註』などに見られる目連尊者の比喩と類似する描写

が、『目連尊者の物語』に現れていることが判る。以下に、それぞれのパーリ語文を挙げ、対応

                                            
34 テキスト及び翻訳は、本論文第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 316-322を参照されたい。 
35 タイ国立図書館目録カードのタイトルは Moggall!nasuttaであり、請求番号は、1582/ca/1であ
る。 
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箇所を示す36。表内の①~⑤は『目連尊者の物語』で語られる順序を示している。 

 

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』（Mth-v-#, pp. 132-133） 『目連尊者の物語』（Mogg-vth, p. 317） 

thero gantv! abhikkha"a( ñ!tu( narake vattam!na(ka( 

yath! pi moggall!no ca desetv! dhammam uttama(  

n!rak!na( pamocetu( devathero tath! aya(.  

 

 

 

yath! pi moggall!no n!setv! narakaggiyo  

vu&&hidh!ra( pavatteti devatthero tath! aya(.  

①devo vassanti 

yath! pi moggall!no ca n!setv! lohakumbhiyo  

n!seti uracakk!ni thero so maleyyo tath!.  

②lohakumbhiyo bhijanti 

 

yath! pi moggall!no ca p!tetv! simbalivana(  

n!seti pabbata'g!ra( devatthero tath! aya(.  

⑤patanti simbalirukkh! 

④vikiranti !'g!rapabbat! 

yath! pi moggall!no ca katv! kh!ranadi( madhu(  

p!yesi amata( satte devatthero tath! aya(. 

③kh!ra"adiyo sussanti 

yath! pi moggall!no ca netv! n!rakapesana(  

kathesi ñ!take nesa( devatthero tath! aya(.  

 

tasm! m!layyadevatthero sabbattha p!kato  

iddhinibbatto moggall!no ca devatthero thito pa ti. 

 

 

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』に現れる目連尊者の比喩と同様の内容が、『目連尊者の物

語』で語られているが、その順序や、使用する動詞が異なり、表現は一致していない。従って、

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』の著者が、『目連尊者の物語』と同系統の写本を見ながらこ

の比喩を著したのではなく、『目連尊者の物語』と類似する説話が様々に伝承されており、それ

らに基いて著した、あるいは、類似する物語を想起して著した、と考えられる。 

 

4.5.目連尊者とマーライ尊者

梵文仏典『マハーヴァストゥ・アヴァダーナ』では、目連尊者の地獄巡りに言及し、『アヴァ

ダーナ・シャタカ』などでは、目連尊者が餓鬼の伝言を人間界に伝え、布施の指定により餓鬼

を救済することに言及している。しかし、これらの文献では、地獄の破壊に言及せず、地獄の

                                            
36 以下に挙げる両テキストは、底本に従う。校訂については Mth-v-#, pp.132-133・Mogg-vth, p. 317
を参照されたい。 
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衆生からの伝言ではなく、餓鬼からの伝言を伝え、餓鬼を救済している。日本に伝わる「目連

救母伝説」の盆踊唄『目連尊者地獄巡り』において地獄の釜の破壊が言及されるが、ここでは、

目連尊者の威力によって地獄の釜が破壊され、母を救済したのではなく、釈尊から授かった御

経を釜に投じたことによって破壊されている。 

本節で提示した『目連尊者の物語』は、目連尊者が地獄に到来したことにより地獄が破壊さ

れ、さらに、地獄の衆生を救済するための伝言をその家族へ伝え、布施を指定させ救済した、

と説いており、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』などに言及される目連尊者の比喩と類似した

内容を伝えている。マーライ尊者の比喩の源泉となる目連尊者の説話が蔵外パーリ語文献とし

てタイに伝承されていることが明らかとなった37。 

 

5.小結

中部タイでは、『プラ・マーライ・クロン・スワット』が流布し、寺院壁画にマーライ尊者が

地獄の衆生に慈悲をたれている姿で描かれていることから38、「プラ・マーライ」というと、地

獄を想起させる説話であるが、この地獄の描写はパーリ語の『マーレッヤデーヴァ長老物語』

では、具体的な地獄の描写はなく、さらに、その源泉資料と考えられる S"h所収「弥勒の物語」

には、地獄の描写は全くない。すなわち、「弥勒の物語」から『マーレッヤデーヴァ長老物語』

への展開においてマーレッヤ長老（マーライ尊者）の地獄巡りの描写が加筆されたと考えられ、

この「マーライ尊者の地獄遍歴」の記述に焦点を当てると、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』・

『プラ・マーライ・カム・ルアン』・『プラ・マーライ・クロン・スワット』では、目連尊者の

比喩を用い、マーライ尊者の地獄遍歴を説いていることがわかる。『マーレッヤデーヴァ長老物

語』から他の「プラ・マーライ」文献への展開において、目連尊者が地獄を遍歴する姿と重ね

合わせてマーライ尊者の地獄遍歴が加筆されたのである。 

また、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』・『プラ・マーライ・カム・ルアン』の引用関係をみ

ると、『プラ・マーライ・カム・ルアン』に引用されるパーリ語句が、『マーレッヤデーヴァ長

老物語』ではなく、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』から引用していることから、『マーレッ

ヤデーヴァ長老物語』、その注釈書『マーレッヤデーヴァ長老物語註』、『プラ・マーライ・カム・

ルアン』の順で成立したと考えられる。『プラ・マーライ・クロン・スワット』が、どのような

                                            
37 目連尊者の地獄遍歴に言及する文献として、Brereton［1995: 124］は、Mokkala Pai Du Narok
（目連尊者が地獄を見に行く）、Mokkala Long Lok（目連尊者が世界に下る）という目連尊者の
地獄遍歴を主題としたラオ語や北タイ語で書かれたテキストがあるが、タイ語やその他の西洋

諸語に翻訳されていない、と述べている。これらの文献の内容がいかなるものであるのかは未

確認であるが、本章で言及した『目連尊者の物語』と何らかの関連がある可能性は高く、今後

研究を進めて行かなければならない。 
38 ソン・シマトラン［1989: 61-64］ 
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文献に影響され、成立してきたのかについては、パーリ律やタイ語仏典『三界経』の影響が指

摘されているが39、扇情的な地獄の描写がどのように加筆されてきたのかは、未だ明確な見解は

提示されていない。また、「弥勒の物語」から『マーレッヤデーヴァ長老物語』への展開におい

て加筆されたと考えられる『ヴェッサンタラ・ジャータカ』の朗詠を聴聞すれば、弥勒仏に会

うことができるという重要な物語の要素については、『ヴェッサンタラ・ジャータカ』の朗詠の

前に「プラ・マーライ」を読誦する習慣のある北タイや東北タイなどに伝わる「プラ・マーラ

イ」文献を含めて再考しなければならない。 

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』・『プラ・マーライ・カム・ルアン』・『プラ・マーライ・

クロン・スワット』では、マーライ尊者は目連尊者のようである、と説いているが、この目連

尊者のモチーフは、パーリ三蔵や、梵文仏典には言及されておらず、漢訳仏典などの「目連救

母伝説」においても目連尊者の威力により地獄が破壊されたという物語は存在しなかった。本

論文で新たに提示したパーリ語蔵外仏典『目連尊者の物語』により、目連尊者が地獄を訪れ、

彼の威力により地獄に転変をもたらし、地獄の衆生の伝言を人間界に伝え、地獄の衆生を地獄

から救済するという説話が、タイに伝承されていることが明らかとなった。  

Anuman Rachathonは、「プラ・マーライ」文献の一つである『プラ・マーライ・カム・ルア

ン』の序文において、マーライ尊者が地獄の衆生を救済する点で地蔵菩薩と類似した特徴を有

していることや、弥勒菩薩に言及する物語であることから、「プラ・マーライ」は大乗的な物語

である40、と指摘している。また、『タイ日大辞典』では、 “พระมาลัย（マーライ尊者）” を「地

蔵菩薩」、 “มาลัยสูตรคำหลวง（malai sut kham luang、『プラ・マーライ・カム・ルアン』）” を『地

蔵菩薩経』とし41、さらに、 “กษิติครรภ（地蔵菩薩）” の項では、華僑は “ตี้จังพู่สะ (ticang phusa)” 、

タイ人は “พระมาลัย (phra malai)” と呼ぶ42、としている。本章前半でみたように、マーライ尊者

は、S"h所収「弥勒の物語」で天界へ行き、天人と問答をするマーレッヤという名の長老から展

開したのである。また、本章後半でみたように、マーライ尊者は、目連尊者のように地獄の衆

生を救済したと説かれている。マーライ尊者は、目連尊者に喩えられているのであって、地蔵

菩薩であるとも、地蔵菩薩のようであるとも、説かれていないのである。従って、マーライ尊

者が地蔵菩薩である、というのは、誤った見解である。大乗仏教では、釈尊の没後から弥勒仏

が現れるまでの間の衆生の救済者として地蔵菩薩という存在を求め、一方、南方上座部仏教で

は、釈尊の時代に衆生を救済した目連尊者のような地獄からの救済者としてマーライ尊者を求

めており、双方とも地獄からの救済者を欲したことになるのである。 

                                            
39 Brereton［1995: 117-125］ 
40 PM-KhL, pp. IV-V. 
41 冨田［1997: 1157］ 
42 冨田［1997: 127］ 
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第 4章  
『マーレッヤデーヴァ長老物語註』について  

 

M!leyyadevattheravatthud"pan"#"k!（以下、訳号：『マーレッヤデーヴァ長老物語註』とする）は、

M!leyyadevattheravatthu（以下、訳号：『マーレッヤデーヴァ長老物語』とする）の注釈書である。

『マーレッヤデーヴァ長老物語』は、第 3 章に言及するように既に先行研究があり、ローマ字

校訂テキスト及び英訳が出版されている1。一方、その注釈である『マーレッヤデーヴァ長老物

語註』は、Brereton［1995: 18-19］によれば、先行研究はなく、Mi Chuthong［1973］によるタイ

語訳がある、とされている。Brereton［1995: 18-19］の言及の後、タイの僧院大学マハーチュラ

ロンコン大学にタイ文字校訂テキストとタイ語訳を収めた修士論文 Phannava［2006］が提出さ

れた。本論文では、初のローマ字校訂テキストと和訳を提示している2。 

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』は、蔵外仏典『マーレッヤデーヴァ長老物語』の注釈書

であるが、これまでにこのような東南アジア撰述の蔵外の説話の注釈書研究は全くなされてお

らず、蔵外仏典の注釈書がどのようなものであるのかすら知られていない。本章では、東南ア

ジア撰述の蔵外仏典の注釈書『マーレッヤデーヴァ長老物語註』の著者が、どのような語句を

注釈すべき重要語句であると捉えていたのか、どのような知識に基づき注釈しているのかを考

察する。さらに、典拠に挙げられた仏典名や著者名から『マーレッヤデーヴァ長老物語』の成

立年代を再考する。 

1.『マーレッヤデーヴァ長老物語註』における注釈

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』では、語句の言い換えによる語義説明や文法の説明に留

まらず、三蔵の注釈文献などを引用して注釈している語句がある。以下に、同様の言及が認め

られ、典拠と考えられる仏典が明らかとなったものについて、どのような語句に対して、どの

ような典拠を用いて注釈しているのか、以下に挙げる。“tena vutta!（だから言われたのである）” 

や “tath" hi vutta!（同様に言われたのである）”という句に続いて言及されるため、何らかの典

拠があることを示しているが、既刊テキストに同様の語句を求めることができず、典拠不明の

引用も残る。これら典拠を特定できなかった注釈、及び、文法説明を除き以下に挙げる。なお、

テキスト・翻訳篇『マーレッヤデーヴァ長老物語・マーレッヤデーヴァ長老物語註』に従い、

セクション番号と見出しを付す。注釈の詳細は本論文第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 118-315を参

照されたい。 

                                            
1 Collins［1993］. 
2 本論文の校訂テキストでは、Phannava［2006］と同様の写本を用いているが、底本や転写方針、
校訂方針は異なる。 
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①【帰依文】

『マーレッヤデーヴァ長老物語』の冒頭の三帰依について、Dhammasa$ga%" の副註

Dhammasa$ga%"m&la#"k!（略号：As-m#）と Buddhaghosaによる Dhammasa$ga%"の注釈書 Atthas!lin"

（略号：As）とを引用し、三宝に帰依する目的を論じている。さらに仏・法・僧という三宝が

いかなるものであるのかを説明し、「善逝（sugata）」の語義解釈については、Buddhaghosa によ

る Visuddhimagga（略号：Vism）と Vinaya の注釈書 Samantap!s!dik!（略号：Sp）から一部を引

用し、その詳細は Vismと Spに譲っている。『マーレッヤデーヴァ長老物語』の冒頭の帰依文を

注釈することで、『マーレッヤデーヴァ長老物語』を著した目的について解説している。 

②【長老による天界と地獄の遍歴】

「ターンバパンニ島に（T"mbapa##id$pe）」や「マーレッヤデーヴァ長老が（M"leyyadevatthero）」

という固有名の解説をしており、Saddavuttiva%%an!を引用して「長老が（Thero）」という語の解

釈を示している。 

「地獄の者たちのために伝言を持って行き（n"rak"na! pavuttim "haritv"）」について、

Mah!moggall!nattheravatthu（略号：Mogg-vth）に類する言及を示し、マーレッヤデーヴァ長老は

目連尊者のような資助者であると注釈している。また、Milindapañh!（略号：Mil）を引用し、4

種の餓鬼のうち、他人の施しによって生きる餓鬼のみが果を得ることができ、さらに

Petavatthu-a##hakath!（略号：Pv-a）に引用される A$guttara Nik!ya（略号：AN）の記述を引用し、

地獄・畜生・人間・神々にとって布施は役に立たず、餓鬼のみに布施が役立つという教えを示

し、地獄の衆生には布施の果報を転送することはできないと注釈している。 

③【貧者による青蓮華の布施】

「劣ったものであれ、優れたものであれ（l%kha! pa#$ta! v"）」について、D"gha Nik!ya（略号：

DN）の第 5経 “k%&adantasutta” に対する Buddhaghosaによる注釈書 Suma$galavil!sin"（略号：Sv）

とその副註 L"natthava%%an!（略号：Sv-#）の解説を引用し、布施には奴隷・友・主の 3種がある

とし、Pa##h!na-a##hakath!（略号：Pa##h-a）を引用し、「deti（与える）」という語の解釈を示して

いる。 

④【長老のチューラーマニ・チェーティヤへの到来】

「神通力の基礎（abhiññ"p"daka!）」について、Anuruddha による Abhidhamma の綱要書

Abhidhammatthasa$gaha（略号：Abhidh-s）を引用し、5 種の神通力を示し、S"riputta による Sp

の副註 S!ratthad"pan"（略号：Sp-#）を引用し、神通力とは何かを示している。 

「第四禅に（catutthajjh"na!）」について、Sp を引用し、禅定とは何か、禅定の種類、第四禅

について解説し、Visuddhimaggaga%#h"を引用し、第四禅に入る段階を示している。 

⑥⑦⑧【1~3人目の天人の到来】

Majjhima Nik!ya（略号：MN）の “Dakkhi#"vibha'gasutta” とその注釈書 Papañcas&dan"（略号：



 74 

Ps）により、布施をする対象によって得られる果報が異なるということを示している。 

⑫⑬【7・8人目の天人の到来】

「アバヤドゥッタの弟（Abhayadu&&hassa bh"t"）」・「アバヤドゥッタ（Abhayadu&&ho）」について、

Mah!va'sa（略号：Mhv）の言及を受けて、各々弥勒の第二の声聞、第一の声聞であると述べて

いる。 

○23【帝釈天と長老の対話】

「十波羅蜜（dasap"ram$）」などの語句について Dhammap"la による Cariy!pi#aka（略号：Cp）

の注釈書 Cariy!pi#aka-a##hakath!（略号：Cp-a）の言及を受けて、波羅蜜の語義解釈、十波羅蜜

や三十波羅蜜について注釈している。 

「 最 上 の 一 切 知 仏 た ち に よ っ て （ se&&hasabbaññ%buddhehi ）」 に つ い て 、 Sv や

Dhammapada-a##hakath!（略号：Dhp-a）の言及を提示し、解説している。 

「正覚（sambodhi）」について、Dasabodhisatta-uddesa（略号：Dasab）を示し、弥勒菩薩を含

めた十菩薩が正覚を得ると説いている。 

○24【弥勒菩薩と長老の対話（弥勒の福徳）】

「『マハーヴェッサンタラ・ジャータカ』を一日で完全に聞きなさい（Mah"vessantaraj"taka! 

ekadivase yeva parini&&hita! su#antu）」という句について、なぜ『ヴェッサンタラ・ジャータカ』

であるのか、さらに、Suttanip!ta（略号：Sn）・その注釈書 Paramatthajotik! I（略号：Pj I）・Mah"yasa

による文法書 Kacc!yanas!raを引用し、なぜ一日でと限定したのかを注釈している。 

「菩提樹の切断（bodhisattassa chedakan）」について、AN の Buddhaghosa による注釈書

Manorathapur!n"（略号：Mp）を示し、菩提樹の取り扱いの是非について解説している。 

12世紀の Kassapaの作とされる An!gatava'sa（略号：An!g）を引用し、どのような悪業をな

せば弥勒に見えることができず、どのような善業をなせば弥勒に見えることができるのかを説

いている。 

○25【弥勒菩薩と長老の対話（弥勒の下生）】 

「刀中劫（satthantarakappo）」について Svの注釈を提示し、3種の中劫のうちの刀中刧である

と注釈している。 

「サカタ（saka&a）」について、Vinay!la$k!ra#ik!p!limuttakavinayavinicchayasa$gaha（略号：P!lim-n#）

を引用し、度量衡の説明をし、さらに、An!gを引用し、未来に実る米について注釈している。 

「時・地方・島・家柄・母と言われる 5 つの考察をして（k"ladesad$pakulam"t"yusa!kh"t"ni 

pañcavilokan"ni viloketv"）」について、Dhp-aや An!gの Upatissaによる注釈書 Amatarasadh!r!（略

号：An!g-a）を示し、5つの観察をそれぞれ説明している。 

「輪廻の方に迷い込んだ者たち（sa!s"radisasamu(he）」について、六方で昏迷した者たちと注

釈し、その六方について DNの言及を示し、注釈している。 



 75 

J!taka-a##hakath!（略号：Ja）の第 530話 “Sa!kiccaj"taka” を引用し、どのような悪業をなす

ことによって「黒縄地獄に（k"(asutte）」堕ちるのか、八大地獄の四門にそれぞれ 4 つの小地獄

があり、全部で 128小地獄 となると注釈している。 

○26【弥勒の兜率天への帰還】

「満月時における月のように（pu##am"ya! yath" cando）」について、Svの月の満ち欠けの注

釈を示し、布薩日について解説している。 

「ライオンが（s$ho）」について、Sa'yutta Nik!ya（略号：SN）の Buddhaghosa による注釈書

S!ratthappak!sin$（略号：Spk）や SN の記述を示し、4 種のライオンのうち鬣ライオンが意味さ

れているとしている。 

「ガルダが（garuddho）」について、Svや Apad!naの言及を示し、ガルダの大きさや特徴につ

いて注釈している。 

「山の中で（nagamajjhe）」について、Pj Iを引用し、7つの山々があると注釈している。 

○27【長老の閻浮提への帰還】

Vismや Dhammap"laによるその副註 Paramatthamañj&s!（略号：Vism-mh#）から一部を引用し、

無限遍浄戒についてその概要を示している。 

○28【青蓮華を布施した貧者の再生】

「五支の楽器を響かせて（pañca'gikasa!ghu&&he）」について Ps などの注釈書の言及に基づき

注釈している。 

 

以上の如く、三蔵や Buddhaghosa・Dhammap"laによる注釈書だけでなく、An!gなどの蔵外仏

典も典拠となっていることがわかる。三宝への帰依・地獄・布施・禅定などに注釈を加えてお

り、『マーレッヤデーヴァ長老物語』の物語をよりわかりやすくするための注釈書というよりも、

むしろ『マーレッヤデーヴァ長老物語』に現れる仏教用語について、自らの言葉で注釈するの

ではなく、Buddhaghosaらによる著作を引用し、注釈者の知識によって彩られたものである。『マ

ーレッヤデーヴァ長老物語註』がなければ『マーレッヤデーヴァ長老物語』の内容が理解困難

であるというものではなく、『マーレッヤデーヴァ長老物語』から切り離し得る注釈書である。  
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2.『マーレッヤデーヴァ長老物語註』の成立年代

2.1.先行研究

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』は、『マーレッヤデーヴァ長老物語』と同様に 2部からな

る 著 作 で あ り 、 第 1 部 の 最 後 に 「『 マ ー ラ ッ ヤ 物 語 註 』 第 1 部 が 、

Tilokatilaka-anantabuddhasirisaddhammakittim"nandapañña という名の長老によって作り終えられ

た」と記され、第 2 部の最後に「『マーラッヤ物語註』第 2 部は、教えの中に確立するために

Buddhavil"s"vhayaによって 3年かけて書き終えられた」と記されている。これについて、Phannava

［ 2006: 13-27］は、 Tilokatilaka-anantabuddhasirisaddhammakittim"nandapañña という著者は

Dhammakittimah"s"m$ で、第 1 部の成立年代を西暦 1389 ~ 1405 年とし、第 2 部の書写者は

Dhammakittimah"s"m$ の弟子 Buddhavil"s"vhaya であるとしている。  さらに、第 1 部が

Dhammakittimah"s"m$ によって “kat"（作られた）” のであり、第 2部は Buddhavil"s"vhayaによ

って “likkhit"（書かれた）” とし、第 2部は、Dhammakittimah"s"m$が Buddhavil"s"vhayaに刻ま

せたという見解を導いている。 

 

2.2.『マーレッヤデーヴァ長老物語註』に引用される仏典名及び著者名

注釈書に引用される語句だけでは、典拠を特定することが困難な場合もあるが、仏典名や著

者名を伴って言及される場合は、その典拠を特定することが可能である。『マーレッヤデーヴァ

長老物語註』の著者が明らかにその仏典を知っており、その言及を用いて注釈したと言える。

すなわち、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』よりも前に典拠となる仏典が成立していなければ

ならない。以下に、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』に言及される仏典名、著者名を挙げ、そ

の仏典について Hinüber［1996］・橘堂[1997]・Skilling & Santipakdeekham［2002］に基づき簡単

に解説する。

・Visuddhimagga：4・5世紀の Buddhaghosaによる著作。 

・Samantap!s!dik!：Vinayaの Buddhaghosaによる注釈書。 

・Saddavuttiva%%an!: Saddhammaguru（Saddhammap"laの説もあり）の 17世紀前半の著 Saddavutti

の注釈書である。Saddavutti-pur!%a-#"k!、あるいは、("k!-saddavutti-vitth!ra の名で知

られ、ビルマのパガンの S"riputta長老の著書である3。 

・“Tiroku&apetavatthuva##an"”：Pvの Dhammap"laによる注釈書 Pv-aの第 1章第 5話。 

・B!l!vat!ra：簡潔な文法の入門書。スリランカでは一般的であるが、ビルマやタイでは一般的

ではない。14世紀の Mah"s"m$ Dhammakitti Iあるいは IIの作とされるが、著者、年

代は不詳である。 
                                            
3  橘 堂 ［ 1997: 265 ］ に よ る と 、 Saddavutti に は 、 abhinava-#"k! （ マ ン ダ レ ー の
Dakkhin"r"m"dhipatiMah"thera著、1858年）や J"gar"cariyaによる注釈書もある。 
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・“K%&adanta”：DNの第 5経 “k%&adantasutta” 。 

・Pa##h!na##hakath!：アビダルマ七論の一つ Pa##h!naの Buddhaghosaによる注釈書。 

・Anuruddha：Abhidhammaの要綱 Abhidhammasa$gahaの著者。10世紀・11世紀頃の人とされる。 

・S!ratthad"pan"：Vinayaの注釈書 Samantap!s!dik!の S"riputtaによる副註。 

・Visuddhimaggaga%#h"：Vismの Chapa&aによる副註。 

・“Dakkhi#"vibha'gasutta&&hakath"”：MNの第 142経 “Dakkhi#"vibha'gasutta”の注釈。 

・“Himavanta&&hakath"”：Jaの第 547話 Vessantaraj!takaの一節の名称と思われる。 

・Dhammapada “up"sakadhammasavanatthu”：Dhp-aの第 18章第 9節 “pañcaup"sakavatthu”。 

・Suttanip!ta “kasibh"raddh"jasutta”：Snの第 4経 “Kasibh"radv"jasutta”。 

・Kacc!yanas!ra：Mah"yasaによる 14世紀の作、6章 71偈からなる Kacc"yana文法の要点を解

説したものである。 

・An!gatava'sa：南インド Co(a出身の Kassapa（12世紀）の作とされる。 

・ Vinaya#"k! ： 17 世 紀 の ビ ル マ の ラ タ ナ プ ラ の Tipi&ak"la'k"ra 長 老 に よ る

P!limuttakavinayavinicchayasa$gahaの注釈書 Vinay!la$k!ra#ik!p!limuttakavinaya- 

vinicchayasa$gaha。 

・Sa'kiccapa%)itaj!taka: Jaの第 530話 Sa'kiccaj!taka。 

 

以上のように、これまでの研究により文献の成立年代や著者の年代が明らかとなっているも

のから『マーレッヤデーヴァ長老物語註』の成立年代を探ると、Saddavutti（17世紀前半）の注

釈書 Saddavuttiva%%an! と Vinay!la$k!ra#ik!p!limuttakavinayavinicchayasa$gaha（17 世紀）という

2つの文献が引用されていることから、17世紀以降に成立したと考えられる。さらに、Phannava

［2006: 27］は、第 1部は Tilokatilaka-anantabuddhasirisaddhammakittim"nandapaññaによって作ら

れ、第 2 部は Dhammakittimah"s"m$ の弟子である Buddhavil"s"vhaya によって刻まれたとしてい

るが、第 1部の著者と第 2部の筆写者が師弟関係にあったかどうかは、『マーレッヤデーヴァ長

老 物 語 註 』 に 何 ら 言 及 さ れ て お ら ず 、 不 確 か な 結 論 で あ り 、

Tilokatilaka-anantabuddhasirisaddhammakittim"nandapañña と Buddhavil"s"vhaya とが同一人物であ

る 可 能 性 も あ る 。 ま た 、 Phannava ［ 2006: 27 ］ は 、 第 1 部 は

Tilokatilaka-anantabuddhasirisaddhammakittim"nandapañña によって作られた（kat"）であり、第 2

部は Buddhavil"s"vhayaによって刻まれた（likkhit"）とし、“kat"（作られた）” と “likkhit"（書

かれた）” という語を使い分けているという見解を示しているが、現段階では断定はできない。

他の蔵外仏典の注釈文献において、これらが異なる意味で用いられているのかを検討しなけれ

ばならない。 
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3.小結

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』は、『マーレッヤデーヴァ長老物語』の物語の一部となる

ものではなく、『マーレッヤデーヴァ長老物語』に現れる重要な用語を三蔵の注釈書などから引

用し解説するものであり、17 世紀以降に成立したと考えられる。三蔵から蔵外仏典に至るまで

様々な引用を用いて注釈していることから、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』が豊かな知識に

基づき著作されたことを表している。蔵外仏典の注釈研究はこれまで全くなされていないが、

蔵外仏典の注釈文献は、注釈文献の成立時に注釈者がどのような知識を持っていたのかを示す

非常に興味深い研究対象である。『マーレッヤデーヴァ長老物語註』において何らかの典拠に基

づき言及されているが、その典拠を明らかにできていないものもあり、これらは、既刊の三蔵

やその注釈文献などの古典的な仏典ではなく、蔵外仏典を典拠としていると考えられるため、

蔵外仏典全体の研究が進展すれば、成立年代をさらに限定し、注釈者の知識が何に基づくもの

であるのかを明らかにできる。 
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第 5章
『スピナクマーラ前世物語』―出家による救済―

タイ国立図書館所蔵 Supinakum!raj!taka（以下、訳号：『スピナクマーラ前世物語』、略号、Sk-j）

は、未刊テキストであり、そのタイトルから前世物語と推測されるが、その内容は未だ明らか

にされていない。本章では、『スピナクマーラ前世物語』を概観し、類似するタイトルで知られ

る他の仏典との関連を探る。 

 

1.『スピナクマーラ前世物語』1

タイ国立図書館所蔵写本に記されたタイトルは、Supinnakum!raj!"akaであり、『目連尊者の物

語』（Mah!moggall!nattheravatthu）と一緒に綴じられていたが、明らかに両話の筆跡は異なる2。

また、『スピナクマーラ前世物語』も前半の 2葉（ka, a – k!, b）と後半の 3葉（4, a – 6, b）で筆

跡が異なり、フォリオ番号も連続していない。書写者は代わっているが、物語は連続している

ため、語句の重複や欠落はないと思われる3。タイ国立図書館の目録（The Vajirañ!"a Library［1921］）

にはリストアップされていないが、Skilling & Santi Pakdeekham［2004: 55］によれば、Banchi ruang 

nangsu nai ho phra samut watchirayan, phak thi 1, phanaek bali, ph. s. 2459 (Catalogue of Books in the 

Vajirañ!#a Library, Part 1, P!li Section, 1916)には、Supinakum!raj!takaというタイトルがリストア

ップされている4。 

 

1.1.『スピナクマーラ前世物語』の梗概

①【母の夢と年長者の予言】 

サーヴァッティーから遠く離れた猟師の村の猟師長の息子スピナクマーラがいた。スピナク

マーラの母は結生を得た時、薪を取りに森に入って道に迷い、そこに偉大な苦行者が現れ、彼

女に摩尼宝珠を与えるという夢をみた。目を覚まし、年長者から、最上の息子を得るという予

言を得た。 

                                            
1 テキスト及び翻訳は、本論文第 2部テキスト・翻訳篇 pp. 323-338を参照されたい。 
2 『目連尊者の物語』では、 “mah!moggall!"atheravatthunitthita#” と物語の最後に記されている
が、本文中では、 “mahiddhika mah!nubh!va” や “thera” と記されるだけで “moggall!na（目連）” 
という名は明記されない。 
3 タイ国立図書館の請求番号 1582/ca/1、タイトルโมคฺคลฺลานสุตฺต（moggall!nasutta）。 
4 筆者未見のため、ここに挙げられる Supinakum!raj!taka が、『スピナクマーラ前世物語』と同
様の物語であるかは明らかではない。『スピナクマーラ前世物語』は、タイ国立図書館で先述し

た『目連尊者の物語』を請求した際に、偶然読む機会を得た写本である。そのため、

Supinakum!raj!takaというタイトルからタイ国立図書館で資料収集をしておらず、目録カードを
未確認である。 
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②【スピナクマーラの誕生から出家】 

母は金色の男子を出産し、父はスピナクマーラと名付けた。スピナクマーラが 7 歳の時父は

病によって死んだ。父は生前、福徳を為さなず、スピナクマーラは、父の死後、精舎へ行き、

16 歳まで比丘僧伽に仕え、ある日、和尚に出家を願い出た。和尚は、両親の許しを得なければ

出家を認めないと告げ、スピナクマーラは母に出家の承諾を得るために帰省した。母は息子の

出家を一度は拒んだが、息子をとめることができず、出家を許した。精舎に戻ったスピナクマ

ーラは、母の許しを得たことを告げ、沙弥として出家した。 

③【母の堕地獄】 

夜魔王は、従者に、閻浮提に福徳をなさない者がいれば地獄へ投下するよう命じた。2人の夜

魔の守護者が、森で眠っているスピナクマーラの母を見つけ、地獄へ連れて行った。母は遠く

から見える地獄の火を見て、息子の袈裟の色と同じだと告げ、嘆き悲しんだ。すると、地獄に

黄金の蓮が現れ、冷たくなり、2人の夜魔の守護者は、奇妙な出来事を見て、母を連れて、夜魔

王の所へ戻った。夜魔王は、息子が出家したことを知り、母は地獄から脱した。 

④【スピナクマーラと母の対話】 

母は息子の許へ行き、地獄から脱したことを告げると、スピナクマーラは、戒の偉大さを語

った。そしてスピナクマーラは具足戒を得て修習した。 

⑤【母父の救済】 

母は死後三十三天に再生した。一方、悪業により餓鬼に再生していた父は、長老となったス

ピナクマーラの許を訪れた。長老が餓鬼の正体を尋ねると、その餓鬼は父親であったことを明

かした。長老が、餓鬼のために布施をすると、その餓鬼は天人に再生した。その天人は、スピ

ナクマーラの許にやって来て、戒の威力により天界に再生したことを告げた。  
 

1.2.『スピナクマーラ前世物語』の主題

『スピナクマーラ前世物語』は、-j!taka（前世物語）とタイトルに付されているにもかかわら

ず、第 1 偈を物語の冒頭に据えるというジャータカ形式をとっておらず、物語の終わりにも、

現世と前世との連結がなく、スピナクマーラが誰の前世として語られているのかが判らない。

前世物語というよりもむしろ、猟師として殺生をなし悪業を積んだ両親を出家したことにより

悪趣から救済する、出家の功徳を説く物語であると言える。 
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2. 類似するタイトルの仏典

ここからは Supinakum!raj!takaというタイトルと類似するタイトルの 3話の物語に言及し、『ス

ピナクマーラ前世物語』との関連の有無を確認する。 

 

2.1. 『夢による予言前世物語』

類似するタイトルの物語として、パーリ三蔵に含まれる 547話のジャータカの第 77話『夢に

よる前世物語』（Mah!supinaj!taka）がある5。以下にその梗概を挙げる。 

コーサラ国王が眠りについて、明け方に 16の夢を見て、恐怖から目を覚ました。王がバラモ

ンに尋ねると、バラモンは、王国の障碍・生命の障碍・富の障碍のいずれかが起こる悪い夢で

あると答え、王はその対策を尋ねた。バラモンたちはあらゆる四辻で犠牲祭を行うよう告げ、

王はその言葉通り生け贄のために生類を集めた。王妃は王に最上のバラモンである釈尊にも夢

の対策を尋ねるよう勧めた。 

王は釈尊の許を訪れ、王に夢を語った。まず、第一の夢は、4頭の牡牛が四方から王庭にやっ

てきて、人々はそれを観ようと集まり、戦いの様相を示し、吼えたりしたが、結局戦わずに立

ち去った、と告げた。これに対し釈尊は、この夢の結果は、現在には起こらず、雨が正しく降

らず飢饉となった未来に起こるだろう、いまにも雨が降るかのように雷が鳴り出し、雷鳴がひ

らめいたのに、牡牛が戦いをやめたように、雨が降ることなく雲が散ってしまう。バラモンた

ちは自らの生活の為にあのような対策を告げたのである、と語った。 

そして、王が、樹の夢、牝牛の夢、仔牛の夢、馬の夢、牝ジャッカルの夢、水瓶の夢、蓮華

の夢、生米の夢、栴檀の夢、ひょうたんの夢、岩石の夢、カエルの夢、カラスの夢、ヤギの夢

について語ると、その結果を釈尊が答え、前世物語を語り始めた。 

昔、ブラフマダッタ王が同様の夢をみて、バラモンの助言により犠牲祭をなした。自らの利

益のために王に犠牲祭をするよう勧めたバラモンと絶縁したバラモンの若い弟子が、王の庭園

に至り、苦行者（ボーディサッタ）に近づき、王がバラモンに唆されているため、生き物が怖

れていることを告げた。ボーディサッタは、王を連れてきてくれれば夢の結果を説明しよう、

と告げ、若いバラモンは王を連れて庭園へ来て、王が夢を語ると、ボーディサッタは夢の結果

を説明し、バラモンと一緒になって犠牲祭をしてはならないと説いた。 

 

                                            
5 Ja, vol. 2, pp. 334-345. 中村［1987: 24-36］参照。 
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2.2. 「パンニャーサ・ジャータカ」集所収『スピナ前世物語』

東南アジアにのみ伝わる蔵外のジャータカの集成として「パンニャーサ・ジャータカ」集が

ある6。その中でもタイ国立図書館写本に基づきタイ語訳されたタイに伝わる「パンニャーサ・

ジャータカ」集の「後分」の第 7話に『スピナ前世物語』（Supinaj!taka）という物語が収められ

ている7。ビルマに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集などには収められていない物語であ

る。この物語の校訂テキストは出版されていないため、マハーチュラロンコン大学に提出され

た修士論文 Chalao Techawanto Tathongduang［2008: 171-213］に基づき、以下に梗概を示す。 

コーサンビカという名の長者と妻スマナーの間に、男子が生まれたが、彼らはその男子を僧

園近くの墓地に捨てた。その僧園に住むサーミカという名の長老が徳をそなえた象の夢をみた

後、墓地で男子を見つけ僧坊へ連れて帰った。コーサンビーのパランタタ王とケーサマーリー

妃は、子供に恵まれなかったため、長老がパランタタ王に捨てられていた男子のことを語ると、

王はその子を「スピナクマーラ」と名付け育てた。スピナクマーラは 16歳になると受戒し、ス

ピナカという比丘となった。出家から 6 年後スピナカは閻浮提唯一の王となる夢を見て、その

夢を父王に語った。パランタタ王は自らの地位を揺るがす存在となることを怖れ、スピナカを

投獄した。 

川遊びに行ったパランタタ王は、美しい華鬘を見つけその持ち主を探させたが、見つからず、

白猿王がパドゥマケーサラーという都のマッラ王の娘パドゥマヴァティー王女が美しい娘であ

ると助言すると、王はその娘を得たいと思い、パドゥマケーサラーに使いを送ったが、戦とな

り、王の家臣たちは逃げ帰ってきてしまった。王妃は王にスピナに命じて女宝を得るよう提案

し、王はスピナに女宝を連れて来させ、その後スピナを殺そうと考えた。解放されたスピナは、

長老のもとを訪れ、長老は白猿が女宝を得る方法を授け、その通りになせば、唯一王となるだ

ろう、と言ってスピナを送り出した。 

スピナはマガダ国へ至り、白猿王に会い、白猿王の助言に従って、娘が現れるのを待ち構え

ていた。パドゥマヴァティー王女はそこへやって来て、スピナと対面し、二人は惹かれ合った。

スピナは、パドゥマヴァティーを連れて船に乗ったが、船から落ちた宝を探している間に、パ

ドゥマヴァティーを乗せた船はコーサンビーに向けて出発した。置き去りにされたスピナは白

猿王に相談した。白猿王はウドゥンバラ島へ行ってマニを得て、水面を歩いて、種々の都を経

由してコーサンビーへ帰るよう助言した。 

スピナは言われた通りにウドゥンバラ島でマニを得て、ダンダカラへ行き天の杖を得て、ク

ンビガハへ行き天の瓶を得て、ベーリタラへ行き天の太鼓を得て、アシパッタへ行き天の剣を

得て、コーサンビーへ帰った。 
                                            
6 「パンニャーサ・ジャータカ」集については、本論文研究篇 第 1章 pp. 11-14において詳説。 
7 Sinlapabannakhan［2006 (2): 385-427］. 
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一方、パドゥマヴァティーを乗せた船もコーサンビーへ到着し、パドゥマヴァティーを見て

王は喜び、宮殿に住まわせた。スピナが帰国していることを知った大臣たちは、王に謁見する

よう命じたがスピナは応じなかった。怒った王が軍を送ったが、天の杖によって軍は倒れ、天

の太鼓によってスピナは輝く宮殿を得た。そしてパランタタ王が自ら出陣したが、天の杖で軍

が倒れるのを目の当たりにし、恐怖から屈服した。そして、スピナは天の瓶によって倒れた軍

隊を生き返らせ、パドゥマヴァティーをスピナの宮殿へ連れて来させた。 

コーマ国のパドゥマヴァティーの家では、王女がいなくなったと大騒ぎになっていた。コー

サンビーを訪れた商人がスピナ王のもとにパドゥマヴァティーがいることを知り、マッラ王に

伝えた。マッラ王は怒って戦をしようとしたが、スピナの偉大さを知り、家系を絶やさないた

めにパドゥマヴァティーの息子を送ってほしいという手紙を送った。懐妊したパドゥマヴァテ

ィーはコーマ国で出産するため、スピナと一緒にコーマ国へ向かった。コーマ国で 2 人の息子

が誕生し、成長した長男にコーマ国を継がせ、スピナとパドゥマヴァティーは次男クンジャラ

王子を連れてコーサンビーへ帰った。そして、16 歳になったクンジャラ王子は女宝を探す旅に

出た。 

ヒマラヤに住むある苦行者が、怪我をした象を介抱し、キンナリーの卵から産まれた女児を

育てていた。その娘の華鬘を見つけたクンジャラ王子は、苦行者の庵にたどり着き、その娘と

対面し、ふたりは惹かれ合い、苦行者に別れを告げ、象に乗ってコーサンビーへ向かった。コ

ーサンビーへ帰って、婚礼をなし、スピナ王は王位を譲った。スピナ王とクンジャラ王子は死

後天界に再生した。 

2.3. 『サーマネーン・スピンの物語』

バンコクの東、約 70キロメートルの地点にバーン・ナイという戸数 59戸、383人の小村があ

り、このバーン・ナイ村で 1964年 10月から 12月にフィールド調査を実施した人類学者が、古

老から聞き採録した古謡の中に『サーマネーン・スピンの物語』がある8。石井［2002: 99-104］

は、この古謡を引用し、タイの民衆の仏教理解のあり方を考察している。『サーマネーン・スピ

ンの物語』を石井［2002: 99-104］から引用する。 

ナークよ、よくおきき 

三衣をまとうその前に 

坊さまとなる心得をば 

お前に語って進ぜよう。 

これはとうといお経にある話。 

                                            
8 Attagara［1967: 91$97, 567-569］. 
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10のいましめを守った 

人も知る 

サーマネーン・スピンの物語。 

 

みほとけの道を説き明かそうと 

和尚さまがおっしゃった。 

むかしむかし、あるところに 

狩人の夫婦が住んでいた。 

くる日もまたつぎの日も 

夫婦は野山を駆けめぐり 

生類の命を奪って 

罪業を重ねていた。 

功徳を積むことも忘れて。 

 

この世の齢が尽きたとき 

男は地獄に堕ちていった。 

あとに残った狩人の妻は 

ひとりの息子のスピンをば 

菩提樹のように 

いつくしみ、育んでいた。 

やがて物心のつくほどに成人すると 

スピンはこう考えた。 

わたしの父は狩人。 

わたしの母も狩人。 

両親には慈悲の心がない。 

ただいたずらに生類を殺めては 

罪業を重ねている。 

寺の和尚さまもおっしゃった。 

あの世では 

きっと地獄に堕ちようぞ、と。 

 

そこで、あるとき、スピンは 

こっそり家をぬけだして 
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頭を丸めて、サーマネーンとなった。 

今日よりさき 

決して罪をおかすまいぞ、と 

堅く心に誓いを立てて。 

 

地獄の底では 

亡者の罪科かきしるした 

閻魔帳くる大王の目に 

ひとりの女の名がとまった。 

さまざまな悪業を犯した 

狩人の女。 

やがて女はひきだされ 

閻魔大王のお調べ受けた。 

亡者の身体を焼き焦がす 

焦熱地獄の火を見たときに 

女の心にふと浮かんだのは 

金色に輝く 

わが子スピンの袈裟姿。 

「申し上げます、大王さま。 

このわたくしめにも 

わずかばかりの功徳が 

まだまだ残っておりまする。 

かわいいひとりのせがれめが 

三衣をまとっておりまする。 

せがれのくらしは 

罪に汚れぬ聖者のくらし。 

たとえわたくしめが 

数々の罪を犯していようとも 

血肉をわけたひとりの息子が 

みほとけの道を歩んでおりますゆえに 

なにとぞお慈悲を 

大王さま」 
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閻魔大王は 

女の言葉に 

嘘いつわりのないことを確かめると 

狩人の妻の罪を許して 

この世にもどしてくださった。 

悪業の報いは、こうして絶えた。 

善根を積むのがよい。 

この世と先の世で 

きっと善果が得られるように。 

 

サーマネーン・スピンは成人すると 

やがて 227のいましめを守る 

ビクとなった。 

罪深い父親を 

地獄の淵から救いだす日も 

やがてやってくる。 

これがサーマネーン・スピンの物語。 

サーマネーンとなって母を救い 

ビクとなって父を救った 

息子のうた。 

2.4. 『スピナクマーラ前世物語』との関連

以上 3 話の類似するタイトルで知られる物語を見ると、パーリ三蔵に含まれる『夢による予

言前世物語』とタイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」集所収『スピナ前世物語』という

類似するタイトルのパーリ語の両話は『スピナクマーラ前世物語』とは、全く異なる内容であ

り、関連性は認められないが、タイ語の古謡『サーマネーン・スピンの物語』は、明らかに先

述した『スピナクマーラ前世物語』の類似話である。パーリ語の『スピナクマーラ前世物語』

が源泉となり、現地語の古謡として語り継がれてきたのか、あるいは、現地語の古謡がパーリ

語で書き記されたのか、どちらであるのかは判断できないが、『スピナクマーラ前世物語』と『サ

ーマネーン・スピンの物語』の両話に関連があるのは明らかである。類似するタイトルで知ら

れる『夢による予言前世物語』と『スピナ前世物語』は、釈尊の前世として夢を予言した苦行

者やスピナ王の冒険を描いた前世物語であったが、『スピナクマーラ前世物語』は、-j!takaとい

うタイトルが付されているにもかかわらず、誰の前世物語であるのか記されていない。『サーマ



 87 

ネーン・スピンの物語』は、英訳と和訳でしか知る事ができず、原語でどのように語られてい

るのか、『サーマネーン・スピンの物語』の「物語」が “ชาดก (j!taka)” であったのか否かは不

明である。

 

3. 『スピナクマーラ前世物語』と『目連尊者の物語』

先述したように、この『スピナクマーラ前世物語』は、異なる筆跡であるが、『目連尊者の物

語』の前に収められていた。『スピナクマーラ前世物語』と『目連尊者の物語』の双方に、地獄

に関する描写があり、さらに、両話が何らかの関連をもって記されたことを示唆する偈文があ

る。以下にそれらの偈文を挙げる。

Sk-j, p. 329  Mggth-v, p. 319 

sila# !bhara"ase%%ha# d!na# sah!yasambh&ta# 

sila# p!theyyam uggama# d!na# sasampatibh!jana# 

sila# ap!yasañjanna# d!na# daliddah!sana# 

sisa# mokkhapathavara# d!na sa"gassa sop!na# 

sila# sattassa sop!$a# d!na# mokkhapathavara# 

sila$ buddh!nagocara$ d!na# app!yasañjana# 

 d!na$ bud!na$ gocara$ 

『スピナクマーラ前世物語』では戒について、『目連尊者の物語』では布施について説く偈文

であるが、類似する表現が用いられており、両話に何らかの関連があることを意味している。

戒を守り、布施を施す !nisa#sa（功徳）を説く一連の物語として創作された可能性がある。ある

いは、出家し戒を守ることが地獄から父母を救済する功徳となり、地獄の衆生に指定して布施

することも地獄から救済する功徳である、と地獄からの他者救済方法を説く一連の物語である

可能性もある。



 88 

4.小結

『スピナクマーラ前世物語』は、パーリ三蔵やタイに伝わる「パンニャーサ・ジャータカ」

集中の類似するタイトルの物語とは関連がなく、タイの古謡として報告された『サーマネーン

スピンの物語』と関連があり、出家の功徳を説く仏典であることが明らかとなった。また、『ス

ピナクマーラ前世物語』と一緒に収められていた『目連尊者の物語』とは関連する偈文を見出

すことができることから、何らかの関連があると言える。

『スピナクマーラ前世物語』は、タイトルは、-j!takaとされているにもかかわらず、誰の前世

物語であるのかが明示されていない。仮に、『スピナクマーラ前世物語』が、目連尊者の前世物

語であったとしたならば、前世において、スピナクマーラ（目連尊者）が沙弥であることによ

り地獄から母を救済し、出家者であることにより餓鬼界から父を救済した。さらに、現世にお

いて、地獄を訪れ地獄を破壊し、地獄の衆生の伝言を人間界の親族に伝え、布施をさせ、地獄

の衆生を救済する、という前世と現世における目連尊者の救済物語となる。このようにスピナ

クマーラが目連尊者の前世であると考えると、悪趣に堕ちていた母を目連尊者が救済する『仏

説盂蘭盆経』などに説かれる「目連救母伝説」が想起される9。第 3 章で言及したように中国や

日本において多様化し、盂蘭盆会の因縁譚となるものである。目連尊者が地獄から母を救済す

るというモチーフが上座部仏教にも伝承されていたとすれば、大変興味深いが、本論文で両話

の校訂テキストに用いた写本は 1 本のみである。『スピナクマーラ前世物語』と同様の物語が、

-j!takaとは異なるタイトルで伝わっており、前世物語でない可能性もある。また、『スピナクマ

ーラ前世物語』と『目連尊者の物語』が、他の写本において連続する物語として書写されてい

るのか否かも現段階では不明である。両話の関連については、写本を再調査し、再考しなけれ

ばならない。

 

                                            
9 『仏説盂蘭盆経』の原型をパーリ語仏典に求めた研究がある。藤本［2003: 47-54］は、『アヴ
ァダーナ・シャタカ』中「目連」と『餓鬼救済物語』中「舎利弗母餓鬼事」と『仏説盂蘭盆経』

とを比較研究している。餓鬼に再生している女が、4つ前の生のときサーリプッタの母であり、
サーリプッタがその女餓鬼に指定して、比丘僧伽に布施をしたことにより、女餓鬼は随喜し天

界に再生したという物語である『餓鬼救済物語』中「舎利弗母餓鬼事」が、『仏説盂蘭盆経』の

原型であるとの結論を導いている。 
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結論

 

タイには膨大な量の蔵外仏典写本が伝えられているが、その多くは写本のままであり、校訂

テキストとして入手できるものは一握りに過ぎない。校訂テキスト化されて、初めて共有でき

る研究対象となり得るが、蔵外仏典研究の現状は、研究の拠り所となる校訂テキストがなく、

研究に着手することが困難な状況にある。写本をテキスト化し、研究の拠り所を広げ、より多

くの研究者と共有していくことが蔵外仏典研究の促進につながる。本論文では、膨大な量の蔵

外仏典の一端にすぎないが、タイ国立図書館所蔵の貝葉写本による統一された校訂方針に基づ

く6話の仏典の校訂テキストを提示した。本研究により、蔵外仏典研究の拠り所を僅かながら広

げることができたと考える。タイに伝わるパーリ語蔵外仏典の研究は、「パンニャーサ・ジャー

タカ」集研究が中心であったため、その他のパーリ語蔵外仏典が、どのような教えを伝えるも

のであるのかすら知られてこなかった。本論文では、中部タイに伝わる貝葉写本から新たな仏

典を読み解き、それらの仏典が説く教えを導き出してきた。特にパーリ三蔵に言及されること

のない仏像と地獄救済に関するパーリ語蔵外仏典を研究対象とし、蔵外仏典にだからこそ説か

れる興味深いタイ仏教の教えを示してきた。 

仏像と地獄救済に関する『ヴァッタングリ王物語』と『マーレッヤデーヴァ長老物語』の2つ

の蔵外仏典の源泉資料と展開を再考した結果、両話とも源泉資料はスリランカに伝わる蔵外仏

典であるという結論に至った。仏像の起源や地獄救済を説くパーリ語蔵外仏典の展開において、

漢訳仏典からの影響を考慮すべきかを考察したところ、類似する説話ではあるが、仏像の起源

や地獄救済を説く漢訳仏典の影響を直接受けて成立したという証拠は見られなかった。上座部

仏教においても、大乗仏教においても、類似する仏像の起源や地獄救済を説く説話が求められ

たと考えられる。本論文において源泉資料と展開を解明した2つのパーリ語蔵外仏典に限れば、

パーリ三蔵を源泉資料にしたのでも、タイの土着の説話を源泉にしたのでもなく、スリランカ

に伝わる蔵外仏典を源泉資料とし、新たな蔵外仏典として展開し、タイで伝承されてきたと言

える。

仏像の起源を説く説話は上座部仏教には伝えられていないとされていたが、Gombrich［1978］

らによりスリランカやビルマにも仏像起源伝説が伝承されていると指摘された。本論文では、

さらに、仏像起源伝説を説く仏典がタイにも伝承されていることを明示した。諸言語で伝承さ

れている仏教説話の比較研究において、パーリ三蔵に言及されていないために上座部仏教には

伝承されていないと結論付けられていた説話が、蔵外仏典の説話として伝承されている可能性

があり、これまでの仏教説話研究に蔵外仏典の説話を加え、再考しなければならない。 

また、仏像に関する蔵外仏典『目連尊者の問い』では、仏像を造った功徳や供養した功徳は

仏像の材料により異なる、という類例のない教えが説かれており、蔵外仏典には、希少な伝承
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が残されていることを指摘した。造像と像供養の功徳を比較検討したところ、タイに伝わる仏

典にのみ弥勒信仰が見られ、諸「プラ・マーライ」文献でも弥勒菩薩が重要な役割を担い、そ

の源泉資料は、弥勒を主人公とした S!h所収の「弥勒の物語」であった。本研究により、タイに

伝わる蔵外仏典では、パーリ三蔵に説かれる以上に弥勒菩薩が重要な役割を果たしていること

が明らかとなり、またその具体的な様相を示すことができた。 

さらに、蔵外仏典の注釈文献という先例のない研究対象として『マーレッヤデーヴァ長老物

語』の注釈文献『マーレッヤデーヴァ長老物語註』の注釈を分析したが、その結果、蔵外仏典

の注釈文献には、文献が成立した時代の学識者の知識が表れており、種々の文献名や著者名が

引用されているため、成立年代を探る手がかりを与える貴重な文献であると指摘した。もちろ

ん『マーレッヤデーヴァ長老物語註』だけで蔵外仏典の注釈文献がどのようなものであるのか

を一般化することはできないが、類例がないだけに一定の示唆を与えることはできたと考える。

『マーレッヤデーヴァ長老物語註』では、パーリ三蔵やその注釈文献だけでなく、蔵外仏典か

ら引用し註釈している。そのため、典拠を明らかにできていない注釈も多く残ったままである。

蔵外仏典の成立を明らかにするにはその他の蔵外仏典研究の進展も不可欠であり、今後新たな

写本研究に着手していくことが重要な課題となろう。 

タイの蔵外仏典の説話は、布施や持戒という仏教の教えを分かり易く民衆に教えるものであ

り、難解な教義を説く三蔵とは異なり、タイの上座部仏教徒、特に一般民衆の信仰を促す役割

を果たしてきたものである。それらは、儀礼で読誦されたり、寺院壁画などに描かれたり、タ

イの一般民衆にも親しまれているものである。地獄救済において論じた如く、蔵外仏典に表れ

る教えが、必ずしも正典としてのパーリ三蔵に従ったものではないことも明瞭となった。パー

リ三蔵では、布施の際、亡き親類・縁者に施したとしても、餓鬼しかそれを享受することはで

きないと説く。一方、『マーレッヤデーヴァ長老物語註』などの諸「プラ・マーライ」文献や『目

連尊者の物語』では、地獄の衆生が救済されているのである。正典であるパーリ三蔵の教えか

らすれば、これら蔵外仏典に説かれる教えは誤っていることになる。しかし、現代タイにおい

てマーライ尊者は地獄からの救済者として認知されている。タイ民衆の仏教では、三蔵の教え

よりも蔵外仏典の教えが受け入れられているのである。パーリ三蔵に忠実な仏教の教えではな

くても、それが正しい教えとして伝承されれば、タイ仏教としては誤った仏教ではない。タイ

仏教は、在家信者にとっての仏教と出家者にとっての仏教とが異なっているのである。タイで

は、出家者にとっての仏教は、確固たるパーリ三蔵の教えに基づくものであるが、在家信者に

とっての仏教は、独自に展開してきた蔵外仏典に基づく時代や社会に即した順応性のある仏教

なのである。『スピナクマーラ前世物語』において、スピナクマーラの父母は生前の悪業により

悪趣に再生した。このように、世俗では、五戒の教えを知りながらも殺生を生業にする者もお

り、五戒すら守ることが困難な者もいる。彼らは皆その悪業により地獄へ堕ちてしまう。彼ら
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を救済する手段として親族による布施や出家が蔵外仏典に説かれ、タイ仏教は現実に即して変

化してきたのである。パーリ三蔵が体現するのは、揺るぎない仏の教えであり、理念上、いつ

の時代であっても、どこにおいても、変わることのないものと考え得るものであるのに対し、

蔵外仏典は、仏教が受容されていく中で、仏の教えと異なる教えが求められ、創造されてきた

ものである。これまでのタイ仏教の研究は、人類学や社会学が中心であり、タイ民衆にとって

の仏教を文献学的研究により究明しようという試みは全くなされてこなかった。仏教学研究者

の関心事は、仏説であり、現在信仰されている仏教ではなかったのである。しかしながら、文

献学的研究がなされてこなかった蔵外仏典の説話研究が今後さらに進めば、民衆にとっての仏

教がいかなるものであったのかが明確となり、寺院壁画に描かれたモチーフや儀礼行為の解明

など文献学以外のタイ仏教研究全般への相乗効果も期待できると考える。

仏教学研究において、蔵外仏典は、釈尊の言葉ではないため等閑視されてきたが、本論文に

より、蔵外仏典は、パーリ三蔵に伝えられることのない現実の社会に応じた民衆にとっての仏

教の教えを伝えるものであることが明らかとなった。釈尊の教えとして固定化された静的な仏

教ではなく、タイにおいて現在まで信仰され続け、変化し続けてきた動的な仏教の、文献上に

表れた一つの姿を明らかにするための研究対象として、蔵外仏典は価値ある資料である。
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略号・訳号

 

Abhidh-s Abhidhammatthasa!gaha: Saddh!tissa [1989: 1-51] 

AN A!guttaranik"ya: Hardy [1896, 1900] 

An"g An"gatava#sa: Minayeff [1886] 

An"g-a Amatarasadh"r": The National Library of Thailand [2001: 95-165] 

As Atthas"lin$: Müller [1979] 

As-m% Dhammasa!ga&$m'la%$k": Vipassana Research Institute [1998d] 

Av-( Avad"na(ataka: Speyer [1958]：『アヴァダーナ・シャタカ』 

B"l"v  B"l"vat"ro: Phra Khanthasaraphiwong [1998] 

Cp-a Cariy"pi%aka-a%%hakath": Barua [1979] 

Dasab Dasabodhisatta-uddesa: Martini [1936]：『十菩薩説』 

Dhp Dhammapada: Hinüber & Norman [1994]  

Dhp-a Dhammapada-a%%hakath": Norman [1970] 

DN D$ghanik"ya: Carpenter [1992], Davids & Carpenter [1995] 

DPPN Dictionary of Pali Proper Name: Malalasekera [1960] 

Ja J"taka-a%%hakath": Fausbøll [1877, 1883, 1887, 1891, 1896] 

Mhv Mah"va#sa: Geiger [1908] 

Mil Milindapañh": Trenckner [1962]：『ミリンダ王の問い』  

Mil-% Milinda%$k": Jaini [1961] 

MN Majjhimanik"ya: Chalmers [1994] 

Mogg-bps Moggall"nabimbapañh"sutta: 本論文第 2部 pp. 89-107：『目連尊者の問い』 

Mogg-vth Mah"moggall"nattheravatthu: 本論文第 2部 pp. 316-320：『目連尊者の物語』 

Mp Manorathap'ra&$: Walleser & Hermann [1967] 

Mth-v M"leyyadevattheravatthu: Collins [1993: 19-60]：『マーレッヤデーヴァ長老物語』 

Mth-v-% M"leyyadevattheravatthud$pan$%$k": 本論文第 2部 pp. 118-246：『マーレッヤデーヴァ長老物語註』 

Mv Mah"vastu-avad"na: Senart [1882]：『マハーヴァストゥ・アヴァダーナ』 

Nett Nettipakara&a: Hardy [1961] 

Pa%%h-a Pañcappakara&a-a%%hakath": Davids [1988] 

P"lim-n% Vinay"la!k"ra%$k": Vipassana Research Institute [1998b] 

Pj I Paramatthajotik" I: Smith [1978] 

Pj II Paramatthajotik" II: Smith [1989]  

PM-KhL Phra Malai Kham Luang: Fine Arts Department [1935]：『プラ・マーライ・カム・ルアン』 
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PM-KS Phra Malai Klon Suat: Saw Thammaphakkadi [1977]：『プラ・マーライ・クロン・スワット』 

Ps  Papañcas'dan$: Woods & Kosambi [1977], Horner [1977] 

Pv Petavatthu: Jayawickrama [1977]：『餓鬼救済物語』 

Pv-a Petavatthu-a%%hakath": Hardy [1894]：『餓鬼救済物語註』 

Ras Rasav"hin$: Gandhi [1989]  

Saddhamma-s  Saddhammasa!gaha: Saddh!nanda [1890: 21-90] 

Sah Sahassavatthuppakara&a: Ver Eecke and Filliozat [2003] 

S$h S$ha)avatthuppakara&a: Ver Eecke [1980: 1-158] 

S-Kbv Kosalabimbava&&an": Gombrich [1978: 289-295]：スリランカ版『コーサラ国仏像縁起譚』 

Sk-j Supinakum"raj"taka: 本論文第 2部 pp. 323-332：『スピナクマーラ前世物語』

Sn Suttanip"ta: Andersen & Smith [1913] 

SN Sa#yuttanik"ya: Feer [1975] 

Sp Samantap"s"dik": Takakusu & Nagai [1975] 

Spk S"ratthappak"sin$: Woodward [1977] 

Sp-% S"ratthad$pan$: Vipassana Research Institute [1998a] 

Sv Suma!galavil"sin$: Davids & Carpenter [1968], Stade [1971] 

Sv-p% L$natthappak"sin$ I: Silva [1970] 

Th Therag"th": Oldenberg & Pischel [1966] 

T-Vrsv  Va%%a!gulir"jasuttava&&an": 本論文第 2部 pp. 28-46：タイ版『ヴァッタングリ王物語』 

T-Kbv Kosalabimbava&&an": 本論文第 2部 pp. 55-76：タイ版『コーサラ国仏像縁起譚』 

Vism Visuddhimagga: Davids [1975] 

Vism-mh% Visuddhimaggamah"%$k": Vipassana Research Institute [1998e] 

Vv Vim"navatthu: Jayawickrama [1977]：『天宮事経』 

Zp-Vrj Va%%a!gulir"jaj"taka: Jaini [1983: 414-432]：ビルマ版『ヴァッタングリ王物語』 

Zp-V*j Va**hanaj"taka: Jaini [1983: 525-534]：ビルマ版『ヴァッダナ物語』 

 

『大正』 『大正新修大蔵経』：大蔵出版 [1924-32] 

『南伝』 『南伝大蔵経』：大蔵出版 [1935-41] 
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